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富士見ファンタジア文庫




本作品の全部または一部を無断で複製、転載、配信、送信したり、ホームページ上に転載することを禁止します。また、本作品の内容を無断で改変、改ざん等を行うことも禁止します。

本作品購入時にご承諾いただいた規約により、有償・無償にかかわらず本作品を第三者に譲渡することはできません。

本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。




本作品は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。







口絵・本文イラスト　高苗京鈴
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峻しゅん護ご、未知の力を知るのこと







　私し立りつ神じん宮ぐう寺じ学がく園えん高こう校こうの教きよう職しよく員いん棟とう一階、いちばん南側にある部屋といえば、当学園の用よう務む員いん室しつである。


　六ろく畳じよう一ひと間ま、風通しも日当たりも悪いしみったれた小部屋であり、かつては訪おとずれる生徒など皆かい無むな辺へん境きようの地だった用務員室だが、ここ最近は連れん日じつの人だかりで賑にぎわっていた。しばらく前にやってきた新しん任にんの用務員が、戯たわむれにちょっとした遊びを始めたのが原因である。


「やあよく来たね。ささ、まあ入ってくつろぎなさい」


　近ごろ評ひよう判ばんの用務員室を訪れた二にノの宮みや峻しゆん護ごと月つき村むら真ま由ゆを迎むかえたのは、異い様ような風ふう体ていをした月村美み樹き彦ひこであった。


「……なんなんですか美樹彦さん、その格かつ好こうは」


「いやいや峻護くん。見た目にだまされるようでは君もまだ半人前だな」


　数じゆ珠ずにサリーにロザリオにターバンという、無む国こく籍せきかつ無む節せつ操そうなスタイルに呆あきれる峻護に、しかし当の本人は涼すずしい顔で両手を広げてみせる。


「たしかに一見した限りではアンバランスな組み合わせに見えるだろう。しかしこの宗しゆう派はも流りゆう派はも超ちよう越えつした混こん沌とんたる様式の中にこそ、未知にして真しん正せいなるパワーがあふれ出すのだ。どうかね、この不ふ可か思し議ぎにして玄げん妙みようなるスタイル……何かが起こりそうな気け配はいをありありと感じないかね？」


「そりゃまあ、何かが起こりそうな気はしますけどね」峻護は異い臭しゆうを放つ御お香こうや爬は虫ちゆう類るいの黒焼き、ロウソクでライトアップされたしゃれこうべといった調ちよう度どを見回しながら、「いまにも警けい察さつが踏ふみ込んできそうな雰ふん囲い気きとか」


「君の批ひ評ひようは辛から口くちだね。まあ論ろんより証しよう拠こだ、さっそく占うらなってみるがいいだろう」


　──そう、占いである。


　この学園の用務員に身をやつして妹の学園生活を見守っている奇き人じん・月村美樹彦であるが、何を思ったかしばらく前から用務員室に私物を持ち込み、占い師しの真ま似ね事ごとを始めているのだ。


「ほらほら二ノ宮くん、座って座って」


　と、これは峻護を兄のもとに連れてきた真由。


「兄さんの占いはよく当たるんですから。さあ早く早く」


　ニコニコと無む邪じや気きな笑顔ですすめてくる。確かに彼女の言葉どおり占いの評判はすこぶる良い。美樹彦の高度なパフォーマンスはすでに学園中に広まっており、休み時間や放ほう課か後ごともなれば用務員室の前に連日長ちよう蛇だの列ができるほどだ。


「いつもだと、兄さんはよほど気が向いた時にしか占いをしてくれないんです。こんなチャンスはそうそうありませんよ？」


「うーん、とはいってもなあ……」


「ふふふ。どうやら峻護くんは僕ぼくの駆く使しする占せん術じゆつにいまひとつ信しん頼らいを置いてないようだ」


　席につくことに難なん色しよくを示しめす峻護へ、美樹彦は鷹おう揚ように笑いかける。


「いったい君は僕の占いのどこがそんなに気に食わないと言うんだい？」


「全部ですよ。全部」


　即そく答とうする峻護。机つくえの上には水すい晶しよう玉だまやタロットカードを配はい置ちし、即そく席せきのかまどには亀き筮ぜいに使う亀かめの甲こう羅らをならべ、ドアの脇わきには神社でよく見かけるおみくじの自動販はん売ばい機きまで置いてある占いスタイルでは、峻護に不ふ信しんの念を抱かせるのも無む理りはあるまい。


　おまけに彼独どく自じの調査によれば、美樹彦の占いはまったくもって子こ供どもだましなのである。当てているものといえば明日の天気とかテストに出そうな教科書の範はん囲いとか、占い師でなくともわかりそうなものばかり。そもそも彼の告げる『託たく宣せん』の言葉自体がひどくあいまいであり、某ぼうノストラダムスの予よ言げんよろしく解かい釈しやく次し第だいでどうとでも受け取れる内ない容ようなのである。


「あとからいくらでもこじつけできる占いに信しん憑ぴよう性せいなんてありませんよ。占いが当たったとか言って喜んでる生徒も、この部屋の雰囲気とか美樹彦さんの話わ術じゆつに呑のまれてその気になってる、ってのが本当のところじゃないですか？」


「もう、二ノ宮くんってば」兄の占いの熱心な信者であるらしい真由が人差し指を立て、子供を叱しかるように、「兄さんの占いはそんなインチキみたいなのじゃないんです。悪口言ってると罰ばちが当たっちゃいますよ？」


「当てられるものなら当ててみればいいさ。──美樹彦さん、こうしてても時間の無む駄だですよ。おれのことは放ほうっておいて、順番を待ってる純じゆん真しんな生徒たちをせいぜいだまくらかして楽しんでください」


「ふむ。そこまで言われると僕も沽こ券けんに関かかわるというものだ。ここは是ぜが非ひでも我わが占術の威い力りよくを体たい験けんしてもらわねばなるまい……ふむ、ではこうしようではないか」


　怪あやしげな占い師はあごを撫なでつつにやりと笑い、


「峻護くん、君と僕とでひとつ賭かけをしようじゃないか。勝負の方法は簡かん単たん。僕が君の未来を占い、それが当たっていれば僕の勝ち、外れていれば君の勝ちだ。もし僕が負ければ君が否ひ定ていしている占いを金こん輪りん際ざいやめることにする。そのかわり君が負けた場合は──そうだな、女子用のスクール水着でも着て学園内をねり歩いてもらうとしよう。それでどうかね」


　今にも席を立ちそうな峻護だったが、その言葉を聞いて表ひよう情じようを改あらためた。


「勝負、ですか？」


「そう勝負だ。僕の占いがインチキだというなら、それを君の身でもって証しよう明めいすればよかろう。そうすれば君の言う『純真な生徒たち』も目を覚さましてくれるのではないかな？」


「それはいいとしても勝負の判はん定ていはどうするんです？　占いが当たったか当たらないかなんて、かなりの部分でグレーゾーンが──判定のつけにくいところが出てくると思うんですが」


「かまわんさ、君の判はん断だんにすべてをゆだねよう。君が当たったと思えば当たったという判定でいいし、外れたと思えば外れたということでいい。僕は君の判断に一いつ切さいの口を挟はさまないこととする。これでどうかな？」


「…………。わかりました」


　ここまで譲じよう歩ほされては後に退ひけまい。


「勝負、受けましょう。さっそく占ってもらおうじゃありませんか」


「ちょ、ちょっと二ノ宮くん！」


　斬きり合いでも挑いどむような目で兄をにらむ峻護に、ハラハラと成りゆきを見守っていた妹が待ったをかける。


「兄さんの占いは当たるって言ってるのに、そんな無む謀ぼうな……兄さんのところには世界中から有ゆう名めいな予よ言げん者しやがこっそり弟で子し入いりに来るほどなんですよ？　今からでも遅くないです、こんな勝負はやめにしましょう」


「いや、いいんだ月村さん。こんないいかげんな占いで未来が予よ測そくできたら現げん代だい科か学がくの立場がない。美樹彦さんのパフォーマンスがあくまでも演えん芸げいの一いつ種しゆにすぎないことをここで証明して、まずは君の目を覚まさせてやらないと」


「そんな……ああ兄さん、兄さんもいけないんですよっ。大人おとな気げない真ま似ねをして二ノ宮くんをいじめるのはやめてください！」


「なあに、これも勉強のうちさ。峻護くんは『信じる者は救われる』という格かく言げんの意味を身をもって知ることとなろう。真由は黙だまってそこで見ていなさい」


　真由の嘆たん願がんにも二人はまるで聞く耳もたない。


　しぶしぶ引き下がった妹を尻しり目めに、美樹彦は慣なれた手つきで筮ぜい竹ちくを操あやつりながら、


「さて、ではさっそく始めるとするかな」


　不ふ敵てきに笑い、美樹彦はようやく占いを始めた。


　水すい晶しよう玉だまにいわくありげに触ふれ、タロットカードを鮮あざやかな手つきでさばき、火にくべた亀の甲羅の割われ方を厳げん粛しゆくな面おも持もちであらためる。なるほど、それぞれの挙きよ措そは玄人くろうとじみているし、なにやら霊れい験げんあらたかな雰囲気を漂ただよわせてはいるが、取り合わせがいかにも滅め茶ちや苦く茶ちやすぎる。占い師の組合関係者がこの場にいたら訴そ訟しよう沙ざ汰たまちがいなしの無む秩ちつ序じよさ、適てき当とうっぷりであった。


　真由が息を詰つめて、峻護が呆あきれ顔で見守る中、美樹彦は厳おごそかな動どう作さでおみくじの自動販売機にコインを入れ、出てきたくじを熟じゆく読どくしてから、


「──ふむ」


　ゆったりと席について瞑めい目もくし、ほにゃらほにゃらと怪あやしげな呪じゆ文もんを唱となえたのちに、かっと目を見開いて。


「出ました」


　口寄せしているイタコにも似にた忘ぼう我がの表情で、こう告げたのであった。


「ここ数日のうち、二ノ宮峻護の身に大いなる災さい厄やくがおとずれるだろう。心するように」





　　　　＊





　ばかばかしい、と取り合わなかった峻護だが、美樹彦の占いを大おお真ま面じ目めに受け取った人物もいる。


「いいですか二ノ宮くん」


　占いを終えて戻もどってきた一年Ａ組の教室では、真由が真しん剣けんそのものの目つきで峻護を諭さとしていた。


「しつこいようですが、兄さんの占いはとにかく当たっちゃうんです。たしかに占いのやりかたはめちゃくちゃですが、見た目に惑まどわされちゃいけません。ああいう結果が出た以上、何か手を打ったほうがいいですよ」


「いいや月村さん」と首を振ふる峻護。「手を打つ必要なんて何もない。いつもどおり、泰たい然ぜん自じ若じやくとしてればいい。第一、おれがここで何かの対たい策さくを練ねったとしたらどうなると思う？」


「どうなるって……どうなるんでしょう？」


「決まってるじゃないか。対策なんて練ったらおれが『大いなる災厄』とやらを恐おそれていることになるし、ひいては美樹彦さんの占いに影えい響きようされてることに──美樹彦さんの占いを信じてるってことにもなる」


　今回重じゆう要ようなのは、占いが当たっているかどうかを判はん定ていするのは峻護自身だということである。美樹彦の妄もう言げんに影響されていることを自ら認みとめるかのような真似は厳げんに慎つつしむべきだった。


「もうっ、そんなつまらないところで意い地じ張はってちゃだめですってば！　兄さんがああ言うからにはぜったい何か起きるんです！　お願いですからもっと自分の身を大切にしてください！」


「いいや。何と言われようとおれはいつも通りでいるつもりだ」


　同どう居きよ人にんからいかに説せつ得とくされようとも、峻護は頑がんとして首を縦たてに振らない。一度こうだと決めたことに対してひどく意い固こ地じな少年なのだ。


　がしかし、目的に対して無む鉄てつ砲ぽうなほど一いち途ずなことに関しては、真由も負けてはいない。


「──わかりました」


　説得は不ふ可か能のうとみるや、真由は両手を腰こしにあて、鼻息も荒あらく、


「じゃあ、二ノ宮くんはいつもどおりにしててくれてけっこうです。万まん一いちのことが起こらないようにする役は、わたしが務つとめますから」





　　　　＊





　……物もの事ごとには潮しお時どきというものがあり、潮時を逃のがした物事の行き着く先にはえてして悲ひ惨さんな結末が待っているものだ。『つまらない意地を張らないで大人しく月村さんに従っておけばよかった』と二ノ宮峻護が苦い顔で回かい想そうすることになるのは、わずか数時間足らず後のことである。





　　　　＊





　初めのうちはまだよかった。


　峻護を守ると宣せん言げんした真由が最初にとった手しゆ段だんは、授じゆ業ぎよう中ちゆうも休み時間のあいだもずっと峻護のそばについて周しゆう囲いを警けい戒かいする、というレベルにとどまっていた。このくらいであればクラスメイトたちの奇き異いのまなざしを集める程てい度どで済すむ。困ったことといえばせいぜい、トイレの時までついてこようとする真由をどうにか宥なだめすかすことくらいであった。


　だが、


「だめです……こんなんじゃまだぜんぜん不安です」


　授業もひと通り済んでさあ帰き宅たくという段だんになって、真由が痛つう切せつな表情で警けい備び態たい勢せいの不ふ備びを訴うつたえたのである。


「そうかなあ？」と首をひねる峻護。「今のところ何も起こってないし、これから何かが起こるような予よ兆ちようもないけど。月村さんの考えすぎじゃないか？」


「いいえ、いいえ。学校の中はまだ安心していられましたが、校門を一歩外に出れば危険だらけです。ちょっと手を打ってきますので、二ノ宮くんはここで待っててください」


　ベトナムの密みつ林りんでゲリラの襲しゆう撃げきにおびえる兵士みたいな目で断だんじるや、峻護を教室に残していずこかヘ出かけていく。


　ほどなくして戻ってきた真由は、


「さ、帰る前にこれらの護ご身しん用具を装そう備びしてください」


　両手いっぱいに抱かかえてきた様さま々ざまな道具類を並べ、峻護に着用を迫せまった。


「装備って……これを？」


「はい。まずはこちらの面めん籠こ手て一式からどうぞ」


　ひどく臭においそうな、使い古した剣けん道どう具を差し出して、真由。


「剣道部のひとに頼たのんで借りてきました」


「……これを着て帰れと？」


「もちろんです。あ、それとこっちも身に付けてくださいね」


　と言って次に差し出してきたのは、フェンシングで使う細身のサーベルである。


「刃はもちゃんと入れてもらったので、身の危険を感じたらためらわずに斬きってください」


「……斬るって、何を？」


「二ノ宮くんに危険を及およぼす何かを、です」


「というか刃を入れたって言ったけど、それってまずいんじゃないか？　銃じゆう刀とう法ほう違い反はんとか、そういうのにならない？」


「こういう非ひ常じよう時じに法ほう律りつがどうのこうのと言ってられません。あ、それとこっちも装備しておいてくださいね」


　と言って次に差し出してきたのは、アーチェリーに使う弓矢一式である。


「アーチェリー部から借かりてきました。いざという時はためらわずに射うってくださいね」


「……『いざという時』にとっさに矢をつがえて弓を引くのは、ちょっと難むずかしいんじゃ？」


「武器を持ってるだけでも相手に対する威い嚇かくになりますし、弓みたいに目立つ武器ならその効こう果かも倍ばい増ぞうです。ひとつでも多くの武器を持っているという安心感もきっと有ゆう利りに働くでしょう」


「というか、そもそも街まち中なかで武器が目立つってのがまずいだろう……？」


「では次にこれを」


　峻護のひかえめな反はん論ろんには耳を貸かさず、周囲の目がないかどうか素す早ばやく確認してから彼に近づき、


「サバゲー同どう好こう会かいのひとに借りてきたものです。護身用具の本命です」


　と言って次に差し出してきたのは、黒光りする銃じゆう身しんが艶なまめかしい高級モデルガンである。


　が、ここまでの流れからしてただのモデルガンであるわけがない。


「くれぐれも扱あつかいには注意してください。安全装そう置ちがオンになってるかちゃんと確認したら、すぐに懐ふところに隠かくして」


「まあ持てと言うなら持つけど……ってこれ、実じつ弾だん入ってるじゃないか！」


「改かい造ぞうモデルガンです。いざという時はためらわずに撃うってくださいね。下へ手たに試し射しやはできませんから本番での一発勝負になりますけど、撃つだけならオートマチックだから簡かん単たんです」


「いやいやいやいや、さすがにまずいだろうこれはっ」


「『大いなる災さい厄やく』に備そなえるためなら多少のことはやむを得ません。そんなことより、おまわりさんとかに身しん体たい検けん査さされた時の言い訳わけをちゃんと考えておいてくださいね。さ、行きましょう」


　ぐずる峻護の腕を引き、真由は討うち入り当日の赤穂あこう浪ろう士しもかくやという覚かく悟ごに満ちた顔で教室を出て行く。





　　　　＊





　まったく、普ふ段だんは冬眠から目め覚ざめたばかりのミドリガメのようにおっとりしているくせに、いざという時は極きよく端たんなまでに積せつ極きよく的てきな行動をとるのが月村真由である。今もまた『こんな格かつ好こうしてたらむしろ自分から災わざわいを招まねくんじゃないか』という峻護の穏おん和わな正せい論ろんを丸めてゴミ箱に放ほうり込み、生徒たちから嫌いやな種類の注目を浴あびるのもまるでお構いなしに、真由は足早に神宮寺学園を後にする。


「あのさ月村さん」


　同どう居きよ人にんに引っ張られながら峻護は声をおさえて、


「こんな目立つ格好してるんだから、せめてもうちょっと裏うら通りっぽいところを通ったらどうだろう？　ほら、通りかかるひとがみんなこっちを見てるわけだし……」


「人通りの多いところのほうがむしろ安全なんです。襲撃者も襲ってきにくいはずですから、多少のことは我が慢まんしてください」


「いや、襲撃者って……ただの高校生でしかないおれをいったい誰だれが襲うっていうんだ？」


「万一のことに備えているんです。ほんのわずかでも、たとえ理り論ろん上じようだけでもその可能性がある限り、徹てつ底てい的てきに対策を講こうじるべきなんです」


　二ノ宮くんは甘すぎます、と言わんばかりにかぶりを振る。


（まいったなこれは……）


　峻護は内心でため息をついた。自らの男性恐きよう怖ふ症しようをかなぐり捨てたかのごとく積極的に動けるようになるのは結けつ構こうなことだが、いったんスイッチが入ってしまうと極きよく端たんに視し野や狭きよう窄さくとなってしまうのが真由の困ったところである。


　むろん峻護も悪い。相あい方かたが暴ぼう走そうを始めたのであれば何をおいても止めるべきなのだろうが……悲しいかな二ノ宮峻護、腕うでっぷしは強いくせにいまいち押しが弱い。男性恐怖症をこらえ、殺さつ気きだった目で周囲を威い圧あつしつつ前を行く真由の迫はく力りよくを前にすると、とても口を挟む気にならないのである。世せ間けんで言うところの『尻しりに敷しかれる』とはこういう状じよう態たいを指すのであろうか。


（まあいい、とりあえず月村さんの気が済すむようにやらせてみよう。家までの道のりはそんなに長いわけでもないし）


　家の中にさえ入ってしまえば真由も少しは落ち着いてくれるだろうから、そのタイミングを見み計はからって説せつ得とくなり何なりすればいい──そう思い定め、一時の恥はじを忍しのぶことにした峻護であるが。それは現げん実じつ逃とう避ひにも酷こく似じした、あまりにも希望的な観かん測そくであった。


「そこの君。ちょっと止まりなさい」


　背はい後ごからかけられた声にぎくりと肩を揺ゆらし、峻護はおそるおそる振り返る。


「通つう報ほうを受けて来てみれば……なんだね君、真昼間っからその格好は」


　見れば、胡う乱ろんげな目つきの壮そう漢かんふたり。青い制服に制せい帽ぼう、腰こしにはホルスターに納おさまった拳けん銃じゆう──法の番ばん人にんたるおまわりさんたちのご登場である。


　彼らふたりは青くなる峻護の風ふう体ていを全身くまなく眺ながめ回してから、


「剣道着を着込んだ上にサーベルと弓矢まで……これは国家権けん力りよくに対する反はん抗こうの意い思し表ひよう示じと解かい釈しやくしていいのかね？」


「いえ、決してそういうわけでは……」


　今の格好でおまわりさんを相手にするのはいかにも立場が弱すぎた。峻護はしどろもどろに弁べん明めいを始める。


「ええと何といいますか、この剣道着もサーベルも弓ゆみも、あくまでサークル活かつ動どうに使用するための備び品ひんでありまして、国家権力に対する反抗の意思などでは決してなく……」


「その割わりにはこのサーベル、きっちり刃まで入れてあるじゃないか」


「手入れするために研けん磨ま機きにかけてたら、つい削けずりすぎて」


「こっちの弓矢には鉄の矢じりがついているが？」


「初めて鉄器を手に入れた古代の狩人かりゆうどたちの暮くらし振ぶりについて、レポートを書くように言われてまして。この弓矢はその実習の一いつ環かんなんです」


　真由に指し示じされたとおりに考えておいた言い訳をならべ立てる峻護。かなり苦しい弁明ではあるが──それでもおまわりさんたちは一いち応おうの納なつ得とくをしてくれたようだ。


「まあいい。君が持っている危なっかしいものをいったんこちらに預あずからせてもらえるなら、この場は見み逃のがそう。あとで保ほ護ご者しやの方といっしょに署しよまで取りにきたまえ」


　警けい官かんの示しめした温おん情じように峻護は胸をなでおろした。それだけのことでこのピンチを逃れられるなら願ったり叶かなったりである。何しろ懐ふところには即そく席せきの剣や弓どころではないブツを忍しのばせているのだ。身しん体たい検けん査さなどされれば一発アウトであり、ここは何はなくとも退たい散さんするにかぎる。


　だが。


「ま、待ってください二ノ宮くんっ！」


　担かついでいた弓を下おろそうとした峻護のそでを、真由が強く引いた。


「ダメです二ノ宮くん、甘あまい言葉に乗せられて武器を手放すなんて。丸まる腰ごしになったところをいきなり襲おそわれたらどうするんですか！」


「──何？」


　警けい戒かいを解とこうとしていた警官ふたりの両目が、とたんに鋭するどさを帯おびる。


「君、それはどういう意味かね？」


「け、警察手て帳ちようを見せてくださいっ」


　震ふるえる声ではあったし、峻護の背せ中なかに隠かくれながらではあったが……不ふ審しんの目を向けてくる警官相手に一歩も退ひかず、真由は強気に要よう求きゆうした。
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「なにィ？」


「警察手帳を提てい示じして、まずはあなたたちが本物のおまわりさんであることを証明してください。でなければあなたたちの指示に従うことはできません！」


「むう……」


　警官ふたりの表情が怒ど気きを帯びたが、それでも自らの職しよく務むに対する自覚があったのだろう。こめかみに血けつ管かんを浮うかび上がらせながらも警察手帳を開いてみせる。峻護の目から見て、それはどこからみても本物の警察手帳に見えた。


「…………」


　真由は警官たちの身み分ぶん証しよう明めい書しよを穴あなが開くほど見つめていたが、やがて視し線せんを上げると、


「あなたたちが警察手帳を所しよ持じしていることはわかりました。では次に、この警察手帳が本物であることを証明してください」


「……なんだと？」


「それを証明した後は、あなたたちがどんな裏うら組そ織しきとのつながりもなく、二ノ宮くんに何らの害がい意いも持っていないという証明を。それが済むまで武装解かい除じよには応じられません」


　峻護の血の気が音を立てて引いていく。せっかく無ぶ難なんに収おさまりそうだったのに、これでは何もかもぶち壊こわしだ。


「月村さん落ち着いて……おまわりさんたちもここはどうかひとつ寛かん大だいに……」


「──残ざん念ねんながらこのまま帰すわけにはいかないようだな」


　見た目は無害そのものの少女を当初はまったく眼がん中ちゆうに入れてなかった警官たちだが、いまや彼らのターゲットは完全に真由へシフトしたようだ。一方はどす黒くなるほど顔を怒りに染めて警けい棒ぼうを握にぎり締しめ、もう一方に至いたっては拳けん銃じゆうのホルスターに手が掛かかっている。


「こうなったら仕し方かたありません」おまけに真由のほうまでこうささやいてくる始し末まつ。「いざという時はためらわずに、ですよ？」


「いやいや月村さん、そうじゃなくてさ、」


「抜くのは背中のものでも腰のものでも懐のものでも構かまいませんが、必ず一いち撃げきで仕し留とめてください。このおまわりさんたちが『大いなる災厄』である可能性はかなり高いと思うので。わたしも及ばずながら助すけ太だ刀ちします」


　極きわめてまずい状況だった。警官たちも真由もまるで引く様子はなく、説得もとうてい通じそうにない。もはや実力行こう使し以外に手はないかと思われた。


（ええいくそ、できるだけ手て加か減げんしながらやるしかないか）


　覚悟さえ決めてしまえば、峻護もまたいっぱしの男である。相手に悟さとられないようわずかに腰を落として一いつ気き呵か成せいの構えを取り、


「──緊きん急きゆう逮たい捕ほ！」


　同時、警官たちが獲え物ものに向けて腕うでをのばし、それをみた峻護が彼らに一撃を加えるべく一歩を踏み込もうとし、


「二ノ宮くん離れて！　離れたら伏ふせて！」


　真由の真剣な叫さけび声に峻護は瞬しゆん時じに反応、ひとりでに動いた身体からだが数歩の距きよ離りをバックステップ、そのままアスファルトの地面に素す早ばやくうつ伏せになったその瞬しゆん間かん。





　ちゅどぉぉぉぉぉぉぉぉんっ！





　鼓こ膜まくを裂さくような大だい音おん響きようと網もう膜まくを焼くような閃せん光こうがあたり一面にまき散ちらされた。


「んな……！」


　頭上を激はげしい風ふう圧あつが通り過すぎたのち、峻護は頭を上げて絶ぜつ句くする。


　すぐそこのアスファルトがべっこりとめくれ上がり、一いつ帯たいには火薬のにおいを放つ灰色の煙けむりが立ち込め、燃え残ったらしき何かがそこらで炎をくすぶらせ──


「煙えん幕まく玉だまです」


　口をあんぐり開けている峻護に、爆ばく発はつ事件の犯人が誇ほこらしげに解かい説せつする。


「忍にん術じゆつ研究会から借りてきたものです。危き機き一いつ髪ぱつでしたが、どうにか災厄を排はい除じよできたみたいですね。ホッとしました」


「いや……いやいやいやいや！」


　どこの世界にこんな破は壊かい力りよくのある煙幕玉があるんだ。しかもこれじゃあ銃刀法だけでなく危き険けん物ぶつ取とり扱あつかい法ほうにまで違反してるじゃないか。


　峻護は激はげしくかぶりを振り、しかし真由の過か剰じよう防ぼう衛えいっぷりに突っ込みを入れる前に、


「やってくれるじゃないか……！」


　爆風に吹っ飛ばされ、十メートルも先に転がっていた警官たちがのっそりと起き上がった──制服を埃ほこりと焦こげ目と穴あなだらけにしながら。『煙幕玉』の直ちよく撃げきを食らったからにはどうみても病院直行コースであったろうに、驚くべきタフネスぶりだった。


「そこを動くなよ貴様ら！」


「これだけの真似して留りゆう置ち所じよだけで済むと──」


　が、彼らは最後までセリフを言い終えることができなかった。


　警官たちのタフガイっぷりに目を丸くする峻護の視し界かいに、黒くて丸い物体が放ほう物ぶつ線せんを描えがいて飛んでいくのが見え、そいつが警官たちの足元に着地した瞬間、





　ちゅどぉぉぉぉぉぉぉぉんっ！





　爆音、炎えん上じよう。どこにでもある平へい凡ぼんで平和な街角はふたたび戦場と化す。唯ゆい一いつの救いは危険を察さつした善ぜん良りような市民の皆みな様さまがとっくに避ひ難なんを終え、被ひ害がいが部外者に飛び火するのを免まぬがれたことか。


　ふたたび巻き起こされた異い常じよう事じ態たいに峻護がいっそう口をあんぐりさせる中、


「さすがに『大いなる災厄』だけのことはありますね。一発では仕し留とめられなかったようです」


　黒焦げになったふたりに向け、真由が据すわった目で一言。


「ちょ、ちょっと月村さん、もうちょっと手て加か減げんを──いくらなんでも無む茶ちやしすぎ──」


「まだそんなことを言ってるんですか二ノ宮くん。危険の芽めはすみやかに摘つんでおかないといけないんです。さっきのあの二人の発言を聞いたでしょう？　わたしたちを明らかに脅きよう迫はくしていました」


「脅迫っていうか、向こうは警察の仕事をしようとしていただけで──」


　なおも抗こう議ぎしようとした峻護だが、あわてて口を閉じた。警官ふたりがぼろぼろになりながらも起き上がって『ためらいなく』拳銃を抜き、『ためらいなく』引き金を引くのが見えたので。


「あぶないっ！」


　とっさに真由を抱だきかかえ、横っ飛びに転がった。ほとんど同時に耳を聾ろうする銃声、銃声、銃声。耳元をかすっていく『何か』の感かん触しよくと、火花を飛ばすアスファルト。峻護は冷ひや汗あせまみれになって手近な電信柱の陰かげに飛び込み、


「何してるんですか二ノ宮くん！」救ったはずの真由からよもやの叱しつ声せい、「あのひとたちが撃ってくるのを見てたならどうして撃たれる前に撃ち返さないんですっ？　『ためらわずに』って、あれほど言ったじゃないですかっ」


「いや、というか──ちょ、月村さんやめて！」


　反はん論ろんする間はなく、制せい止しするも容いれられず。真由はみたび手にした煙幕玉を警官たちに向けて投とう擲てきした。だが警官たちにも学習能力はある。放物線を描く黒くて丸い物体を見るや素早くその場を離れ、爆炎の猛もう威いから逃れると、物陰から巧こう妙みようかつ激しく応おう射しやしてきた。


「──しぶといひとたちですねっ」


　舌打ちした真由が自分用の改造モデルガンを取り出して反撃を開始し、


「ああああああ月村さん落ち着いてっ、冷静になって！　こんなところでドンパチ始めても何の解かい決けつにもならな──」


「二ノ宮くん、それ貸かして！」


　やはり峻護の意見を聞かず、彼の懐に手を突っ込んでもう一いつ挺ちようの改造モデルガンを奪うばい取るや、二挺拳銃の要よう領りようで撃うちまくる。


「ああああもおおおおおっ！　ええい、もうこうするしか！」


　もはや収しゆう拾しゆうはつくまいと判はん断だんした峻護は銃撃が途と切ぎれる一瞬の隙すきをつき、真由の身体をひょいと肩にかついで、


「撤てつ収しゆうっ！」


　あとも見ず、猛もう烈れつなスピードで逃とう走そうを開始した。


「あっ、だめです二ノ宮くん下ろして！　禍か根こんは今のうちに断たっておかないと！」


　抵てい抗こうして身をよじり、ぽかぽかと殴おう打だを加えてくる真由にも構かまわず、危険人物を逃すまいといよいよ激しく放たれる銃声にも一切構わず、峻護は半泣きの顔で全力疾しつ走そうする。美樹彦が予告した『数日中』のうち、今日がまだたったの一日目であることに絶ぜつ望ぼうしながら……。





　　　　＊





　──それから何日か経たって。


「いやいや、大変だったようだねえ峻護くん」


　神宮寺学園の教職員棟一階、いちばん南側にある用務員室。


　おとずれた峻護の姿を見て、部屋の主がねぎらいの言葉をかけた。


「ええ、大変でしたよ。そりゃもうね」


　ぶすっとした顔で応おうじ、座ざ布ぶ団とんの上に腰こしを下ろす峻護。頰ほおはいくぶんこけ、目元は色いろ濃こいくまに彩いろどられ、ぎらついた眼差しは落ち着きなく周囲を見回してはなんでもない物音におびえる様子を見せている。ここ何日かの逃とう亡ぼう生活が彼に刻きざんだ負の影響であった。


　そう、あの日の銃撃戦以い降こう。峻護と真由は『大いなる災厄』から逃れるべく、家にも戻らず授業にも出席せずに人里離はなれた山奥にこもっていたのである。『大いなる災厄』を警けい戒かいして面めん倒どうごとを起こすぐらいなら、と考えての次じ善ぜんの策さくであった。


「ふふ、そうむくれた顔をするものではないよ峻護くん。まあお茶でも飲みたまえ」


　にこにこ笑いながら番ばん茶ちやをすすめてくる美樹彦。その服装は例の無む節せつ操そうな占いスタイルではなく、ごくまっとうな用務員の作業服である。美樹彦の占いは気まぐれで始めただけに飽あきるのも早かったらしく、峻護と真由が逃とう避ひ行こうしていた間に早くも看かん板ばんを下ろしていた。用務員室はむき出しの畳たたみにちゃぶ台という元の風ふう景けいを取り戻しており、リモコンのないテレビがニュース番組を流している。


「で？　うら若い少年と少女がしばらくの間ふたりきりで過ごしたんだ、なにかしら色っぽい出で来き事ごととかはなかったのかい？」


「あるわけないでしょうそんなもの」


　いよいよ不ふ機き嫌げん顔がおの峻護。事じ実じつそんな余よ裕ゆうはまったく無なく、逃亡生活の中にあったのはありもしない災厄へのおびえと緊きん張ちようだけであった。


　ちなみに月村真由、現在は居い候そうろう先の二ノ宮家にて長なが丁ちよう場ばの疲れを癒いやしている最さい中ちゆうである。今ごろは災厄から峻護を守りきったという安心感から、ベッドの上で幸せな夢でも見ていることだろう。


「ふむ、何もなかったか。それは残念。多少は期き待たいしてたんだがね」


「そんなことより」


　峻護は白い目で部屋の主あるじを見た。


「美樹彦さん。ぜんぶわかっててやりましたね？」


「何がだい？」


「占いの話です。月村さんの性格とか性質をぜんぶわかった上で、あんな占いをしたんでしょう？」


「ほほう。どういうことかな？」


　災厄の張ちよう本ほん人にんは何食わぬ顔でテレビなど眺ながめている。だがむろん、峻護は追つい及きゆうの手を緩ゆるめたりはしない。


「月村さんがどう動くかぜんぶ計算してた、ってことです」


　美樹彦が占った『災厄』はすべて彼の誘ゆう導どうだったのではないか、ということである。美樹彦の占いを全面的に信用している真由の前で『数日中に災厄が起こる』などとそれらしく言えば、彼女が全力をもって『大いなる災厄』に備えるであろうことを読みきっていたのではあるまいか。そして峻護の性格上、いったん暴走しだした真由に対して何も手は打てないだろうことも見み越こしていたのではあるまいか。


　結果、たしかに峻護の身には占いどおり『大いなる災厄』が降ふりかかった。見み事ごとに美樹彦の占いは的てき中ちゆうしたというわけだ。


　しかも峻護の想そう像ぞうによれば、美樹彦の本命は占いを的中させることではなく、もっと別にあったのではないかと見ている。


「今回の茶番って、男性恐怖症克こく服ふく対たい策さくの一環だったんじゃないですか？」


　そもそも月村真由が二ノ宮家にいるのは、異い性せいの精せい気きを吸すって生きるサキュバスでありながら男性恐怖症であるという彼女にリハビリを施ほどこすためであるが、その効こう果かはいまひとつあがっていないのが現げん状じようである。だが今回真由がとった行動はどうか。『護身用具』を調ちよう達たつすべく校内をひとりで駆かけ回り、あるいは男性警官たちに立ち向かい──峻護のために必死になるあまり、あたかも男性恐怖症を克服したがごとくではないか。


「もちろんあれだけのことで完全に克服できるわけじゃないと思いますが……それでも月村さんにとっていい訓くん練れんになったのは確かだと思います」


「中なか々なかの名めい探たん偵ていぶりだね。そっち方面の能力を伸のばしてみてはどうだい？」


「ぜんぶ美樹彦さんが仕組んだことだと認みとめるんですね？」


「さて、どうかな」


　澄すました顔でテレビのニュースを眺めながら美樹彦はとぼけ、峻護は苦い顔をした。


　腹立たしいが、いいように踊おどらされたのは認めよう。──だが。


「最初の約束、覚えてますね？」


「もちろん覚えているとも」


　美樹彦の占いが当たるかどうか峻護が身をもって証しよう明めいする。占いが当たっているかどうかの判はん断だんは峻護に一いち任にんされ、占いがインチキだと判断されれば美樹彦は金輪際占いからは手を引き、占いが当たっていれば峻護はスクール水着を着て学園内をねり歩く──


「確かに美樹彦さんの占いどおり『大いなる災厄』は起こりました。ええひどい目にあいましたとも。だけどこんなのは占いではなくて単なる策さく謀ぼうです。占いだとは到とう底てい認められない」


　峻護がいよいよ白い眼まな差ざしで断だんじるが、被ひ告こく人にんはまるで動じた様子もない。テレビのニュースを眺めながら平然とお茶をすすっている。


「したがって美樹彦さんの占いが当たったとは認められません。約束です、今後一いつ切さい占いからは手を引いてもらいますよ？」


「ほほう」


「まったく、ふざけるにもほどがあります。こんな真似してからかって……少しはこっちの身にもなってください」


「ほうほう」


「美樹彦さん、ちゃんと話を聞いてるんですか？　約束どおり占いの真似事はやめてもらいますからね？　そんな約束覚えてないとか言っても無む駄だ──」


　言いかけ、ふと何かの予感がよぎった気がして峻護は口を閉ざした。美樹彦の微び笑しようにはインチキを暴あばかれて動じている色はまるでない。むしろいまだに峻護が自分のシナリオどおりに踊りつづけているのを見て笑いをこらえかねているような……。


『──それでは二ノ宮峻護さんにお話を伺うかがいます』


　いきなり名前を呼ばれ、峻護は思わずびくりとした。だが美樹彦が呼んだのではない、彼は今もそ知らぬ様子でお茶をすすっており、そしてこの部屋には彼と峻護のふたりしかいない。


『二ノ宮さん、今回はなんというか……不運な事件に見み舞まわれてしまったわけなんですが、その当時の状況を聞かせてもらえますか？』


　声の方を振ふり向けば、そこには年代物のテレビ。モニターに映されているのはどこかのニュース番組のインタビュー風景である。


『まあ状況といっても私、その時は家におらなんだもんですから、その瞬間というのは見ておらんのですが……いやあひどいもんでしたよ。戦争でも始まったのかと……』


　若い女性のインタビュアーがマイクを向けているのは、還かん暦れきを越したかと思われる年配の男性。彼は薄うすくなった頭をなでて苦笑いしながら、


『まさか自分の家に隕いん石せきが降ってくるなんてねえ、思いもしませんから』


　……モニターに映されていた放送の内容はこうであった。


　先日の午後、某ぼう県某市に在住の二ノ宮峻護さん（65）の自宅に隕石が落下。住宅を粉こな々ごなに破は壊かいした上に直径百メートルもの大穴を開けた。幸いにも峻護さんはじめご家族のかたがたは外出されており、また付近には他の民家もなかったため、人じん的てき被ひ害がいは免れた。このような大型隕石が降ってくることは極きわめてまれであり、現在は隕石の科学的分ぶん析せきが進められている云うん々ぬん。




[image: ]


　先日とは数日前、つまりは美樹彦の占いによって峻護と真由が逃避行に出、戻ってくるまでの間。むろん美樹彦が占った後に起きた事件である。


　事件の被害者は『二ノ宮峻護』。


「…………」


　狐きつねにつままれたような顔でゆっくりと峻護は部屋の主あるじを振ふり返り、


「──で？　スクール水着は僕の方で用意すればいいのかな？」


　けろりとそんなセリフをのたまうと、美樹彦氏は別に勝利の美び酒しゆに酔ようふうでもなく、いつもどおりの表情でうまそうにお茶をすすったのであった。







おしまい





峻護、男を示しめすのこと







　一体いつから月つき村むら真ま由ゆの様子がおかしくなったのか？


　思い返してみるにその皮切りは、何日か前に彼女が発したこんな言葉だった気がする。


「あの二にノの宮みやくん。少しお願いしたいことがあるんですが……」


　突とつ然ぜんあらたまった顔で、そしていかにも言いにくそうに縮ちぢこまって、真由はそう切り出してきた。


「お願い？」


　基き本ほん的てきに真由はきわめて控ひかえめな少女であり、自分から何かを要よう求きゆうしてくることは稀まれである。そんな彼女の申し出だけに峻しゆん護ごも神しん妙みような顔で、


「もちろん月村さんの頼たのみならおれもできるだけのことはするけど……お願いというのはどんな？」


「はい、あの、実は」やや間を置いてから思い切ったように、「わたし、しばらく二ノ宮くんとは別の部屋で寝ね起おきしてもいいでしょうか？」


「別の部屋で寝起き？」


　峻護は軽かるく目をみはった。男だん性せい恐きよう怖ふ症しようの真由はそのリハビリの一いつ環かんとして峻護の部屋に起き居きよしている。別々の部屋で暮くらしたいなどと言い出すのは、大げさにいえば目的の放ほう棄き、あるいは敵てき前ぜん逃とう亡ぼうとさえいうべき一大事だろう。


　が、同時にごく自然な成りゆきでもある。峻護は真由にとってさほど恐怖症を刺し激げきされないで済すむレアな男だが、かといって気を遣つかわずに済むというわけではあるまい。彼女の申し出どおりしばらく部屋を別にすれば、気分もリフレッシュしていい結果が出るかもしれない。


「わかった。いくら目的のためといっても、ずっとおれと一いつ緒しよにいたんじゃ月村さんも疲れると思う。しばらくは部屋を別にしよう」


「いえそんな！　二ノ宮くんといて疲れることなんて何も……あ、いえ、はい、そうですね。ちょっと疲れてしまっているかもです。ごめんなさい、勝手なこと言って……」


「いやいいんだ。気にしないで」


　これは峻護の本ほん音ねである。絶ぜつ滅めつ危き惧ぐ種しゆに指定されてもいいほどに堅かた物ぶつな彼は、いつまでたっても年とし頃ごろの少女と部屋を共ともにする状じよう況きように慣なれ親したしめず、むしろ峻護のほうこそちょっぴり気疲れしてたりするのである。


　というわけでさっそく家か長ちようである姉・涼りよう子こに相そう談だんしたところ、「まあ真由ちゃんがそう言うなら」と承しよう諾だくされ、ごく円えん満まんに真由の希き望ぼうは容いれられた。もちろんこれはあくまでも一時的な措そ置ちである。いずれまた元の通りの同居生活に立ち戻もどることだろう。ひさしぶりに肩かたの荷にを下ろして羽はねを伸のばしつつも、峻護は近い将しよう来らいふたたびやってくる苦く難なんの道を思って気を引き締しめた──この時は、それだけの話であった。


　ところがすぐに第二の異い変へんが起きた。真由が引ひつ越こした先の部屋から日がな一日、音楽が流れてくるようになったのである。


　これには峻護もおどろいた。欧おう州しゆうの僻へき地ちにある寄き宿しゆく舎しやで長いこと暮らしていた真由は、世せ間けん一いつ般ぱんの女子高生のトレンドとはかなり離はなれた場所に身を置いている。テレビも観なければファッション雑ざつ誌しもあまり見ず、そして流りゆう行こうの音楽などもあまり聴きかないのだ。


　廊ろう下かに流れてくるヒップホップやスウェディシュポップを隔かく世せいの感の思いで耳にしながら、しかし峻護はまだ平気でいられた。真由が帰国してそこそこ経たつし、クラスメイトの少女たちと交流していれば彼女たちの生活習しゆう俗ぞくになじんで音楽などをたしなむようになったとしても何の不ふ思し議ぎもない。むしろこれはいい傾けい向こうといえるだろう。


　……と思っていたのだがところがどっこい、第三の異変が起きた。真由が自分の腹ふく部ぶをかばうそぶり、あるいは人目に付きにくいようさりげなく隠かくすようなそぶりを見せだしたのだ。学校へ通う際さいはカバンをお腹なかの前で持つようになり、あるいはわずかにではあるが前かがみになってお腹をかばうような姿し勢せいを取ることが多くなった。と同時に、妙みようにゆったりとしたデザインの服──少々サイズが合ってないのではないかと思えるような服を着る機会が急きゆう激げきに増ふえた。


　そしてすぐに第四の異変も発生する。真由がこっそりと台所の食料を持ち出しているらしき形けい跡せきが見つかったのだ。二ノ宮家の家か事じ責せき任にん者しやであり、何事にも几き帳ちよう面めんな峻護ゆえに気づくことのできたわずかな量りようではあったが、確かに何点かの食料品が不自然に減へっている。どうやら拝はい借しやくした食料品を自分の部屋に持ち込こんで間かん食しよくをしているらしい。


　彼女は基き本ほん的てきに横おう着ちやくなところのない、慎つつしみのある少女だったから、峻護は意外な思いに駆られた。が、それでもまだ彼はさしたる懸け念ねんを覚えなかった。真由もやっぱり女の子であるし、食事の量が増えるのをあまり他ひ人との目にさらしたくないのだろう──その程てい度どにしか考えなかった。


　だがしかし、ほどなくして。のんきな峻護にでさえ決定的な疑ぎ惑わくを抱いだかせる言葉が、真由の口から発せられたのである。


「あの、二ノ宮くん……」


　頰ほおを染そめ、視し線せんをやや泳がせ、ひどくもじもじしながら、彼女はこう言った。


「もしも、この家に家族が増ふえるとしたら……二ノ宮くんは、喜んでくれますか？」


「…………え？」


　この告こく白はくを峻護はリビングで緑茶をすすりながら聞いたのだが、湯ゆ飲のみをひざの上に落とさなかったのは奇き跡せきといえた。ここ最近で真由のさまざまな異変を目もく撃げきしてきたが、これは極きわめつきだった。そして今、彼女の口から放はなたれた爆ばく弾だんの衝しよう撃げきが一いち連れんの異変を加か速そく度ど的にリンクさせ、峻護の脳のう裏りにある結けつ論ろんをひらめかせた。


（ひょっとして──ひょっとすると月村さんは──）


　自らが思い至いたった結論に峻護はぽかんとして──次ついで驚きよう天てん動どう地ちの心しん境きようを表情にあらわして、口をあんぐりと開けた。


　その表情を拒きよ絶ぜつと解かい釈しやくしたのだろうか。真由はあわてて両手を振ふり、


「す、すいません変なこと訊きいちゃって！　忘れてくださいっ」


　そそくさと背せを向け、ぺこぺこ頭を下げながらリビングを後にした。


「…………」


　いまだ衝撃から立ち直れず、峻護はぬるくなった湯のみを意味もなく握にぎり締しめている。


「まさか……いやそんな……」


　ここしばらくの間に相次いで起きた真由の異変──


　当面は別々の部屋で暮らしたいという突とつ然ぜんの申もうし出で。


　普ふ段だんは聴かない音楽を急に聴くようになりだしたこと。


　極きよく力りよくお腹を保ほ護ご、あるいは人目から隠そうとする行こう動どう。


　こっそりと食料を持ち出してまで食べようとする食欲の旺おう盛せいさ。


　そしてとどめの一いち撃げき、真由の爆ばく弾だん発はつ言げん……。


　峻護の想像が正しければ、これらはすべて辻つじ褄つまが合うのである。





　すなわち。


　月村真由は、妊にん娠しんしているのではあるまいか──





　　　　＊





　峻護は己おのれの結けつ論ろんにあらためて愕がく然ぜんとした。あの月村さんが妊娠？　まさか！


　自分の妄もう想そうを鼻で笑い飛ばそうとする一方、しかしその推すい論ろんはあまりに説得力をもっていた。


　当とう面めんは別々の部屋で暮らしたいという申し出、これは母体と胎たい児じの健けん康こうと安全を第一に考えた末すえの申し出ではあるまいか。ひとりで部屋にいたほうが気苦労もなく、心身ともにすこやかでいられるというのはよく分かる気がする。あるいは峻護に懐かい妊にんを悟さとられないための処しよ置ちを兼かねていると考えることもできる。


　次いで、普ふ段だんは聴きかない音楽を急に聴くようになりだしたこと──これはいわゆる胎たい教きようの一いつ環かんではないだろうか。ある種の音楽が胎児に好こう影えい響きようを与えることはすでにマタニティライフの常じよう識しきであり、真由が自分の趣しゆ味みではなく我わが子のために音楽を聴き出したというのなら何の不ふ思し議ぎもあるまい。


　そして極きよく力りよくお腹を保ほ護ごし、あるいは人目から隠そうとする行こう動どう。これもお腹の中に子供がいるとなれば容よう易いに説明がつく。赤ちゃんのいるお腹を守ろうとするのは母性本能として当然だし、膨ふくらんだお腹のシルエットをゆったりしたデザインの服でカバーしようとするのもごく自然な女性心理だろう。


　こっそりと食料を持ち出してまで食べようとする食欲の旺盛さ、これも妊娠した女性にとっては当たり前すぎるほど当たり前なことだ。彼女たちは自分ひとりだけでなく、もうひとつの命をも育はぐくまねばならないのだから。


　ここまで条じよう件けんがそろっただけでも峻護にとって他の可か能のう性せいを見み出いだすのが困こん難なんなのに、そこに加えて『もしもこの家に家族が増えるとしたら……』という真由の発言である。もはや推すい測そくと現げん実じつはイコールになったとみて過か言ごんではなかろう。


「なんてこった……」


　呆ぼう然ぜんとつぶやく峻護である。無む理りもない、男性恐怖症の真由が懐妊するなど想そう像ぞうの埒らち外がいだったのだ。彼にとってはまさしく青せい天てんの霹へき靂れきである。


　しばらく呆ほうけた後、一時のショック状じよう態たいからかろうじて抜け出した峻護だが、避さけては通れない問題がすぐさま彼に新たな精せい神しん的てき負ふ担たんを強しいた。子供は女性のみで作るものにあらず。では、父親はいったい誰だれなのか。


　彼女の年ねん齢れいや諸しよ事じ情じようを考こう慮りよするに、いくらなんでも人じん工こう授じゆ精せいという可能性はなかろう。万一そうだとしても同どう居きよ人にんたる自分にひとことあっていいはずだ。とすれば当然、自然受じゆ胎たいということになるが……男性恐怖症の真由が『そういう関係』を持てる相手というのは自おのずと限られてくるのである。


（まさか……お、おれなのかっ？）


　峻護は真由が恐怖症を刺し激げきされずに済すむほとんど唯一の異性であり、しかも毎日同じ部屋で寝起きしているのだ。誰だって真っ先に疑ぎ惑わくの視し線せんを向けるに決まっている。


　が、誓ちかって言えるが真由とそのような婚こん前ぜん交こう渉しように至いたった覚えはない。彼女が二ノ宮家にやってきて以来、峻護の人生は理り性せいと煩ぼん悩のうとのせめぎ合いの連れん続ぞくであり、そしてサキュバスの魅み惑わくに悩なやまされつつも彼は常つねにその戦いで勝利を収おさめてきた。何度でも胸を張はって言える、真由とは一いつ切さいやましいことはしていない。


　……とは思うのだが、何しろ相手は男性を籠ろう絡らくすることにかけては右に出る者のない淫いん魔ま・サキュバスである。真由が己おのれの性格とは関係なしにサキュバスの本能を発はつ揮きさせ、峻護がまったく気づかないうちにコトに及およべるテクニックを駆く使ししなかったとは、必ずしも断だん言げんできないのではあるまいか。例たとえば睡すい眠みん中などは、いくら貞てい操そう観かん念ねんのカタマリたる峻護でも隙すきがないとはいえないのである。


　そしてここでもうひとつの可能性が浮ふ上じようする。極きよく度どの男性恐怖症である真由だが、サキュバスの本能がその悪あく癖へきを上回ることもあるのではなかろうか。恐怖症ゆえに精せい気きを吸すうことができず、彼女は慢まん性せい的てきな精気不足に悩まされている。その危き機き意い識しきが本能を呼よび覚さました結果、峻護以外の男性と関係を持つに至いたることもありうるのではないか。


　これは無む視しできぬ可能性だった。あの月村真由がそう簡かん単たんにコトに及べるとは思えないが、誰であろうと自己の生命の危機に際さいしては火か事じ場ばの馬ば鹿か力ぢからを発揮するものである。万一の可能性を全面的に否ひ定ていするだけの根こん拠きよを、峻護は持ちえなかった。


　むろんその可能性が現実だったとしても真由が責せめられるようなことではない。サキュバスである彼女は本来、生命活動を維い持じするためにコトに及ぶのが当然なのである。それを否定するのは、捕ほ鯨げいや虫食の文化が自分の価か値ち観かんに合わないからといって一方的に非ひ難なんするのに似にて、あまりにサキュバスという存在に対する理り解かいを欠かくというものだ。


　結局、いくら考えても誰が父親なのかは知りようがない。それは母親である真由のみが知るところであろう。しかし当の真由がそのことを口にしない以上、峻護のほうから問いただすのもためらわれるのだった。


　果たして真由はいつ、どこで、誰と？


　峻護は悩んだ。それはもう、一ひと晩ばんで頭の毛が真っ白になるのではというくらいに悩んだ。憔しよう悴すいと苛いら立だちを伴はん侶りよにしつつ、何日も何日も。もしも子供の親が自分なら、と考えては壁かべに頭を打ち付け、あるいは子供の親が自分以外の男だったら、と考えては床ゆかの上でのたうち回った。


　そんな峻護に救いが訪おとずれたのは、悩み疲れてベッドに横たわりながらぼんやりしていたある日のこと。


（そう──そうだ）


　まるで守しゆ護ご天てん使しが舞まい降おりて啓けい示じをささやいたかのように、新しい地ち平へい、新しい価値観が彼の眼がん前ぜんに開かれたのである。


（大だい事じなのはおれの感情なんかじゃない。誰が父親かなんてことも関係ない。大事なのは──大事なのは生まれてくる赤ちゃんの未来。そして母親である月村さんの幸せじゃないか！）


　女性が誰と関係をもっていようと、生まれてくる子供が誰の子であろうと、男は女性と子供を守り、育んでいく。それこそは男が男として生まれてきたことの理由。その義ぎ務むが果はたせるのなら男にとって一生の本ほん懐かいではないか。


　峻護は悟さとった。個人的な感情は丸めて包くるめて心の奥おくに押し込んだ。聞きたいこと、聞かなければならないことはたくさんある。でも来きたるべき時が来たら、きっと真由は自分から話してくれるはず。ひとつ屋根の下に暮らした時間の長さはその程てい度どの絆きずなくらい紡つむいでくれたはずだから。だから今はただ、女性として最も大切な仕事を果たそうとしている彼女を陰かげながら、そして最大限にサポートしていこうではないか……。





　こうして峻護は己おのれに新たな存そん在ざい意い義ぎを見出し、その意義を十全に果たすべくアクセル全開で邁まい進しんし始めたのである。





　　　　＊





　峻護の配はい慮りよはまず、得意分野から始まった。


「わあ……すごいご馳ち走そうですね」


　その日の夕食の席に並ならんだ料理を見て真由が目を丸くし、料理人の峻護は誇ほこらしげに自分の作品を解かい説せつする。


「オマール海え老びのグラタンにはたっぷりと牛乳を入れてある。知ってのとおり牛乳は栄えい養よう豊ほう富ふな食品の代表格だから、これだけでも基き礎そ的てきな栄養素の多くが確かく保ほできるだろう。温野菜のサラダには二十種類の野菜を使用。一日に必要なビタミンはほぼこれだけでカバーできるし、消化にもいいようにできるだけ小さくカットした。鉄てつ分ぶんの面がちょっと不安だったから前菜にはレバーを使ったテリーヌも用意したし、デザートにはプルーンのシャーベットを用意して、それから──」


　以下、連れん綿めんと料理の栄養価について蘊うん蓄ちくがつづくのだが、いずれにせよ食卓に並んでいるのは一流ホテルのフルコースに匹ひつ敵てきする品々であり、峻護が自信満々に語るとおり栄養バランスもよく取れている。およそ人間にとって理想的というべき食事であろう。むろん、胎内で生命を育はぐくんでいる女性にとっても。


　真由は峻護の力作を素す直なおに喜んだものの、すこしばかり首をひねって、


「でも、なんだかちょっと、わたしの分だけ量が多いような？」


　そのとおり。たとえば峻護の席に並んでいる品々と比くらべれば一いち目もく瞭りよう然ぜん、料理の内容自体は同じものの、皿に盛もられた分量は明らかに異ことなっている。


「わたしの分って、二ノ宮くんのと比べて二倍くらいはあるんですけど……さすがにこれだけの量はちょっと食べられない……かも？」


「なにを言ってるんだ月村さん」


　真由の両肩に手を置き、真しん剣けんな、それでいて思いやりのあふれる表情で、


「君には十分な栄養が必要なはずだろう？　ダイエットのことを気にしているのだとしても、今だけはそれを忘れるべきだ──輝かがやける未来のためにも」


「は、はい……？」


「これはすべて君のために作った料理といっても言い過すぎじゃない。ぜひ、たくさん食べてくれ」


「あ。う。はい」


　発言の内容よりも、峻護との距きよ離りの近さに真由は戸と惑まどったようである。顔を赤くして全身を硬くしながら力いっぱいこくこく頷うなずき、ナイフとフォークを手に席についた。


（そうそう。母親になる女性はしっかり栄養を摂らないと……）


　真由が目を白黒させながら大量の料理を胃い袋ぶくろに詰つめ込こむのを、峻護は慈じ愛あいのこもったまなざしで見み届とどけると、


「さて、それじゃあおれは台所の片づけをしてくるから」


「あ。じゃあわたしも手伝いま──」


「いけないよ月村さん」


　真由がお腹なかを押さえながらよたよた立ち上がろうとするのを、峻護は鋭するどく止めた。


「洗い物なんて雑ざつ用ようはおれに任まかせてくれていいから。月村さんはゆっくり休んでてくれ。いまの君に必要なのは十分な栄養と、そして十分な休きゆう息そくだ」


「は、はあ」


「リビングでゆっくりしてくれてもいいし──いや、それよりも自分の部屋に戻ってベッドで横になるのがいいかな？　うん、それがいい。食事の後は横になってたほうが消化を助けるというし」


「は、はい、じゃあ……そうします」


「それと今後しばらく、月村さんは家か事じの手伝いなんてしなくていいから。無む理りして身体からだを動かさず、常つねに休息を取るよう心がけてくれ」


「ええと……よくわからないけど、二ノ宮くんがそう言うなら」


　頭の上に『？』マークを浮うかべながら自分の部屋に向かう真由を見送って満足げに頷うなずき、峻護はテーブルの食器を抱かかえて台所に向かった。


　──数十分後。


「月村さん。居るかい？」


「あ、はい。いま出ます」


　現げん在ざい真由が個室にしている部屋をノックすると、とたとたいう足音が近づいてきて、すぐに扉とびらが開いた。


「何か御ご用ようでしょうか？」


　細く開いたドアから顔を覗のぞかせて訊いてくる。上うわ目め遣づかいにちいさな声──いずれにも峻護を警けい戒かいするかのような雰ふん囲い気きがにじみ出ていた。すこしばかり悲しくなるが、すぐに気を取り直す。彼の感情などはこの際さい気にするべきではないのだ。


「ああ、ちょっと月村さんに渡したいものがあって」


　峻護は数枚のプラスチックケースを差し出して、


「これ、おれのおすすめのＣＤ。ぜひとも聴いてみてくれ。たぶん今の君にとってマイナスにはならないはずだ」


「ＣＤ、ですか？」


　きょとん、としながら真由が受け取ったＣＤには、有名指し揮き者しやの手になるベートーベンやショパン、ブラームスといった巨きよ匠しようたちの名曲がたっぷりと収しゆう録ろくされている。彼女が胎教に使っていたのはごく今時のポップスであり、おそらくは友人の日ひ奈な子こあたりから借かりたものなのだろうが、やはり胎教というからにはこっちの方がいいだろう。


「二ノ宮くんってクラシックとか聴きましたっけ……？」などと首を傾かしげつつも、「ありがとうございます。ぜひ、聴いてみますね」真由は笑顔で受け取った。


　峻護もにこやかに頷うなずき、


「ところで月村さん、何か入いり用ようのものはないか？　おれにできることなら何でも用意するけど」


「入用のもの……ですか？」


「家具とか、生活用品とか、服とか、食べたいものとか、何でもいい。欲しいもの、必要なものがあったらどんどん言ってくれ」


「はあ……」


　やたらと熱心に訊きいてくる峻護を怪け訝げんそうに見ていた真由だが、「あっ」と何か思いついたように声をあげると、


「それじゃ、お言葉に甘あまえてひとつお願いしてもいいですか？」


「ああ。なんなりと」


「何かこう、たとえば煮に干ぼしとかちりめんじゃこみたいな、小魚系の食べ物があるとありがたいかな、なんて」


「なるほど、小魚か」


　ポンと手を叩たたく峻護。丸ごと食べられる小魚は、カルシウムを始めとする栄養が非ひ常じように豊ほう富ふである。小こ腹ばらが空すいた時につまむおやつとしては最さい適てきであろう。これは言われる前に用意しておいてしかるべきだった。


　さっそく峻護は行きつけの乾かん物ぶつ屋やに飛んでいき、真ま夜よ中なかにもかかわらず無む理りを言って店主に店を開けさせ、最高級の煮干を買ってきた。


　真由はこの差し入れをことのほか喜び、


「ありがとうございますっ、助かりました！」


「いやいや、礼には及およばない。これからも欲しいものがあったら遠えん慮りよなく言ってくれ」


「……。あの、二ノ宮くん」


　真由は不安げな光を瞳ひとみにゆらして、


「ひょっとして、気づいてるんですか……？」


「……何のこと？」


　白々しくすっとぼける峻護。真由はそんな彼をじっと見み詰つめていたが、やがて覚かく悟ごを決めたような声で、


「わたし……わたし、二ノ宮くんにお話ししないといけないことがあるんです。あの、じつはわたし──」


「いいんだ、月村さん」


　重大事を告白しようとする真由を、峻護はそっと押しとどめる。


「今は何も言わなくていい。君は、君がするべきだと思うことをやってくれればいいんだ。ただ、ひとつだけ言わせてくれ月村さん」


　この瞬しゆん間かん、彼の顔つきは人生で最も真しん剣けんなそれであったろう。


「何があろうともおれは君の味方だ。君のことは必ずおれが守る。だから──だからその日がくるまで、どうか安心して過ごしてほしい」


「二ノ宮、くん……」


　聞きようによっては愛の告白とも解かい釈しやくできるセリフを、真由はどう受け取ったものだろうか。朱しゆ色いろのさした頰ほおとうるんだ瞳で峻護をじっと見上げていたが、やがて。





　こくん、と、恥はずかしそうに頷いたのだった。





　　　　＊





　その日以い降こうの峻護の生活は、なにをおいても真由を第一に考えたものになった。


　母体と胎児にとって少しでも害がいになりそうなものは可か能のうな限り排はい除じよした。まずは従じゆう来らいの通つう学がく路ろに変へん更こうを加え、排はい気きガスの多い大通りは極力通らず、通らなければならない時は真由にマスクをつけてもらうように頼たのんだ。


　タバコの煙けむりも嫌けん悪おするようになった。これまではマナーの悪い喫きつ煙えん者しやをみてもせいぜいが眉まゆをひそめる程度だったものが、歩きタバコなどをしている人間などを見かけた日には問もん答どう無む用ようで実じつ力りよく行こう使しに出るようになった。マナーのいい喫煙者に対してこそ何も言わなかったが、彼らのそばには決して真由を近づけなかった。


　また真由に加えられる可能性のある危き害がいに対して、これまで以上に過か敏びんになった。たとえば綾あや川かわ日奈子などが膨ふくらんだ級きゆう友ゆうのお腹をさして、


「なーに、ちょっと真由ぅ？　あんた最近またデブってきたんじゃない？」


　などと言いつつからかい半分に真由のお腹を小こ突づこうとした時など、普ふ段だんの彼に似にずいきりたったものである。すばやく日奈子の手首をつかんでひねりあげ、しかし「お腹の赤ちゃんに何かあったらどうするんだ！」と叫さけぶのだけはかろうじてこらえた。親友の日奈子にも真由は何も事じ情じようを話していないようだったし、これまでの経けい緯いからしても真由が妊娠について極力誰だれにも話そうとしていないのは明らかだったのだ。その意を汲くみ、峻護は真由の秘ひ密みつを可能な限り隠いん匿とくするべく尽じん力りよくしなければならなかった。





　もともと真由のガーディアン役をもって任にんじていた峻護だが、今ではまるで主人を守ろうとする忠ちゆう犬けんのように真由に尽つくすようになっている。当の真由はそんな峻護の変へん貌ぼうぶりにかなり戸と惑まどっているようだが、それでも彼の厚こう意いはうれしいらしく、過か保ほ護ご寸すん前ぜんともいえるやさしさをありがたく受け取っているようだった。





　　　　＊





　事じ態たいが三転したのはそんなある日のことである。


　神じん宮ぐう寺じ学園一年Ａ組の教室、昼休み。


　峻護と真由はいつものように机つくえを並ならべ、昼食のひと時を過ごしていたのだが、


「月村さん。もう食べないのか？」


　お弁べん当とうを三分の一近く残したところで箸はしを止めてしまった真由を見て、峻護が怪訝そうに問うた。


「あう、はい、すいません」真由は恐きよう縮しゆくしながら、「かなりお腹いっぱいになってしまったので、今日はこのあたりで……」


「いやいや月村さん」


　真由の申し出に対し、しかし素す直なおには頷けない峻護である。


「いまの君はとても大切な身なんだ。栄養バランスも考えてあるし、このくらいは食べてもらわないと」


「でも……」


　一方の真由もまた素直には頷いてくれない。理由は知れている。峻護が毎日欠かかさず大量の食事を用意するため、近ごろの彼女は体たい脂し肪ぼう率りつが上じよう昇しよう傾けい向こうを示し始めているのだ。だが、真由は仮にもこれから人の親になろうとしている女性である。生まれてくる赤ちゃんのことを思えば多少の体重の増ぞう減げんなど論ろんずるに値あたいしないではないか。


「頼むよ月村さん。ちゃんと食べてもらわないと困るんだ。さあ、がんばって」


　真しん摯しなまなざしでお弁当の残りを示す峻護。ちなみに今日の弁当は重じゆう箱ばこ五ご段だん重がさねの大おお仰ぎような代しろ物もので、真由の割わり当ては峻護のそれと比べて軽く倍以上はある。


「……そうですよね。二ノ宮くんがせっかく作ってくれたんですもんね」


「おれが作ったかどうかなんて関係ないよ。月村さんが十分な栄養をとってくれるならそれでいい」


「……はい」


　弱々しく微笑ほほえみ、真由はふたたび箸を動かし始めた。


　うんうん頷きながら、峻護はその様子を温かく見守っている。


（そう、それでいい。今は多少の無む理りをしてでも、お腹の赤ちゃんのために栄養を摂とっておかないと）


　この調子なら栄養面での心配はあるまい。だが気になることは他にもある。真由は妊娠したことを公おおやけにしたがっていない様子だし、今のところは病院にも連れていっていないのだが──やはり専せん門もん家かに一度もみせていないのは不安である。何らかの致ち命めい的てきな事態が訪おとずれる前に正しい診しん察さつを受けさせ、出産までの道のりを準備万ばん端たんにしておかねば……。


　と思っていた、まさにその矢先に。


「あ、痛っ──」


　真由が急に声をあげたかと思うと、たちまち彼女の顔から血の気が失うせ、苦しげに身体からだを折おり曲げてうめき始めたではないか。


「！　どうした月村さん！」


「お、お腹が急に──痛く──なっ、て」


　今度は峻護から血の気が引く番だった。まさか──まさかお腹の赤ちゃんに何か？


　峻護の行動は早かった。クラスメイトたちが『何だ何だ』と物もの見み高たかく視し線せんを集めてくるのに構かまわず、すばやく真由の席に回り、彼女の身体を軽々と抱だき上げた。


「に、二ノ宮くん？」


「黙だまって」


　鋭するどく、だけどもやさしい声をひとつかけ、脱だつ兎とのごとく教室を出た。


　まるで忍にん者じやのように速く、それでいて真由にほとんど振しん動どうを与あたえない足取りで、峻護は廊ろう下かを一直線に駆かける。


「あ、あのっ、わたし自分で歩けますからっ。だから人前でこの体たい勢せいはちょっと……」


　いきなりお姫さま抱っこをされた形の真由が顔を真っ赤にし、腕うでの中で身をよじるが、峻護は黙もく殺さつ。そのまま一息に保ほ健けん室しつへと駆け込み、


「姉さん！　姉さんはいるかっ？」


「なに？　どうしたの峻護」


　神宮寺学園の校医でもある涼子が机から顔を上げ、のんきな口く調ちようでたずねてくる。


「あら真由ちゃん。どこか調子でも悪いの？」


「はい、あの、お腹が急に痛くなって……」


「あらあら。お腹でも壊こわしたのかしらね。じゃあ薬をあげるから、それ飲んでしばらく横になって──」


「何を悠ゆう長ちようなこと言ってるんだ！」


　峻護の叱しつ声せいが保健室に鳴り響ひびく。


「そんなのんきなやり取りをしてる場合じゃない、状じよう況きようは一いつ刻こくを争あらそうんだ！　姉さんのことだから下へ手たな医者よりよっぽど腕は立つんだろう？　早くみてやってくれ！」


「……なに興こう奮ふんしてるの？　あんた」


　涼子は白はく衣いを揺ゆらめかせて立ち上がりながら眉まゆをひそめ、


「わたしの目には、真由ちゃんよりもあんたのほうがよっぽど治ち療りようを必要としているように見えるけど。鎮ちん静せい剤ざいでも射うっとこうか？」


「いいから！　いいから早く月村さんをみてやってくれ！」


「はいはい……それじゃ、あんたが抱いてる真由ちゃんをこっちのベッドに寝かせて。寝かせたらあんたはカーテンの外に出てなさい」


　言われた通りにきびきびと動き、峻護はすばやくやさしく真由をベッドに寝かせ、飛び退のくようにカーテンの外へ出た。入いれ替かわるようにして涼子がのんびりとベッドに足を向ける。


　その後うしろ姿すがたを見送りながら、峻護は舌した打うちしたい気分だった。二ノ宮涼子ともあろう者がなんと鈍どん重じゆうなことだろう。もしその鈍重さゆえに真由と子供の身に万一のことがあれば──正直、峻護は自分の感情を抑おさえられる自信がなかった。


（たのむ。無ぶ事じでいてくれよ……）


　そばにあったパイプ椅い子すにどっかり腰こしをおろすと、峻護はこれまでの反動のように消しよう沈ちんした。この時じ期きの急な腹痛。彼の脳のう裏りには最悪の未み来らい図ずが描えがかれつつある。すなわち『流りゆう産ざん』という誰だれも望のぞまぬ結けつ末まつが。ひとつの命が永遠にその未来と可能性を失うことになるという、身の毛がよだつような光こう景けいが。考えるだに空そら恐おそろしい。そんなことがあってはならない。そんな不幸せがあってはならない。


（誰でもいい。月村さんを──そして月村さんの赤ちゃんを、救ってやってくれ……）


　もしも神が望むなら絶ぜつ対たいの信しん仰こうを誓ちかおう。もしも悪魔が望むならこの魂たましいを差し出そう。


　だから。


　だからお願いだ、月村さんと、赤ちゃんを──


「ははあ、なるほど。そういうことだったの。変だなとは思ってたけど」


　……頭を抱かかえ無む心しんに祈いのる峻護の耳に、カーテンの向こうから小さな声が届とどいてくる。


「はい。わたし、どうしても我が慢まんできなくて……」


「ついやっちゃった、ってことね。ま、そうしちゃう気持ちも分からなくはないわ」


「すいません内ない緒しよにしてて。反はん省せいしてます」


「ま、いいんじゃない？　峻護だって別べつに怒おこったりはしないでしょ。──あら。へえ、中々かわいい子じゃない」


（か、かわいい子っ？）


　がばりと顔を上げる峻護。まさかそんな、もう生まれたってのか？　保健室に担かつぎ込まれてからまだ数分しか経たってないのに？　そもそも懐かい妊にんが判はん明めいしてからせいぜい一週間しか経ってないじゃないか。いや、今はそんなことどうだっていい。子供は──月村さんは無事なのか？


「月村さんっ！」


　たまらず立ち上がり、カーテンを押おし開き、そして峻護の目に飛び込んできたのは。


　ベッドに横たわった真由と、傍かたわらに立つ涼子、そして──


「うにゃぁ」


　涼子の両手が抱だきかかえているものが、間ま延のびした鳴き声をあげた。


「……。え？　鳴き声？」


「ちょっと峻護、入ってくるなって言ったでしょう。失礼なやつね」


「いや、あの……」


　口をぱくぱく開け閉めし、姉が抱いてるものを指差しながら、


「これ……月村さんが生んだの？」


「あんたほんとに頭だいじょうぶ？　人間からネコが生まれるわけないでしょうが」


　そう。


　涼子の胸に抱かれているのはせいぜい生せい後ご数か月程度の、トラ縞じま模も様ようの子猫であった。むろん、断だんじて人間の赤ん坊などではない。


「ええと……すまない、ちょっと状況がのみ込めないんだけど……」


「あー、なるほどね。だいたい状況が見えてきたわ」


　名めい状じようしがたい表情でおろおろする峻護を細い目で一いち瞥べつし、保健室の主はため息をつく。


「峻護。あんたほんとにアホね。真由ちゃんがそう簡かん単たんに妊娠することができるなら初めから苦労しないわよ。まったく早とちりにも程ほどがあるわ」


「いやでも……月村さん、急に別々の部屋で暮くらしたいとか言い出すし、普ふ段だんは聴かない音楽を急に聴き出すし、お腹をかばうようになったし、ゆったりした服を着るようになって、こっそり食べ物を持ち出したりとか……」


「真由ちゃん、お腹すかせてたこの猫にエサあげてるうちに情じようが移うつってね、ウチで飼かいたくなったんだって。でもただでさえ居い候そうろうの身分だから、わたしや峻護には言い出せなくて、内ない緒しよで面めん倒どうみようとしてたのよ」


　つまり別々の部屋で暮らしたがったのは匿かくまっている子猫を見られないようにするためで、音楽を聴くようになったのは猫の鳴き声をカムフラージュするため。持ち出した食料は猫のエサにするためだし、お腹をかばうようになったりゆったりした服を着るようになったのは、子猫を常つねに持ち運べるようにするため──と、涼子は言う。


「家に置いておくと心配だし、わたしがいない間に見つかっちゃうかもだし……それで、いつもお腹の中に入れておくことにしたんです」


　反省の意いを示しめすようにうなだれながら、真由。


「一度は話そうと思ったんですけど、二ノ宮くんが話さなくていいって言うから……結局、今日まで隠かくすことになってしまいました。ごめんなさい」


「あー……いや……」


　峻護はいまだにうろたえながら、


「つまりさっきお腹が痛いとか言ってたのも、流産とかそういうのではなく？」


「あんたねえ、峻護」ますます呆あきれ顔の涼子「今日のお昼に真由ちゃんに食べさせたもの、ぜんぶ言ってごらんなさい」


「え？　ええと……ブリと大根の煮に物ものに小松菜のおひたし、豆とう腐ふのハンバーグに豚肉と野菜の冷れい製せい、出し巻き卵たまごに鶏とり肉にくとアスパラの包み揚あげ、海草のサラダに五ご穀こくの混まぜごはんに刻きざみ納なつ豆とうにカボチャの炊たいたもの──」


「それだけ食べればお腹こわして当たり前じゃないの」


「…………」


「まったく、とにかく食べさせればいいってもんじゃないでしょうに。フォアグラ育てようってんじゃないんだから。──まあいいわ、説教することはたっぷりあるけどそれは後回しにするとして。真由ちゃんがあんたに言いたいことがあるそうよ」


　促うながすようにベッドの真由を見、子猫を飼い主のもとに手渡した。


「──あの、二ノ宮くん」


　真由は顔の前に子猫を持ち上げ、そこに隠れるようにして峻護を見上げながら、


「この子ってお腹にいてもじっとしててくれるくらい大人おとなしいし、おトイレだって賢かしこいし、爪つめだって壁かべ紙がみで研といだりしません。見てのとおり可愛かわいい子だし、二ノ宮くんもきっと好きになってくれると思うんです。面倒もわたしが責せき任にんもって見ます。だから──この子を飼っても、この子を二ノ宮家の家族にしても、いいでしょうか……？」


　言って、子猫を峻護に差し出してくる。


　子猫は確かに賢そうな目で峻護をじっと見ていたが、やがて「ぼくなんて、どう？」とでも問い掛かけるように「うにゃぁ」と一声鳴いた。


「…………」


　返事をするより先に峻護は全身から力が抜け、へなへなとその場にへたり込んだ。空回りの責任は彼にあるとはいえ、少々同情すべき光景であったろう。
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　その後、真由の拾ひろってきた子猫は家族というより食しよつ客かくに近い身分で遇ぐうされるようになり、二ノ宮家の敷しき地ちを自由に出入りするようになった。


　真由が小さな食客を可愛がる様子は、まさしく母親が我わが子に接せつするかのごとくだったが、峻護としてはそういう場面に出くわす度たびに何ともいえない微び妙みような心持ちになるようである。







おしまい





真ま由ゆ、空を舞まうのこと







　二にノの宮みや峻しゆん護ごが月つき村むら真ま由ゆと暮くらし始めて気づいたことのひとつは、極きよく度どの男性恐きよう怖ふ症しようである彼女といえども小さな子こ供どもに対してはさほど恐怖心を刺し激げきされずに済すむ、ということである。


　といっても異い性せいの精せい気きを吸すって生きるサキュバスたる彼女にとって、年とし端はも行かない幼よう児じなどは精気吸きゆう収しゆうの対たい象しようにならないし、このことがすなわち彼女の根本的な問題──慢まん性せい的な精気不ぶ足そく──を解かい決けつすることにはならないのだが、ともあれ男性恐怖症のため日にち常じよう生せい活かつにさえ不自由しがちな彼女にとって、ごく普ふ通つうに接せつすることのできるお子さまたちは、ある種しゆ心のオアシスたりうるのだ。


　ただしそれは、子供たちが無む垢くで純じゆん粋すいな天使性を維い持じしつづけている場合に限かぎったことである──そのことを今、峻護は痛いほどに実感していた。


「なーなーまゆ、いいじゃんかちょっとだけ、ちょっとだけだからさ」


「ちょ、ちょっとだけって、何をですかっ？」


　何人もの小さな男の子たちに囲かこまれた真由が狼ろう狽ばいした声をあげる様子が、峻護の視し界かいに入ってくる。


「だーかーらー、さっきから言ってんじゃんかさー。ちょっとだけパンツ見せてくれたらいいんだって。な？」


「な、なに言ってるんですかっ！　ちょっとだけでもだめです！　見せられません！」


「チ、わかったよしょうがねーな。じゃあ百歩ゆずってブラ見せてくれるだけでいいからさ。な？　な？」


「『な？』じゃありません！　そっちだって見せられないですから！」


　ある者は足にしがみつき、ある者は背せ中なかにぶら下がり──真由にまとわりつく幼児たちはまるで、キャバクラ嬢じように集しゆう団だんで粘ねん着ちやくするオッサンのようにセクハラ攻こう勢せいをかけ、そんな光景をため息混まじりに峻護は見守るのだった。


　──ここは二ノ宮邸ていからさして遠くないところに建たつ、とある託たく児じ施し設せつである。


　繁はん華か街がいにあるそれとは違ちがって広さと設せつ備びが充じゆう実じつしており、ぱっと見は普通の幼よう稚ち園えんと変わりがない。職しよく員いんたちの勤きん務む姿し勢せいも上々で、仕事に忙ぼう殺さつされて我わが子こを預あずけざるを得えない親おや御ごさんたちの評ひよう判ばんはすこぶるよかった。ただし預かる子供たちの多さ、細こまやかなケア方ほう針しんをとるゆえの多た忙ぼうさのために施設は慢性的な人手不足にあり、折おりにつけてこの施設がボランティアのスタッフを募ぼ集しゆうする回かい覧らんがご町内に回されるのである。


　右のことを以前から知っていた峻護はある日ふと思い立ち、これもいい社会勉強だろうと考えて真由とともにボランティアに志し願がんしたわけだが。


（まったく、近ごろの子供たちときたら……）


　愚ぐ痴ちらざるをえない峻護である。まさかこんなタチの悪いガキどもがそろっていようとは思わなかった。知っていればむざむざ真由を連つれてきはしなかったものを……


「ちょっとしゅんごさん、どちらを向いていらっしゃるの？　今はわたしたちのあいてをしてもらわなければこまりますわ」


　と、そんな苦く情じようの声で峻護は我われに返った。彼もまた、現げん在ざいはボランティアとして子供たちのお守りに従じゆう事じする身なのである。


「まったく、このお店のきょういくはどうなっているのかしら」


　周しゆう囲いに集まっている幼児──主おもに女の子たち──が、澄すました顔で口々に文もん句くを言い立ててくる。


「おきゃくであるわたくしたちのことはほうっておいて、ほかの女のおしりにむちゅうになるなんて……ばかにしてらっしゃいませんこと？」


「まったくですわ。こんなサービスがつづくようでしたら店長をよびますわよ？」


「わかった、わかったから」


　易えきした気分を表ひよう情じように出さないよう苦労しながら小さなレディたちをなだめ、


「それで、おれは次に何をしたらいいんだい？」


「まずはおたばこを。さきほどから切らしてますのに、わたくしもうまちくたびれてしまいましたわ。ほんと気がききませんこと」


「それにおさけも切れてますわ。はやくどんぺりのあたらしいのを持ってきてくださいまし」


「はいはい、わかりましたよ……」


　しぶしぶライターで火をつけたりコルクを抜ぬく真ま似ね事ごとをしつつ、あらためてため息をつく。まったく、近ごろの子供たちときたらどうなっているのだろう。まさかボランティアにきた託たく児じ所しよで高こう級きゆうホストクラブのおままごとをやらされる羽は目めになるとは思ってもみず、ボランティアというものもなかなか大変だな、とぼやく峻護であった。





　　　　＊





「つ、疲れた……」


　うめき声を搾しぼり出しながら休きゆう憩けい所じよのソファに身を沈しずめた峻護のもとに、真由がお盆ぼんを手に近づいてくる。


「お疲れさまです二ノ宮くん。はい、お茶どうぞ」


「ああ、ありがとう。しかし今回ばかりはおれ、本気の本気で疲れたよ……月村さんのほうは疲れてない？　見た限かぎりじゃそっちも相当てこずってたみたいだけど」


「いいえ、べつに疲れてないですよ？」


　にこにこ笑いながら真由、


「それは確かにこまった子たちが多いかもですけど……でも、みんなかわいい、いい子たちばかりですから。とても楽しませてもらってます」


「ふむう？」


　強がっているのか、あるいはここに連れてきた峻護が責せき任にんを感じることのないよう気づかっているのか、と勘かんぐってみたが、どうやらそうではないらしい。微笑ほほえむ真由の頰ほおはまことに血色もよく、子供たちの野の放ほう図ずなやんちゃぶり（というかセクハラ）にさほどストレスは感じてないようである。


（ま、彼女が満足してるようなら、いいか）


　どうやら月村真由、思っていたよりもずっと子供好きであるようだ。であるならばここに連れてきた意い義ぎは大いにあったというべきだし、散さん々ざんオモチャにされたとはいえ子供たちの慰い問もんにつながったのであれば、ボランティアの目的も十分果たせたというべきだろう。


「ともあれ今日はいい経けい験けんができてよかったです。ただ、ちょっと気になることが……」


「気になること？」


「はい、あの子なんですけど」


　声のトーンをやや落とし、真由は窓まどの外に目を向けた。視し線せんの先を追うと、ミニサイズの砂すな場ばでひとり、砂遊びをする男の子の背中にたどりつく。


「あの子、さっきからずっとひとりでああしてるんです。他の子たちの輪わの中にも入ろうとしないし、なんだか気になって」


　ふむ、と峻護はあごをなでる。他の子供たちの面めん倒どうを見るのに手て一いつ杯ぱいでちっとも気づかなかったが、気づいてみればたしかに気になる。むろん数十人からの子供を預かる託児所だから、いろいろな子供がいて当然ではある。うまく溶とけ込めない子もいるだろうし、ひとりで遊びたい気分の子もいるだろうが……


「よし、ちょっと声をかけてみようか」


　お茶を飲のみ干ほして休憩所を出、中なか庭にわに位い置ちする砂場に向かった。


　男の子は峻護の足音に気づく風ふうもなく、黙もく々もくと砂いじりをつづけている。


「やあ。楽しいかい、砂遊びは？」


「…………」


　男の子はちらりと訪ほう問もん者しやを見やっただけで、砂のお城づくりにいそしむ手を休めようとしない。


「おっ。なんだ、すごい立りつ派ぱなお城じゃないか。これは君がひとりで作ったの？」


「…………」


「ひとりで作るのは大変だろう。よかったらおれにも手伝わせてくれないか？」


　さほど子供の相手が得とく意いでもない峻護が精一杯の笑顔を作って申し出るが、男の子は言葉の通つうじない異い邦ほう人じんの子のように黙だまりこくったままだ。


「ねえ、あなた」


　あとを追ってきた真由が男の子のそばにしゃがみこみ、にこにこ顔で助すけ太だ刀ちしてくれる。


「よかったら他のみんなともいっしょに遊ばない？　そうしてくれたらわたしもうれしいし、ほかのお友達もきっと喜んでくれると思うんだけど。どうかな？」


「…………」


　施し設せつ内ないの男の子たちにいろいろな意味で大だい好こう評ひようだった彼女の提てい案あんにも、砂場の主あるじは口を真ま一いち文もん字じにつぐんだまま。


「ねね、わたし思うんだけど──」


　なおも言い募つのろうとした真由を峻護が止めた。どういう理由があるのかはさておき、少年のかたくなさはちょっとやそっとで解とけるようなものではなさそうだった。ここで無む理りをしてもいい結けつ果かは出まい。


　真由もそのことを察し、「あとでいっしょに遊ぼうね」と手を振ふりながら、峻護とともに建たて物ものの中に戻もどった。


「おふたりとも、今日はほんとにお疲れさま」


　中に入ると、ポリネシアあたりのビッグマム、といった風ふ情ぜいの恰かつ幅ぷくのいい女性が笑顔で迎むかえてくれた。この託児所の所しよ長ちようを務つとめる人物で、子供たちからは園えん長ちよう先生と呼ばれて慕したわれている。


「おふたりとも面めん倒どう見みがいいし、子供たちにもほんとに好評だしで助かったわ。なにもお礼ができなくて申もうし訳わけないけれども、よかったらまた手伝ってちょうだいね。子供たちも、あなたたちがまた来るのを楽しみにしてると思うから」


「そうですね、機き会かいがあればぜひ。ところで──」


　峻護は窓の外に目を向けて、


「あそこの砂場でひとりで遊んでる子。話し掛かけてみたんだけどぜんぜん取り付く島もなくて……あの子っていつもあんな感じなんでしょうか？」


「あの子？　……ああ、祐ゆう一いちくん」


　その名を口にした一いつ瞬しゆん、園長先生の絵にかいたような恵え比び須す顔がおが曇くもりを帯おびた。


「西にし村むら祐一くんは、ええ、たしかに最近はいつもあんな感じね。悪い子ではないのだけど……おふたりとも気を悪くしないでね」


「いえ、気を悪くしたわけでは。ただ少し気になったものですから」


「あの、もしかして祐一くん、いじめられてるとか？　あっ、それともひょっとして、言葉がしゃべれない──なんてことはありませんよねっ？」


　黙って聞いてるだけではいたたまれなくなったのか、心配顔の真由が横から口を挟はさんでくるが、園長先生は心なしか力なさげに首を振り、


「いえいえ、そうではないんですよ。ただ、あの子にもいろいろありましたものですから……ささ、こんな話ばかりもしていられないわね。おふたりとも、休きゆう憩けいが終わったらもうひとがんばりお願いしますよ」


　ビッグマムの笑顔に戻り、峻護と真由をはげました。あえて多くを語ろうとしなかったのは彼女なりの気づかいなのであろう。こういう施し設せつだけに子供たちは様さま々ざまな事じ情じようを抱かかえているはずで、一時的なお手伝いに過すぎないふたりが彼らの深い事情にまで踏ふみ入るのは、余よ計けいなお節せつ介かいと表現できるレベルを超こえてしまう可か能のう性せいが高い。そのことを悟さとって峻護は大人おとなしく引き下がったが、真由の方は必かならずしも納なつ得とくした様子ではないようだった。





　　　　＊





　この日のボランティアを疲ひ労ろう困こん憊ぱいの末すえに終えたふたりだったが、以い降こうもたびたび託児所でのお手伝いを依い頼らいされる機会に恵めぐまれた。機会のすべてに応おうじられるわけではなかったが、真由の強い希望もあり、彼らは可能な限り託児所での奉ほう仕し活かつ動どうに時間を割さくようになった。


「やっぱりわたし、気になります」


　真由が深しん刻こくそうにつぶやいたのはそんなある日のことである。


「気になるって、あの西村祐一くんのこと？」


「はい。わたし祐一くんのこと何も知らないし、何をしたって余計なお節介になるかもしれないけど、でもやっぱり、落ち着かなくて」


　気になるという点については峻護も同感だった。ボランティアに行くたびにそれとなく祐一少年のことに気を配くばっていたのだが、彼はいつも自分を独ひとりの状じよう態たいに置き、他た人にんと交まじわることをしなかった。もし彼が孤こ独どくを愛するスナフキンみたいな子供であればそれほど問もん題だい視しすることもないのだが、どうみても自分の境きよう遇ぐうを楽しんでいるようには見えないのである。


「もう何度も祐一くんに会ってますけど……わたし、いまだにあの子の声さえ聞いたことないんです。話し掛けても返へん事じすらしてくれないし……なにか嫌きらわれるようなことしたのかな、とか思ってみたけど、やっぱり心当たりはないし……」


「うーん……なにか事情があるんだろうな」


　とは言うものの、この件への積せつ極きよく的てきな関かん与よは差し控ひかえたい峻護である。園長先生が言げん外がいのうちに配はい慮りよしてくれたのをみてもわかるとおり、これは一ひと筋すじ縄なわでは行かない問題なのだろう。不ふ用よう意いに深入りすれば誰だれにとっても不幸をもたらすような事じ態たいが待っているかもしれず、そんな状じよう況きようの中であの男の子のためにどこまでしてやれるか、正直なところ峻護には自信がなかった。


「二ノ宮くんの考えもわかります。むしろ正せい論ろんだと思います。でも──」


　真由は決けつ意いを固めた表情で、


「でもわたし、できるだけのことはやってみようと思います。余計なお節介……かもしれないけど、でも、あんな小さな子がずっとひとりぼっちで、誰も彼も拒きよ絶ぜつしてるみたいな……そんなのは、やっぱり間ま違ちがってると思うんです」


「そうか。わかった」


　真由としてはこの際さい、ブレーキよりもアクセルを踏むことで活かつ路ろを見み出いだすことに決めたようであり、彼女がそう決めたのであれば峻護に否いなやはなかった。月村真由のガーディアン役をもって任にんじる彼としては、彼女の行こう動どうを可か能のうな限りサポートするのみである。


　次にボランティアに赴おもむいた時、ふたりは祐一のもとへ真っ先に顔を出した。


「こんにちは、祐一くん」


　庭の土に絵を描かいていた少年のもとにかがんで、真由は華はなやかな笑顔を見せた。相手が幼おさない少年だからこそ向けられる、男性恐怖症サキュバス娘むすめの極ごく上じようの表情である。普通の男であればまず、彼女のこんな表情を生で拝おがむことはできないのだが……少年は自みずからの果か報ほうになんらの価か値ちも見出さなかったようだ。そばにやってきた男女ふたりに一いち瞥べつすらくれず、彼らを空気のようにしか思っていない風ふ情ぜいである。


「わあ、上手な絵だね。祐一くん、絵を描くのが好きなの？」


「…………」


「このあいだも砂場でお城作ってたよね？　祐一くんってそういうことに興きよう味みがあるんだ？」


「…………」


「ねね、よかったらわたしにも絵の描きかた教えてくれないかな？　それでさ、ふたりでいっしょに絵を描いて遊ぼうよ。あっそうだ、お互いの似に顔がお絵え描くとか、どうかな？　きっと楽しいよ？」


「……うるさい。あっちいけ」


　砂をいじる手元に視し線せんを落としたまま、少年がぼそりと呟つぶやいた。とたんに真由の表情がぱあっと輝かがやく。たとえ拒絶の表現であっても、初めて会話を交かわせたことがよほど嬉うれしいらしい。


「そんなこと言わないで、ね？　いっしょに遊んでくれないかな？　お姉さんからのおねがい」


「うるさい。じゃまするな。ほっといてくれよ」


「だって祐一くん、ひとりでさびしそうにしてるから。心配になって」


「べつにさびしくない。ひとりでいい」


「そうかな？　でもわたしにはそうは見えないよ」


「…………」


　真由の熱意や真しん摯しさは、少年の心を覆おおった氷の壁かべを多少なりとも溶とかす効こう果かがあったようだ。不ふ機き嫌げんそうに沈ちん黙もくしてひとり遊びを続ける祐一に、しかし先ほどまでの拒絶の意い志しは感じられない。


「祐一くん、いっしょに遊ぼうよ。ぜったいそのほうが楽しいよ？　ううん、ぜったいわたしが楽しくさせてみせるから。こう見えてわたし、遊びを面おも白しろくするのはけっこう上う手まいんだよ？」


「…………」


「ね？　約束するから。ほら、指きりげんまん」


「…………。やくそくだって？」


　刹せつ那な、少年の瞳ひとみに激げき烈れつな炎が躍おどった。


　真由が笑顔と共に差し出した小指を払はらいのけ、


「なにがやくそくだ！　やくそくなんか──どうせおまえらだって！」


　が、火ひの粉こをまきちらして爆ばく発はつするかに見えた激情はすぐさま鎮ちん火かした。わずかに垣かい間ま見せた心の隙すきを無表情の仮か面めんで覆おおい隠かくすと、祐一は無言で立ち上がり、すたすたと施し設せつの中に戻もどっていく。


「あ、待って──」


　追いかけようとした真由を峻護は押しとどめた。これ以上無む理りにコミュニケーションを取ろうとしてもかえって逆ぎやく効こう果かだろう。どうやら祐一の気分を害がいしてしまった今となっては、正せい攻こう法ほうよりも搦からめ手てから攻こう略りやくするほうがよさそうだった。


「んー？　ゆーいちについておしえろって？　んーそうだなあ……」


　峻護と真由は花はな札ふだで遊んでいた男の子たちのもとに足を運んで情じよう報ほう提てい供きようを求めたが、彼らの態たい度どは協力的とは言いがたかった。


「おまえらさあ、ゆーいちのこときいてどうしようっていうわけ？」


「それはもちろん、祐一くんのことが心配で、わたしたちがあの子のために何かできればと思って……ねね、祐一くんって昔むかしからあんな感じだったの？　そうじゃないとしたらいつからあんな風になっちゃったのかな？」


「さあね、おれは知らないね。あのさあ、ほっといてやれよおまえら。いまはあいつ、だれともあそんだりする気になれないんだろうしさ」


「今は、ってことは、やっぱり祐一くん前はあんな感じじゃなかったんだ？　きっと昔はもっと明るい子だったんじゃない？」


「あーもうしつこいっ。もうこれいじょう話すことはねえよ。……そんなことよりさあ、まゆ、いいかげんにおれのオンナになれって。わるいようにはしないからさ。おまえとケッコンできるならおれ、いまつきあってるオンナとわかれたっていいんだぜ？」


「もうっ、またその話？　あなたの方がよっぽどしつこいじゃない……あ、そうだ、じゃあこうしよっか？」


　真由はいたずらっぽく微笑ほほえみ、男の子に近づいて何かしら耳打ち。


　とたん、男の子は瞳を輝かせて、


「マジでっ？　ゆーいちのこと話したら、まゆのムネもませてくれるのっ？」


「ば、ばかっ、なんでそんな大声で──二ノ宮くんもいるのに──それにもませるんじゃなくてちょっと触さわってもいいって言っただけで──」


　真っ赤になって抗こう議ぎする真由だが、男の子のほうは取とり引ひきの内容を吟ぎん味みするのに忙いそがしいようだ。秘ひ密みつを守ろうとする気持ちと、年上のお姉さんによからぬことをしたいという欲よつ求きゆうの間で葛かつ藤とうしていたようだが、やがて、


「まあ……話せるところまでは話していいかな。あのな、たしかにゆーいちはさ、まゆの言うとおり、昔はあんなかんじじゃなかったよ。まえはもっとよくしゃべったし、おれたちともよくあそんだし……というかむしろ、おれらのリーダーみたいなかんじのヤツだったわけだし」


「リーダー……そっか、やっぱり昔はああじゃなかったんだ、祐一くん」


「ああ。それにすげーいいヤツだった。まわりのヤツのめんどうをよく見たし、よそのヤツらとケンカになったときはまっさきにつっこんでいったし……たよれるヤツで、みんなに好かれてた。それがあんなふうになっちまって、おれらもけっこうおちこんでるわけよ」


　語る男の子の口調が陰いん鬱うつさを帯おびる。


「そりゃもちろん、おれたちだっていろいろやってみたさ、どうにかして昔のゆーいちにもどってもらいたいってさ。それでもどうにもならなくて……それで、いまはもうそっとしておくしかない、ってことになったんだ」


「そうだったの……でも、どうして？　どうして祐一くんはそんなふうになっちゃったのかな？　なにかきっかけがあったんでしょう？」


「それは……」


「おねがい。教えてくれないかな？」


　勢いきおい込んで問うが、男の子は歯は切ぎれ悪そうに目を逸そらしてしまう。真由の色いろ香かに迷まよって口を開いた彼だったが、肝かん心じんなところについてだけはどうしても口が重くなるようだった。


　これはどうも望み薄うすかな──そう踏ふんだ峻護と真由はいったん引き下がり、別の方ほう面めんから探さぐりを入れてみることにした。


「あらしゅんごさん。ささ、おひまなのでしたらこっちにいらっしゃいな」


　テレビが流していた昼メロを熱心に観かん賞しようしていた女の子たちに声をかけると、熱っぽい視し線せんでお呼ばれされた。


「きょうもわたくしたちとたっぷりたのしみましょうね。うふふ」


　いまの流行なのか、それとも元からの口調なのか。年ねん齢れいに合わぬ奥様口調で女の子のひとりがちゃっかり峻護のひざの上に乗り、しなを作ってくる。周まわりの女の子たちも負けじと群むらがってきて、彼としても子供たちに慕したわれて悪い気はしないのだが、


「あのさ、ちょっと聞きたいことがあるんだけど。いいかな？」


「あらなにかしら？　しゅんごさんのたのみならわたくし、なんでもこたえてあげましてよ」


「うん、実は、西村祐一くんのことなんだけど……」


　次の瞬しゆん間かんに女の子たちが示しめした手のひらの返しようは、いっそ見ものなくらいだった。


「ざんねんですけど。そのことでしたらほかをあたっていただけるかしら」


　ひざに乗っていた女の子がつん、とあごを持ち上げ、つれなく離はなれていく。他の女の子たちも興きようざめした様子で表情を消し、ふたたび昼メロの観賞へと戻っていった。


「ええと……みんな？　教えてはくれない？」


「おひきとりください」


　にべもなく一いつ蹴しゆうされては退たい却きやくするより他にない。どうやら男の子たち以上に彼女たちの壁かべは厚あついらしかった。





　　　　＊





　その後も情報を収しゆう集しゆうすべく様さま々ざまに試こころみた峻護と真由であったが、結果は芳かんばしくなかった。子供たちだけでなく託児所スタッフたちの口も一いち様ように重く、園長先生をふくめて皆みな、時間が解かい決けつするに任まかせるしかないと共きよう通つうに認にん識しきしているらしい。その態たい度どには腫はれ物ものに触さわりたがらないという以上にいたわりの気き遣づかいが見て取れ、しいて追つい及きゆうするのをためらわせるのだった。


　だが残念ながら、幾いく日にちがすぎても西村祐一の言行に軟なん化かの傾けい向こうは見て取れなかった。彼は相あい変かわらず周囲のすべてを拒きよ絶ぜつして殻からに閉とじこもり、虚きよ無む感かんのただよう瞳で託児所の一いち隅ぐうにちいさな身体からだを呼こ吸きゆうさせている。一時は多少なりとも心を開いてくれる兆きざしが見えたようにも思われたのだが、あれ以い来らい祐一は二度と口を開こうとはせず、峻護も真由も己おのれの無む力りよくさにほぞを嚙かむしかなかった。


　そんなある日のことである。





　　　　＊





　その日は朝早くから曇どん天てん模も様ようで、灰色の雲は重苦しいほど低ひくく垂たれ込め、空を切る風は速かった。


　すっかり施し設せつの顔として定てい着ちやくした感のある峻護と真由は、ませたちびっこたちをいつものように四し苦く八はつ苦くしつつあしらっていたのだが、


「きゃあああああっ！　だ、だれか……だれか来て！」


　誰かの発した切せつ迫ぱくした悲ひ鳴めいが空気を一いつ変ぺんさせた。悲鳴の発はつ信しん源げんは庭のあたり、悲鳴の主は園長先生だろうか。


　真っ先に反はん応のうしたのは峻護だった。いち早く硬こう直ちよくから脱だつ出しゆつし、靴くつを履はく間まも惜おしんで庭に飛び出して、


「園長先生！　どうしました！」


「あ、あれ、あそこに……」


　狼ろう狽ばいしながら上に向けられる指の先を目で追い、峻護もまた血の気が引いていく音を聞いた。この施設の主のような風ふ情ぜいで植わっている一本のイチョウの木。その一ひと枝えだに子供がひとり、しがみついているのである。


「くそっ、なんだってまたあんなところに……」


　舌した打うちしつつ状じよう況きようを確かく認にんする。枝は二階か三階ほどの高さに生えており、落らつ下かすれば十分命いのちに関かかわる。しかも悪いことに、子供がしがみついている枝の根ね元もとに生々しい割われ目が広がっているのが見て取れた。木を登って助けに行こうにも、下へ手たに荷か重じゆうをかければ子供もろとも救きゆう出しゆつ者しやまで事じ故こに遭あう可か能のう性せいが高い。


「園長先生！　この施設にハシゴのようなものは何かありませんかっ？」


「はしご……いいえ、ごめんなさい、うちにはそういうものは……」


「仕方ない、消しよう防ぼう署しよにすぐ連れん絡らくを。万まん一いちの時に備そなえないと」


「そ、そうね、すぐに……！」


　園長先生が重い身体からだを難なん儀ぎそうに揺ゆらして走っていくのを見み届とどけ、もういちど状況を確認しようと首を上に向けて、


「！　あれは……祐一くんか！」


　二に重じゆうのおどろきに包つつまれる峻護。かつてはいざ知らず、現げん在ざいの祐一少年は活かつ発ぱつとはほど遠い性質の持ち主であり、退たい屈くつを潰つぶす手しゆ段だんとしての遊びも、砂遊びや絵描き遊びといったおとなしいものばかり選えらんでいたはずである。それがなぜ今日に限り木登りなどを……。


「おい祐一くん、だいじょうぶか？　ひとりで降おりてこれそうかっ？」


　峻護に声をかけられても黙もく殺さつするばかりだった男の子も、さすがに恐怖が勝まさるのだろう。こわばった顔で必ひつ死しにかぶりを振ふってくる。どうやら進むことも退ひくことも叶かなわぬ様よう子すだった。おそらくは、折おれかけた枝が支ささえる危あやうい均きん衡こうがわずかな体重移い動どうで崩くずれかねないことを察さつしているのだろう。


　子供たちやスタッフたちが心配顔で続ぞく々ぞくと集まってくるが、解かい決けつ策さくを携たずさえている者はいそうにない。折おり悪あしく、吹ふき付ける風はいよいよ強さを増まし、イチョウの枝を不ふ吉きつに揺らしている。次の瞬しゆん間かんに破は局きよくが訪おとずれたとしても何ら不ふ思し議ぎはなかった。峻護は決けつ断だんした。


「祐一くん、飛とび降おりろ！　おれが受け止めるから！」


　少年はおどろきに目を見開き、激はげしく首を横に振った。無む理りもなかった。あの位置からいきなり飛び降りろと言われてすぐさま実じつ行こうできる人間は、大人でもそうはいないだろう。まして救きゆう命めい器き具ぐが用意されているわけでも、レスキュー隊たい員いんが待たい機きしているわけでもない、下にいるのは素人しろうとの峻護ひとりなのである。


　が、それでもやってもらわねばならない。男の子ひとりが真まっ直すぐ降りてくるならともかく、もしも枝もろとも不安定な姿し勢せいで落ちてこられたなら、峻護としてもうまく受け止めてやれる自信はないのだ。


　どう言って説せつ得とくすべきか急速に頭ず脳のうを回転させ始めた時、別の場所から声があがった。


「祐一くん飛び降りて！　だいじょうぶだから！」


　おどろきつつ声のした方向を見上げると、施設の屋上から身を乗り出している真由の姿すがたが目に映うつった。あそこからであれば何かしら手しゆ段だんが見つかるかもしれないと踏ふんだのだろうか。普段のおっとりした性格に似に合あわぬ行動の迅じん速そくさは賞しよう賛さんに値あたいしたが、しかし肝かん心じんの祐一がいる枝からはやや距離がある。手を伸のばしても彼には届とどかず、手に代わる何かを持ち合わせている様子もない。真由にできることは声を嗄からしてさけび、少年を励はげますことだけだ。


「祐一くん！　その枝、もうもちそうにないの！　早く飛び降りないと、もっと危ないことになっちゃう……おねがい飛び降りて！　勇気を出して！」


　真由の説得にも祐一はかたくなに首を振る。風はいよいよ強さを増し、枝の裂さけ目がきしむ音がはっきりと耳に届く。


「まずいぞ……祐一くん、だいじょうぶだ！　真っ直ぐおれに向かって飛び降りてくれればぜったい受け止める！　約束する！」


「そうよ！　二ノ宮くんならちゃんと受け止めてくれるから！」


　真由も切せつ迫ぱくした表情で同調する。


「二ノ宮くんはちょっとすごいんだから──祐一くんひとりを受け止めるくらいお茶の子さいさいなんだから！　だから、だからがんばって！　二ノ宮くんを信じて！」


「ああ、そのとおりだ。ちゃんとおれは君を受け止めてやる！　おれを信じろ！　おれはぜったいうそをつかない！　約束を破やぶらない！」


「祐一くんっ！」


「祐一くん、さあ早く！　さあ──」
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　その時、今にもずり落ちそうになりながら祐一少年は泣きそうに顔をゆがめ、大きく口をひらいて、


「うそだッ！」


　叫さけんだ。魂たましいの底から搾しぼり出すような、あまりに悲ひ痛つうな声で。


「うそだうそだうそだうそだッ！　みんなそう言った！　しんじろって言った！　やくそくするって言った！　でもだれもかえってこなかった！　おとうさんもおかあさんも、だれも、だれも！」


　突とつ然ぜんの絶ぜつ叫きように、峻護は言葉を失った。それは言語の形をとった慟どう哭こくだった。胸を裂くような告白に一いつ瞬しゆん、場ばの空気が軋きしみをあげて凍こおりつくかとさえ思えた。


「……むりだよ。たぶんゆーいちは、とびおりてこれないとおもう」


　固かた唾ずを飲んで見守っていた男の子のひとりが、力なく呟つぶやくのが聞こえた。


「むりだって？」


　その声を聞きとがめて、峻護は過か敏びんに反応した。


「何がむりなんだ？　なぜむりなんだ？　むりもなにも、飛び降りてくれなきゃ祐一くん自身が危き険けんなんだぞ？」


　肩をつかんで揺さぶらんばかりの勢いきおいで、峻護は男の子に詰つめ寄よる。必死になるあまり、何の罪つみのない子供に声を荒あらげる理り不ふ尽じんさにも気づかない。


「…………」


　男の子は何かを悔くやしがるようにくちびるを嚙かみ、自らの足元をにらむように見つめている。


「そうか、君は知ってるんだな？　どうして祐一くんが降りてこられないか──どうしておれたちを信じてくれないか。なぜだ？　あの子に何があった？　君はそれを知ってるんだろう？」


「…………」


「教えてくれ。たのむ」


　峻護の必死さに押されたか、あるいはもはや隠かくしている場合ではないと踏ふんだのか。


「……よにげ、だったんだってさ」


　男の子は蚊かの鳴なくような声で打ち明け始めた。


「あいつんちのおとうさんは、あいつが赤ちゃんのころに家からにげて、だからあいつはずっとおかあさんとふたりでくらしてたんだけど。何か月かまえ、おかあさんのほうもどっかにオトコつくってにげだしたんだ。ゆーいちをひとりだけおいてさ」


「それは……」


　不意に明かされた祐一の過か去こに、峻護は目をみはる。


「すぐもどってくるから、やくそくするから、って言って……ゆびきりもしたのに、それなのにおかあさんはもどってこなかったんだって。あいつ、駅のなかでひとりでずっとまってたけど、でもその日のうちにはおかあさんはかえってこなくて、だからつぎの日もつぎの日も駅にいってまちつづけて……でも、けっきょくかえってこなくて。びょうきになってたおれるまで、ゆーいちはずっとまちつづけてたんだ……」


「ゆうきなら、あいつはおれたちのだれよりもぜんぜんもってるよ」


　別の男の子が言葉を継ついで、


「のら犬になかまがおそわれたときも、じぶんがみがわりになってにがしてくれたし、ずっと年上のやつがなかまをいじめたときだって、ゆーいちはそいつとなぐりあいのケンカとかしてた。だから……だからあいつが今ほしいのは、あいつにひつようなのは、ゆうきなんかじゃなくて……」


「…………」


　峻護は何も言えなかった。何を言っても空くう疎そに響ひびくだけだと本ほん能のうが告げていた。彼だけでなく、誰もが無む力りよくさにうちひしがれ、声もなくうつむいていた。


　だが。


「──祐一くん」


　くちびるを嚙んでいた真由がひとり、決然と面おもてを上げ、強いまなざしで祐一を見み据すえた。


「わたしたちが信じられない？」


　その瞳ひとみには輝かがやきがあった。まるで銀ぎん河がの中心で燃もえさかる超ちよう新しん星せいのような輝きが。そしてまたその瞳には力があった。狂きよう気きに侵おかされた殺さつ人じん鬼きでさえ我われに返らせるような、有う無むを言わさぬ力が。


　その瞳を正せい視しできずに祐一が目を逸そらそうとした瞬間、断だん固こたる声が凛りんとひびく。


「祐一くん。こっちを見なさい」


　決して大きな声ではない、それでもびくりと身体からだを震ふるわせて少年は視し線せんを戻もどす。まるで見えざる手によって頭を挟はさまれ、首を向けさせられたかのように。


「わたしたちが、信じられない？」


　真由は重ねて問うた。心なしか、少年の表情から不ふ信しんと懐かい疑ぎの色が薄うすれたように見えた。だがそれでもまだ、彼のまなざしは根ね強づよい不安と恐きよう怖ふの間に揺ゆれている。


「──わかった」


　まぶたを閉じてふっと息を吐き、真由はふたたび少年を見据える。


「だったら、わたしと二ノ宮くんがうそつきかどうか、信じられないかどうか。そこで見ていなさい」


　むしろ静かな声だった。その声の中に過か激げきなほど熱っぽい成せい分ぶんが含ふくまれていることに気づいたのは、おそらく峻護だけだったろう。むろん真由の真剣な、いっさいを信じきったかのような目と視線が交こう錯さくした時、彼女の意い図とを察さつすることができたのも峻護だけだった。


「ちょ──まさか──」


　峻護は愕がく然ぜんとし、身体中の血けつ流りゆうが一いつ瞬しゆん止まったかのような感覚を味わった。制せい止しする余よ裕ゆうはなかった。


　何の迷まよいもなく、一いつ切さいの躊ちゆう躇ちよもなく。


　月村真由は何も足場のない虚こ空くうに身を投げ出していた。


　──そこから数すう瞬しゆんの出で来き事ごとを峻護はほとんど記き憶おくしていない。唯ゆい一いつ記憶しているのは、寸すん秒びようごとに加か速そくしながら落下してくる中で垣かい間ま見えた、微び動どうだにしない真由の表情だけ。


　気づいた時、峻護の腕うでの中には彼女のやわらかい身体がすっぽりおさまっていた。同時、身体のあちこちから筋きん肉にくが裂さけ、腱けんがちぎれるほどの痛みが襲おそってきた。


　歯を食いしばり、流れる脂あぶら汗あせの気持ち悪さに耐たえつつも、峻護は自分が何をするべきかよく心こころ得えていた。是ぜ非ひはともかく真由が示しめした捨て身の行こう為い、無む駄だにするわけにはいかない。


「祐一ッ！」


　頭ず上じようを見上げ、呆ぼう然ぜんとする少年を真まっ直すぐに見た。伝えるべき言葉は簡かん潔けつだった。


「来い！」


　雷かみなりに打たれたかのように幼おさない身体がびくりと震えた。やがて空くう洞どうのようだった少年の瞳に何かが宿り──転てん瞬しゆん。


　先ほどよりふた回りほど小ささな身体が宙ちゆうに躍おどった。





　　　　＊





　取とり囲かこむ子供とスタッフたちが首を伸のばして覗のぞき込んでくる中、峻護は祐一の状じよう態たいを確たしかめた。ざっと見る限りどこにもケガはない。尽じん力りよくは正しく報むくわれたようだ。


「よかった……だけど祐一くん、どうしてあんなところに登ったりしたんだ？　危ないことが分からないわけでもないだろうに」


　腕うでに抱かかえていた少年を立たせてやりながら尋たずねるが、返ってくるのは無む言ごんの答えのみ。以前のような拒きよ絶ぜつの意い志しこそ見られないものの、やはりいろいろ気まずいのだろうか。命の恩おん人じんたる峻護とさえ目を合わせられないようだ。


「ん？　……それは？」


　とその時、少年が大だい事じそうに持っているものに目がとまった。


「見せてもらってもいいかい？」


　申し出に、顕けん微びき鏡ようで見なければ分からないほど小さくうなずき、祐一はハンカチで丁てい寧ねいに包つつんだそれを差し出した。


「…………。これは」


　ハンカチの中身を見て、峻護の顔に理り解かいの色が広がった。中に収おさめられていたのは、まだ産うぶ毛げも生はえそろわぬ一羽の雛ひな鳥どり。おそらく祐一は、枝の巣すから落ちてきたのであろうこの小さな生き物を親の元に戻もどしてやるべく、無む茶ちやを承しよう知ちで木に登ったのだろうが。


「…………」


　しばし、峻護は絶ぜつ句くした。少年の秘ひめられた思いやりを知ったからではない。少年が雛を巣に戻そうとした心の動きをもっと正確に推すい察さつしたゆえであった。


　小鳥の子供は、とっくに息いき絶たえていたのである。すでに身体のあちこちが干ひからび始め、死後数日は経たっていると見み受うけられた。


　おそらく──と峻護は思う。祐一が、ささやかな墓ぼ碑ひを建たててやるだけでは慰い霊れいが十分でないと判はん断だんしたのは、打うち捨すてられた雛鳥に自分の姿を重ね合わせていたからだろう。たとえ魂たましいが天に昇のぼった後であれ、せめて身体だけでも親の元にいさせてやりたいと考えたのだろうか。それともまた、死んだ雛鳥を放っておくかに見える親鳥に憤ふん慨がいを覚え、抗こう議ぎのひとつもしてやろうと考えたのだろうか。
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　そこまではわからない。訊きくつもりもない。ただ峻護は何も声をかけてやることができず、意味もなく頭を搔かいて視し線せんをさまよわせ──





　ぱぁんっ！





　高く、乾いた音が鳴なり響ひびいた。目の前の少年の頰ほおが立てた音だった。同時に、いつの間にか彼の前に立っていた人物の手のひらが立てた音でもあった。


　みるみる赤く腫はれていく頰に手を当てて呆ぼう然ぜんとしている祐一が視線を固定しているのは、月村真由の苛か烈れつな瞳だった。


「祐一くん。どうしてあんな無茶をしたの？　危ないことはわかってたはずでしょう？」


　自分のことは完全に棚たなに上げ、峻護でさえかつて聞いたことのない声、見たことのない表情で、真由は少年に詰つめ寄よる。


「あなたのしたことでどれだけみんなに心配をかけたかわかる？　そもそも自分ひとりでどうにかしようとせず、わたしたちの誰かひとりにでも頼たよってくれれば、こんなことにはならなかったはずでしょう？　そんなに周りの人が信用できない？　もう自分以外の人間には金こん輪りん際ざい関かかわりたくない？」


　真由の剣けん幕まくに首をすくめ、祐一は息を詰めて見守る友人たちとスタッフたちを順に見やり、しかしすぐにまたうつむいてしまう。


「確かに大人は信じられないかもしれない。他人は信じられないかもしれない。でも、ちゃんと信じられる人もいるの。あなたは、信じられる人と信じられない人を見分けていかなきゃならないの。他の誰でもない、あなたが見分けなきゃいけないの。わかる？」


　真由の言い分は、説せつ教きようと呼ぶには稚ち拙せつすぎた。だが少年は、理り性せいによらず直感で悟さとったようだった。してはならないことをしてしまったことと、自分がこれから何をすべきかを。


「ごめんな……さい」


　消え入りそうな声で、だけど精せい一いつ杯ぱいの声で、祐一は言った。たったのひとことではあったが真由は少年の心を正しく理解し、天使のようににっこり微笑ほほえんだ。


「祐一くんはいけないことをしたから、わたしは怒おこった。でもね、祐一くんは、いけないことよりももっとずっといいことをしたと、わたしは思う」


　慈いつくしみをこめて少年の頭をなでる。実の姉──いや、まるで母親であるかのように。


「やさしい子なんだね、祐一くん。えらいね。よくがんばったね」


　その瞬間、祐一は顔をくしゃくしゃにゆがめ、涙なみだと鼻水といっしょに真由の胸むねの中へ飛とび込んだ。泣きじゃくる少年をしっかり抱だきとめ、真由はいとおしそうに頭をなでつづけている。


「……ふむ」


　峻護はなんだか気き恥はずかしくなって、しきりに鼻の下をこする仕し草ぐさをし、それでもまだ居い心ごこ地ちの悪さをぬぐえず、視線を天に向けた。いつしか風はおさまり、雲くもの切れ間からはわずかながら青い色が覗のぞいていた。







おしまい





真由、策さくにおぼれるのこと







　とある昼下がりのことである。


「…………ふうむ」


　二にノの宮みや家のリビングでひと時の休きゆう息そくに身をゆだねていた二ノ宮峻しゆん護ごが、なにやら思し慮りよありげな吐と息いきをもらした。あごに手を当て、真しん剣けんなまなざしで彼が見つめる先には、テーブルの上に載のせられた一冊の女性週しゆう刊かん誌しがある。


「これは検けん討とうしてみる価か値ちがあるな」


　ひとりごちると、峻護は雑ざつ誌しを片かた手てにリビングを出た。


「月つき村むらさん、ちょっとこれを見てもらっていいかな？」


「はい？」


　キッチンでおやつ用のシュークリームを仕込んでいた手を止めて振り向く真由に向けて、雑誌を広げてみせる。


　そのページに躍おどっている大文字の見出しは以下のようなものであった。『ゼロから始める催さい眠みん術じゆつ！　初心者でもカンタンに学べる自分の変えかた講こう座ざ』。


「ええと……これは？」


「見てのとおり、催眠術の入にゆう門もん編へんだよ」


　峻護は、自分だけの発見を母親に報ほう告こくする少年のように勢いきおい込んで、


「これ、君の男性恐きよう怖ふ症しようの克こく服ふくに役立たないかな？　イラストもたくさん入ってるから分かりやすいし、成せい功こうした実じつ例れいもたくさん載ってるから信しん憑ぴよう性せいも高い。読んだ限りだと今すぐにでも試ためせそうなんだけど……どうだろう？」


「な、なるほど。なんだか期き待たいできそうですねっ」


　うなずく真ま由ゆだが、その笑顔は少々ぎこちなかった。むろん理由はある。男性恐怖症歴れきの長い彼女は性せい癖へきを克服するためにこれまで様さま々ざまな方法を試しており、その方法の中には催眠術によるカウンセリングも当然のごとく含ふくまれているのだ。にもかかわらず未いまだ甚はなはだしい男性恐怖症は健けん在ざいのまま──とすれば、その実じつ効こうのほども知れるというものであろう。まして、たった今読んで身に付けたばかりのインスタントな催眠術が目め覚ざましい結けつ果かをもたらすはずがない。


　加えて彼女は先ほど、峻護の姉である二ノ宮涼りよう子こが件くだんの女性週刊誌をさりげなくリビングに置いていくのを、偶ぐう然ぜんながら目もく撃げきしている。今にしてみれば涼子の狙ねらいが何であったかは明らかであり、その事実を知ればあるいは峻護も考え方を変えるかもしれなかったが──それらを言い出す前に、素人しろうと催眠術を真由に試すことは彼の中で既き定てい事じ項こうとなってしまったらしい。


「善ぜんは急げだ。さっそくやってみよう」


　被ひ験けん者しやの真由が逡しゆん巡じゆんしているうちに、峻護はいそいそと椅い子すなどを用意し始めている。


（うう……困ったな……）


　その、成せい功こうを確かく信しんしているかのような邪じや気きのない笑顔を見ていると、彼のやる気に水を差さすようなセリフはとても言い出せなかった。それに見けん当とう違ちがいの方角を向いているとはいえ、峻護が自分のために何かをしてくれるのはこの上なく嬉うれしいのである。


「ええとそれで……わたしはどうしていればいいんでしょう？」


「そうだな、まずはそこに座すわって」


　手て近ぢかな椅子に腰こしを下ろさせ、手てにしたカンペ（女性週刊誌の記事）を熱心に見ながら、


「まずはリラックスすることが大切だ。目を閉とじて、肩かたの力を抜いて──そう、じゃあ次は深しん呼こ吸きゆうを始めよう。大きく、ゆっくり息を吸すって──吐はいて──そう、その調子」


　言われた通りにリラックスできるよう努つとめる真由。事ことの始めに心しん身しんの状じよう態たいを安定させるのは被験者を催眠状態に導みちびくための定じよう石せきであり、真由も何らの不ふ安あんを抱いだくことなく指し示じに従したがっていたのだが。


「よーしいいぞ、ここまではマニュアル通りだ。じゃあ月村さん、そっと目を開けて」


　ひょっとしてひょっとすると、彼の催眠術は思いのほか効こう果かがあるのかもしれない──かすかな期待を胸にまぶたを開けた真由が見たものは。


「さあこの五円玉をよく見て。心を無むにして、おれの声だけに耳を傾かたむけるんだ。あなたは男性恐怖症が平へい気きになーる、あなたは男性恐怖症が平気になーる……」


　眉み間けんにしわを寄よせ、目を糸のように細くして、糸で垂たらした硬こう貨かを真剣に揺ゆらしている峻護の姿すがただった。


「…………あのう」


「こら、だめじゃないか月村さん。気を散ちらさないで、ちゃんと五円玉に集しゆう中ちゆうしてくれ」


　するどく戒いましめてくる峻護に、真由としては黙だまって従うよりない。


　峻護がぶつぶつ呟つぶやく呪じゆ文もんをＢＧＭに、そのまましばらくのあいだ揺れる硬貨と不ふ毛もうなにらめっこを続けていたが、


「どうだい月村さん？　何か自分が変われたような気がしないか？」


「……すいません、あんまり……」


　さすがの真由もここで諾うんとは言えなかった。


「そうか……やっぱり生なま兵びよう法ほうの催眠術じゃだめか……」


「あの、その雑誌、ちょっと見せてもらってもいいですか？」


「ん？　ああ、はい、どうぞ」


　いまどき五円玉を使って催眠術をかけるなどコントのネタでしかない。本当にこんないい加か減げんなレクチャーが載っているのだろうかと思ってざっと誌し面めんをめくってみたのだが──本当に載っていた。十ページにわたるうさんくさい指し南なん記き事じが、しかし極きわめて詳しよう細さいかつ説せつ得とく力りよく豊ゆたかに書きこまれているのである。


　ため息をつきつつ、真由には大だい体たいの事じ情じようが見えてきた。おそらくこれは、涼子が弟をからかうために作ったニセ記事なのだろう。ぱっと見はとても偽にせ物ものとは思えないリアルな記事っぷりを演えん出しゆつするために、プロの編へん集しゆう者しやはおろか印いん刷さつ所じよまで動かしたにちがいない。酔すい狂きよう好きの涼子がいかにもやりそうなことであり、そして狙い違たがわず峻護は嵌はめられてしまったというわけだ。


（二ノ宮くんって頭いいのに、すごく単たん純じゆんなところあるからなあ……）


　他人の言うことを素す直なおに信じられるのは美び徳とくなのだろうけど、もう少し疑うたがうということを知ってもいいのではないかしらん……自分のことは棚たなに上げてそう思った時。


　真由の脳のう裏りに、とある悪魔的なアイデアがひらめいてしまったのである。


「ん？　どうしたんだ月村さん？」


「えっ？　ああいえ、なんでもないですなんでもないです！」


　ひらめいた案あんのあまりのよこしまさに思わず呆ぼう然ぜんとしていた真由が、あわてて首を振ふる。


（だっ、だめですだめですそんなの！　そんな、二ノ宮くんのいい人さにつけこむような、しかも女性としてはしたない真ま似ね──ぜったいダメです！）


　だがそのアイデアは非ひ道どう徳とく的てきであるばかりでなく、あまりにも甘かん美びな芳ほう香こうに満ち満ちていた。加えて、彼女を鬼き畜ちく道どうにいざなうに足る別の理り由ゆうも存そん在ざいした。ここしばらくの峻護は学校行ぎよう事じやら家事やらがことのほか忙いそがしく、ともすれば真由をほったらかしにする傾けい向こうが散さん見けんされたのだ。そのことに不満を抱いだくのはワガママであると重じゆう々じゆう承しよう知ちしつつも、穏おだやかならざる気持ちがくすぶるのを真由は抑おさえられなかったのである。


　ゆえに彼女の心は食虫花に引き寄せられる蝶ちようのように惑まどい──気づいた時には不ふ吉きつな果か汁じゆうをしたたらせる禁きん断だんの実を、その手にもぎ取ってしまっていた。


「あ、あのっ、二ノ宮くんっ」


「ん？　なに？」


「わたし思うんですけど、こういう催眠術をかける時にはもっと具ぐ体たい的てきな対たい象しようが必要だと思うんです！」


「というと？」


「たとえばさっき、二ノ宮くんはわたしに『あなたは男性恐怖症が平気になーる』と言って暗あん示じをかけようとしてたじゃないですか？　でも、そういうあいまいな指示を出されても、わたしとしても上う手まくイメージできないというか」


「ふむ、なるほど。どんな存在になるべきか、もっとわかりやすい指し針しんを提てい示じするべきということか。『正義のヒーローになれ』と言うよりも『ウルトラマンになれ』と言ったほうが、相手もイメージしやすいという理り屈くつだな。そこまで明めい確かくな具ぐ体たい名めいでないにしても、もっとひとことでその本ほん質しつをあらわせるような指針を提示しなければならない──」


「そうですそうです、そのとおりです！」


　激はげしくうなずく真由。どうやらここまではうまくいっているようだ。


「すると、男性恐怖症とはまったく無む縁えんな、それでいて月村さんがイメージしやすいような指針が必ひつ要ようになるわけだが……うーん、月村さんはいったいどんなのがいいと思う？」


　来た。ここが勝負どころである。


「た、たとえばっ！」


　思わず声を上うわずらせ、己おのれの罪つみに恐れおののきつつも、真由は用意していたセリフを口にしていた。


「『魔ま性しようの女』というのは、どうでしょうっ？」


「魔性の女……？」


「はい。そういうタイプの人であれば男性恐怖症なはずもないし、むしろ男の人が大好きで、自分の方から男の人に近づいていく……みたいな」


「うーん……」


　峻護は眉まゆ根ねを寄せて難なん色しよくを示しめしていたが、


「そのコンセプトはどうも引っかかるんだが、でも冷れい静せいに考えてみれば確かに悪くないかもしれないな。中ちゆう途と半はん端ぱな設せつ定ていをするよりは、極きよく端たんに正反対な設定をしたほうがよさそうな気もする。少なくとも『あなたは男性恐怖症が平気になーる』よりは遥はるかにマシか。──よし、やってみよう」


「は、はいっ、お願いします！」


「じゃ、もういちど椅い子すに座すわって。肩の力を抜いてリラックスを──そう、それでいい。ゆっくり大きく息を吸すって──吐はいて──よし、じゃあいくよ。五円玉の動きに集中して」


　言われたとおり、揺ゆれる五円玉をじっと見つめる真由。今の彼女に求められるのはズルさと思い切りのよさ、その二つのみである。


「あなたはこれから魔性の女に生まれ変わーる……あなたはこれから魔性の女に生まれ変わーる……」


　暗示をかける峻護の言葉に耳を傾かたむけながら、真由は必ひつ死しに頭を働かせている。『催眠術にかかった状じよう態たい』というのは果はたしてどういうものなのか──そして『催眠術がかかっている状態に見える挙きよ動どう』というのはどういうものなのか。『悪魔的なアイデア』を成功させるためには、月村真由が催眠術にかかっていると峻護に思い込ませねばならないのだ。


　真由はまぶたとくちびるを半開きにして、釣つり舟に揺られているかのようにゆっくりと身体を左右に動かすことで『催眠状態』を表現した。その様子は催眠状態というよりむしろ、いかがわしい薬やく物ぶつでトリップしている中ちゆう毒どく患かん者じやのそれに等ひとしかったが、峻護にはそこまでの区く別べつはつかなかったようだ。


「よしよしいいぞ……今度はきっちり成せい功こうしそうだ」


　五円玉を揺らす動きを止め、真由の瞳ひとみを覗のぞきこみながら訊きいてくる。


「さあ、君は今日たったいまから生まれ変わった。男性恐怖症だった月村真由を脱ぬぎ捨すて、『魔性の女・月村真由』という名のドレスに衣ころ替もがえしたんだ。気分はどうだい？」


「えっ？　ええと……」


　さあ、ここが二度目の勝負どころである。


　ごくりと喉のどを鳴ならし、はちゃめちゃなビートを刻きざむ心しん臓ぞうをどうにか宥なだめながら、真由は用意していたセリフを口にした。


「わ、わたし今、とても魔性の女な気分です。おっ、男の人なしじゃいられない、そんな気分……というか」


「おおっ！　月村さんの口からそんな言葉を聞くことになるなんて！　ううむ、どうやら上手く催眠術が成功したみたい───」


「だっ、だからわたし、今はこういうことがしたくなる気分なんです！」


　言って、真由は頰ほおを紅べに色いろに染そめ上げつつ、おもむろに峻護の肩にしなだれかかった。


「わっ、月村さんっ？」


「だ、だって、今のわたしは『魔性の女』で『男の人なしじゃいられない』わけで、だからこうせずにはいられないわけで──でもそれはあくまで催眠術のせいであって、わたしの意思に反して身体が勝手に動くみたいな、そういう感じであって──」


　ごくり、ふたたび喉を鳴らし、峻護を見上げて懇こん願がんする。


「ですからちょっとだけ、ちょっとだけの間でいいですから……しばらくこのままでいさせてもらえないでしょうか……？」


「う……わ、わかった。他ならぬ月村さんの頼たのみだ、おれとしても否いなやはない。好きなだけそうしてくれていいから」


「あっ、ありがとうございます……！」


　謝しや意いを表ひようし、それでもなお遠えん慮りよがちに体重の一部を峻護に預あずける。


　肩から腕うでにかけての、見た目よりずっとたくましい肉付き。ほてった真由の身体よりもさらに少し高い体温。高たか鳴なる鼓こ動どうと、めまいがするほどの至し福ふく感かん。


（はう……なんだかこう、この世の天国っぽい感じです……）


　にへら、とだらしない笑みをくちびるの端はしに乗せながら、真由は思う存ぞん分ぶんにたくらみの成果を満まん喫きつする。『ひきょうな女』という汚お名めいと引き換えではあったが、彼女はささやかな幸福を確かに手に入れたのであった。


「ええと、そろそろいいかな？」


　五分ほどもそうした後、峻護が咳せき払ばらいをしつつ遠慮がちに申し出た。


「あっ。は、はい、すいませんでした、お手数かけまして。でもこれはあくまでも催眠術のせいであって、決してわたしの下した心ごころから生しようじた行こう動どうなどではなく──」


「うん、そうだろうな。それにしても引っ込み思じ案あんな月村さんがここまでやるんだ、催眠術は完全に成功していると見るべきだろうな」


　真剣な顔でうなりながら、峻護。


「あの、ほんとにありがとうございました二ノ宮くん。とてもいい思いをさせてもら──じゃなくて、とても助かりました」


　峻護の人の好さにつけ込んだことを心の中で平へい身しん低てい頭とうして詫わびつつ、しかしほっぺたなどはひどくツヤツヤさせつつ、
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「では、わたしはシュークリーム作りが途と中ちゆうになったままなので、これで……」


「ん？　何を言ってるんだ月村さん」


　催眠術イベントを終わらせて仕事の続きを再さい開かいしようとした真由を、峻護が怪け訝げんそうに引き止めた。


「催眠療りよう法ほうがどうやら成功したのはわかったけど、この次はその効こう果かのほどを実じつ地ちで試ためしてみなければいけないだろう？」


「…………。え？」


「それに催眠術の影えい響きようが、おれ以外の異い性せいに対してどの程てい度ど発はつ揮きされるものか検けん証しようする必ひつ要ようもある。今からさっそく外に出て、新しく生まれ変わった月村さんの実力を試してみないか？」


「……あの、実力を試す……というのは……？」


「それはもちろん、君の男性恐怖症がほんとうに治なおってるかどうか確かめるということだ。今の君ならひとりで町を出歩くことだって簡かん単たんなはずだし、見知らぬ五十代サラリーマン風の男とチークダンスを踊おどることだって可か能のうなはずだろう？」


　どうやら自分はとんでもない計算違いをしていたらしい──そのことにようやく気づいて、真由は蒼そう白はくになった。


「あう、ええと、その……でもシュークリームが作りかけだし、あまり時間をおいちゃうと味が落ちちゃうし……」


「今はお菓か子しなんかよりも大事なことがあるだろう？　シュークリームのことなんて二の次、三の次でいい」


「う……でもその、ええと……あっそうだ、わたしが『魔性の女』に生まれ変わったということは、男の人に対して見み境さかいがなくなっているということかもしれないし、そんなわたしが外に出るのは道どう徳とく上じようあまり良くないような気がしませんかっ？」


「うっ、それは確かに……いやいや、でもここは検証のほうが優ゆう先せんされる場面のはずだ。君は生まれ変わった自分を心こころ置おきなく実地で試してくれ。責せき任にんはおれが取る」


「あうっ。で、でも、あの、その、ええと……」


「……ふうむ？」


　狼ろう狽ばいする真由の様子を上から下までじっくり眺ながめていた峻護が、疑うたがわしげにひとりごちる。


「どうも月村さん、外がい出しゆつすることにあまり気が進まないようだな……催眠術によって男性恐怖症は解かい消しようされた状じよう態たいのはずなのに、妙みような話だ。いやそれ以前に、なんだか催眠術の掛かかりが悪いような気がする。しゃべりかたとか態度もいつもどおりだし……むう、ひょっとして、催眠術に掛かったフリをしておれを騙だましていた、なんてことは……」


「！」


　目を細め、声を低める峻護を見てあわてて、


「あう、ええとその……ゴホンゴホン。あーらあなた、ちょっといい男ね。今夜はあたしと遊んでかない？　うふーん」


「……ふむ、単たんなる思い過すごしかな？　ちゃんと『魔性の女』になってるみたいだし」


「何をひとりでぶつぶつ言ってるの坊ぼうや？　ねえ、あたし今日は退たい屈くつしてるの。一ひと晩ばんつき合ってくれたら天国を見せてあげるわよン。あはーん」


「むう、やはり催眠術は成功していると見るべきだな。そうとなればさっそく外に出てその効果を確かめてみないと。さあ行こう月村さん」


「あう……」


　むろん、今さら『催眠術にかかったフリをしていました』とは言えず、手を引かれるまま泣きそうな顔で二ノ宮家を出しゆつ発ぱつする。


　月村真由、白昼の悪夢の始まりであった。





　　　　＊





　雲くもひとつないサハラ砂さ漠ばくのど真ん中、外がい套とうも水すい筒とうも持たずにひとり立ち尽つくす時の気分はこんな感じだろうか──朦もう朧ろうとしつつある意い識しきの片かた隅すみでそんな愚ぐにもつかない思考に身をゆだねつつ、真由は彼女にとって苦行でしかない行こう為いにひたすら耐たえていた。


　二ノ宮邸ていからの最寄もより駅えきである、若わか宮みや駅えきの駅前広場。


　その広場のど真ん中に真由は立っていた。ただのひとりで。


（はうう……も、もうダメ……）


　心しん臓ぞうは不ふ整せい脈みやくを起こし、呼こ吸きゆうはとぎれとぎれ、手足は硬こう直ちよくして震ふるえることすらできず──真由の容よう態だいは早くも危き険けん域いきに達たつしつつあった。駅前広場にひとりで立つというただそれだけのことがこれほど苦痛になるのは、世界広しといえども真由くらいのものであろう。何しろ彼女は男性恐怖症である以上に、男を惑わしてやまぬ存そん在ざい・サキュバスでもあるのだ。こんな人通りの多いところで素す顔がおをさらして立っていれば男の目を引きつけること必ひつ定じよう、それだけでも真由にとって十分に拷ごう問もんだというのに、


「ねえ君、めちゃくちゃカワイイね。ひょっとしてモデルか何か？」


「よかったらこれからどこか遊びに行かない？　知り合いがこの近くでイベントやってるんだけど」


「いやいや、それより俺おれとメシでも食べに行こうよ。いい店知ってるからさ」


　彼女の色いろ香かに迷った男どもがひっきりなしに声をかけてくるのである。ナンパ男たちの大半は、石せき像ぞうのように硬直して無む反はん応のうな真由の様子にやがてあきらめて去っていくのだが、ほとんど十秒おきにこの手の輩やからが近寄ってくるため、そのたびに真由は泣きそうになるのであった。


（こ、これ以上はもう……に、二ノ宮くん、ぎ、ギブアップです……）


　たとえ相手がどれだけいい男であっても、真由にとっては恐怖の対たい象しようでしかないわけで、遠とお巻まきにして見守っている峻護に救いを求める視し線せんを送るのだが──保ほ護ご者しやであるはずの少年は厳きびしい表情を顔にはりつけたまま、むっつりと状じよう況きようの推すい移いを見守りつづけている。『魔性の女』に変へん身しんした真由の『勇ゆう姿し』を、自分の催眠術がもたらした成せい果かを、しっかりと見み届とどける心こころ積づもりのようだ。


（あうう……）


　その姿を見ると、『催眠術にかかったフリをしてました』とはなおさら言いにくい。かくなる上は身から出た錆さびの苦にが味みに耐たえつつ、ささやかな噓うそを命がけで貫つらぬき通すしかない。


（な、何か考えて気を紛まぎらわさなきゃ……ええと何を考えればいいかな……よし、まずは駅から出てくるひとの人数を数えてみよう。ひとり、ふたり、さんにん……っていけない、こんな風にじっと見てるから逆に注目されちゃった。ええとじゃあこうしよう、とにかく目に付いた数字を片かたっ端ぱしから二に進しん法ほうに変へん換かんしていこう。ええと、０１１０００１１、１０１００１１０、００１１０１１１──）


　髪かみの毛の先まで悪お寒かんに浸ひたされ、いやな汗あせがどっぷりと背せ中なかを濡ぬらすころになってようやく峻護が近づいてきて、


「ううむ、見み事ごとだ月村さん」


　硬かたい表情のまま、しかし拍はく手しゆでもしそうな勢いきおいで絶ぜつ賛さんしてきた。


「見知らぬ男が半径一メートル以内に入っただけで卒そつ倒とうしていた君が、これほどまでに男性に対たいする耐たい性せいを示すなんて。催眠術はおどろくべき効こう果かを発はつ揮きしていると見るべきだろうな」


「は、はい……こ、これも二ノ宮くんのおかげ……です」


　息も絶たえ絶だえに礼を言いながら、これでやっと家に帰れる──そう思った矢や先さき。


「それじゃ、フィールドワークを次のステージに移行させようか？」


「……はい？」


　ほめてくれたにもかかわらず、峻護はあいかわらずむっつりした顔で、


「実はさっき、学校の知り合いに電話で話を通してきたんだ。事じ情じようを説明したら快こころよく引き受けてくれるそうだから、さっそく行こう」


「え？　ひ、引き受けるって、何を……？」


「それはもちろん、君の回かい復ふくぶりの程てい度どを測はかるための次なる実じつ地ち試し験けんに決まっている。ほら急いで」


　満足に説明も受けられぬまま、ふたたび顔を青くする真由がドナドナよろしく手を引かれて連つれて行かれたのは、彼らが通う神じん宮ぐう寺じ学園高校の敷しき地ち内ないにあるグラウンド。


　そこで熱ねつのこもった練れん習しゆうにいそしむのは、全国大会に出場した経けい験けんもあるラグビー部の面めん々めんである。


「おう、来たか二ノ宮」


　顔見知りらしい部員のひとりが駆かけ寄ってきて、


「話は聞いた。学園のアイドルたる月村さんのためならラグビー部一同、よろこんで協力させてもらうぜ」


「忙いそがしいところ済すまないな。よろしく頼たのむよ」


「おう、まかせろ。──さあ月村さん、思う存ぞん分ぶん新しい自分を試ためしていってくれよな」


　白い歯を見せ、やや照てれたように頰を赤くしながら、ラグビー部の少年は真由の肩をポンと叩たたいてきた。その行こう為いに多少の下した心ごころは見え隠かくれしていても別にいやらしさはなく、少年はあくまでもスポーツマンシップに則のつとった紳しん士し的てきな態たい度どを示してはいるのだが。


（はうあ……）


　泥どろにまみれたユニフォーム。日焼けした肌はだ。陽ひの光を受けてギラギラ光る汗。その汗と入り混まじって黄おう土ど色いろの絵の具みたいに頰に張はりつく垢あかよごれ。とてもとても申もうし訳わけないのだけれど、その汗臭くささ、脂あぶら臭さ、男臭さは真由にとって──


（……はっ。いま一いつ瞬しゆん意い識しきが飛んでました。だめだめ、こんなところで音ねを上げちゃ……ええと、０１１０００１１、１１００１０１１、１０１００１０１──）


　魔法の呪じゆ文もんを唱となえつつ、ほとんど清きよ水みずの舞台から飛び降りるような気分でラグビー少年に笑いかけると、


「おおおお！　あの月村さんとここまでスキンシップが成せい立りつした上、笑顔まで向けてくれるなんて！　男性恐怖症が治ったって話、どうやら本当らしいな！」


「ふむ？　しかしどうも妙みような……」


　ラグビー少年とは対たい照しよう的てきに、峻護は怪け訝げんそうに首をひねる。


「『魔性の女』に生まれ変わったにしては、どうも反はん応のうが穏おだやかというか地じ味みというか。活いきのいいラグビー部の連中を何人も弄もてあそべるとなれば、本ほん来らいならもっとこう、情熱的で激はげしい反応があってもよさそうなんだけど。……よもやとは思うけど月村さん、催眠術に掛かったフリをしておれを担かついでいるなんてことは……」


「…………！　え、ええと……コホンコホン。──あーら、笑いかけられただけで顔を赤くしちゃって、かわいい坊やねん。でも悪いけどあたし、あなたひとりじゃとても満足できないわん。あなたよりもっと活きのいい男の子を、もっともっとたくさん連れてきてくださらない？　あはん」


「おおっ？　月村さんの口からこんなセリフを聞くことになるなんて……催眠術に掛かったフリをしてるなんてのは、やっぱりおれの思い過すごしだったかな」


「よし、待っててくれ。今すぐラグビー部の仲間を全員連れてくる！」


「えっ？　ま、まだ連れてくるんですか……？　あ、あの、今日はもうこのくらいに……そ、そうだ、シュークリームもまだ作りかけだし……」


　だが真由の訴うつたえは、ささいな噓うその露ろ見けんを恐おそれるあまり声が小さすぎて、浮うかれ気ぎ味みの少年の耳には届とどくはずもなく──


「いやあ聞いたよ月村さん。ついに男性恐怖症が治ったんだって？　おめでとう！」


「いやほんと、実にめでたい。これまでは男性恐怖症ってことで、できるだけ遠えん慮りよして遠とお巻まきにしてたんだけど……今日からは大っぴらに学園のアイドルとお近づきになれるってわけだ」


「どうだい月村さん。この際さいだから、いっそのことラグビー部のマネージャーにならないか？　ＶＩＰ待たい遇ぐうで歓かん迎げいするよ」


「そんなことより月村さん、ぜひ俺と握あく手しゆしてください！　実はずっとファンでした！」


「おいこら割わり込むな！　順じゆん番ばんを守れ！」


　いやはや出るわ出るわ。スポーツに熱血の青春を捧ささげる、そしてそれゆえに真由にとってはもっとも苦手なタイプの少年たちが数十名。それも練れん習しゆうの真っ最中だっただけに、これ以上はないというほど男性ホルモンまみれになった連れん中ちゆうばかりがそろいもそろっているのである。


（……はっ。いま一いつ瞬しゆんお花畑が見えました。だめだめ、こんなところでへこたれちゃ……ええと、０１０１１１００、１１１０１１００、０１１０１１１０──）


　ここまで話が広がってしまえば『実はうそでした』とはますますもって言えず、わずかな希望にすがって峻護にＳＯＳの視し線せんを向けてみるも、


「むう……月村さんが異性と普通に向き合えるようになったのはめでたいことのはずなんだが、どうもすっきりしないな……いや、何を言ってるんだおれは。もっと素直に彼女の成功を喜んであげるべきだろう？」


　真由の耳には聞き取りにくい呟つぶやきを発しながら、じっと成なりゆきを見守るのみ。なにぶんにも今回は完かん全ぜんな自じ業ごう自じ得とくであるわけだし、かくなる上は覚かく悟ごを決めて彼女なりの責せき任にんを取るしかあるまい。


（こうなったら行けるところまで行きます！　根こん性じよう！）


　あの世への片かた道みち切きつ符ぷを握にぎり締しめる気分で、集まってきた暑あつ苦くるしい少年たちに決けつ死しの笑顔を向けた。ただの笑顔ではない、あらゆる男を惑わすサキュバスの笑顔である。男性恐怖症ゆえに普ふ段だんなら決して少年たちには向けられぬはずの、宝石の山にも勝まさる珠しゆ玉ぎよくの表情──真由の半径十メートル圏けん内ないは、たちまち熱ねつ狂きようの坩堝るつぼと化した。


　高たか嶺ねの花たる少女に少しでも近づこうと、押すな押すなの大おお騒さわぎ。何十年ぶりかの御ご開かい帳ちようを目め当あてに遠えん路ろはるばるやってくる熱心な門もん徒と衆しゆうのような、あるいは一週間ぶりの配はい給きゆうに群むらがる難なん民みんたちのような──もともと校風的にお祭り好きがそろっているだけに、なにか騒さわげる口こう実じつを見つけてしまうと彼らは飢うえたピラニアのように食いつきがいいのだ。


　デジカメつきの携けい帯たいで写真を撮とったり、サインを欲しがってペンと色しき紙しを渡してきたり。あるいは何かの御ご神しん体たいと勘かん違ちがいしているのか頭をなでようとしたり、手を合わせて何なに事ごとかをお祈いのりしたり、持ち合わせたタオルなどの品を供く物もつとしてお供そなえしたり。かと思えばどこかの優勝監かん督とくのように胴どう上あげまでされたり──意い味み不ふ明めいなどんちゃん騒ぎが果はてもなく続く。


　むろん、いずれも真由にとっては拷ごう問もんにも等ひとしい苦く行ぎようである。セメントで固めたような笑顔を気力だけで維い持じしつつも、両手の指では数え切れないほど意い識しきを飛ばしたし、あやうく意識といっしょに魂たましいまで飛ばしそうになること一いつ再さいではなかった。


　そうしてどれほどの時間が経たっただろうか。


「見事だ。今日は祝しゆく福ふくすべき日、ということになりそうだな」


　相あい変かわらず硬い表情のまま峻護が近づいてきて、真由の両肩をがっしと摑つかんだ。


「月村さんの長きにわたる苦労もこれでようやく報むくわれたな。おめでとう」


「は……はい……」


『魔性の女』キャラをよそおう気力も尽つき果て、息も絶たえ絶だえにうなずく真由。もうこれ以上は無む理りだった。強ごう引いんに笑顔を作りつづけた顔の筋きん肉にくは痙けい攣れんを起こすほど疲ひ労ろうし、両りよう膝ひざは懐なつかしのゲーマー・高たか橋はし名めい人じんの十六連れん射しやなみのスピードでガクガク震ふるえている。もう限げん界かい。一秒でも早くおうちに帰りたい。ささいな欲に目がくらんで犯おかしたわずかなズルで莫ばく大だいな負ふ債さいを背せ負おい込むような真ま似ねは、もうこりごりだ。


「まさかこれだけ短時間のうちに、月村さんがここまで男に対する耐たい性せいを身に付けることができるなんて。なんだかさびしい気持ちもあるが……いや、これもやはり私し情じようだな。君の新しい人生の始まりを、素す直なおに祝福しなきゃだめだな」


　言葉どおりさびしげに微笑ほほえむ峻護の姿に、ちくりと心が痛むのを覚えつつも、


「そ、それより二ノ宮くん、そろそろ家に戻もどりませんか？　シュークリームの続きもしたいし……」


「うん、それもいいんだけど──」


　峻護はやや申もうし訳わけなさそうに、


「うわさを聞きつけてきた連中が、『自分たちにもぜひ、月村さんを祝福させてくれ』と言って大おお勢ぜい集まってくれた。彼らにも何かひとこと言ってあげてくれないか」


「…………え」


　スクラップ寸すん前ぜんのロボットみたいな動きで後ろを振り返った真由が見たものは。


「月村さんの男性恐怖症が治ったってのは本当かっ？」


「押オ忍ス、月村さんおめでとうございます、押忍！」


「ごっつあんです！　月村さんおめでとうございます！」


　ラグビー部の面めん々めんに加え、剣けん道どう部ぶ、柔じゆう道どう部ぶ、応おう援えん団だん、ボディビル部、相撲すもう部──といった、体育会系の中でもひときわ濃ゆいクラブの部員たちがずらり、軽く百名を超こす大団体を編へん成せいして列を成なし、熱ねつ意いある練習から抜け出してきた彼らの肉体からは湯ゆ気げが出るほどの熱気がムンムンと立ち上り、そのしたたるような肉と汗と肉と汗と肉、肉、肉、汗、汗、汗、汗肉、汗汗肉、肉汗汗肉汗肉肉汗汗肉汗汗肉肉汗肉汗肉肉汗汗肉汗汗肉汗肉汗汗肉肉汗汁汗汗肉汗汗肉肉汗肉汗汗肉汗肉肉汗汁肉汗汗肉肉汗肉汗肉汁肉汗汗肉汁汗肉汗肉汗汗肉肉汗汁汁汗汁肉汗汗肉肉汗！


「……………………………………はうっ」


　ごく普通の少女でも窒ちつ息そくしそうな男臭さの真まっ只ただ中なか、何か大切なものが切れる音を遠くで聞いたのを最後に、真由の意識は深しん淵えんの奈な落らくへまっ逆さまに落ちていった。





　　　　＊





「…………気づいたかい？　月村さん」


　目がさめると、そこは見み慣なれた二ノ宮家の天てん井じよう。


「ああ、無理して起きなくていい。今はゆっくり休んでくれ」


　半はん覚かく醒せい状じよう態たいのまま起き上がろうとする真由をふたたびベッドに寝ねかせ、峻護が毛もう布ふをそっとかけてくれる。


「わたし……気を失ってましたか？」


「ああ。一時間ほどかな」


「そうですか……すいません」


「いや。月村さんはよくがんばったよ」


　言って、親しん愛あいなる同どう居きよ人にんは穏おだやかに微笑んでくれる。


　そのまなざしと目が合あった途と端たん、ささいな噓うそとはいえこのやさしい少年をあざむいていた自分が、たまらなく恥はずかしくなった。


「二ノ宮くん……ごめんなさい。わたし、二ノ宮くんを騙してました。『魔性の女』に変われたなんて噓なんです。催眠術にかかったフリをしてただけなんです。ほんとうにごめんなさい！」


　峻護はしばらく瞬まばたきをくりかえし、次いでその瞳を大きく見開いた。叱しつ責せきを覚かく悟ごして、真由はまぶたをぎゅっと閉じた。


　だが。


「いや、いいんだよ月村さん。やっぱり謝あやまらなきゃいけないのはおれのほうだ」


　微び苦く笑しようして首を振り、あべこべに彼のほうから深々と頭を下げてきたのである。


「よくよく考えてみれば、少しかじっただけの催眠術がそうそう効きくはずもないんだよな。そんな当たり前のことにも気づかず、浅あさはかな夢ゆめを見て君に無理をさせてしまった……ほんとうにすまない」


「そ、そんな！　二ノ宮くんが謝らなきゃいけないことなんて何も──」


「いや、悪いのはおれだよ。結果として月村さんに無理をさせてしまったのは紛まぎれもない事実。責せき任にんはすべて、君の後見人役たるおれにある」


「いいえちがいます！　二ノ宮くんはまったく悪くありません！　どうみても悪いのはわたしの方で、だから二ノ宮くんにそんな風に謝られたら──ですから、おねがいですから、どうか頭を上げてください……」


　しょんぼりする峻護の姿にいたたまれなくなり、半泣きの顔で懇こん願がんすると、


「わかった。月村さんがそこまで言うならこういうことにしないか？　今回の件はどちらにも過か失しつがある。だからお互たがい様さま、どっちもどっち、ってことで、ぜんぶ水に流してしまおう。それでどうかな？」


「は、はいっ。ぜひ、そういうことにしましょう！」


　悪いのは自分だという気持ちは変わらないが、峻しゆん護ごが申し出てくれた妥だ協きよう案あんを蹴けってまでそれを主しゆ張ちようするのは間ま違ちがいであると思われた。つつしんで案あんを受け入れ、真由はできるだけ晴れやかに笑った。


　被ひ保護者の少女の笑顔を見て、峻護の表情もようやくほぐれてきたが、


「──んん？　しかしよくよく考えてみればいまいちわからないことがあるぞ。そもそもどうして月村さんはおれを騙そうとしたんだ？」


「えっ？」


「催眠術にかかったフリをして、君にどんなメリットがあったかということなんだけど。今回の件、けっきょくは月村さん自身がひどい目にあっただけで、なにひとついい思いはしてないような……ええと、そもそもどんな流れで今回の件に至いたったんだっけ。ちょっと待ってね、今思い出すから」


「え、ええと、それはつまりその──コホンコホン。二ノ宮くん、もう済すんでしまったことをほじくり返すようなことを訊きいちゃダメですよっ。今回はお互いさまということになったんですから、ぜーんぶきれいに水に流して忘れちゃいましょう！　ねっ？　ねっ？」


　早口で言い切り、この話題を過か去このものにしようとする真由。よくよく考えてみれば、である。『魔性の女』のキャラがお芝しば居いだったとバレてしまったということは、峻護の肩にしなだれかかった時の自分は完全にシラフだったということもバレてしまうということで──もしその点を突つっ込まれたら、こう、なんというか、とても彼と顔を合わせていられないではないか。


「ふむ、そうかい？　まあ月村さんが望むならそうしようか」


「は、はいっ、ぜひそうしましょう！」


「それと、今回のお詫わびというのも変だけど……おれは君の男性恐怖症を克服できるよう、今後とも可か能のうな限りのサポートをしていく。至いたらぬ身ではあるけどよろしくたのむよ」


「いいえとんでもない！　こちらこそ、どうぞよろしくおねがいします！」


　ベッドの上で柔じゆう軟なん体たい操そうでもするみたいな体たい勢せいでお辞じ儀ぎをし、どうやらあの件けんは突っ込まれずに済んだらしい──とホッとしたのもつかの間。


「うんうん、月村さんのモチベーションが相変わらず高いままで安心した。そこでさっそくだけど──」


　かたわらに置いてあった袋ふくろからごそごそと何かを取り出してベッドのそばに並ならべていき、それを見ていた真由の表情から急速に血の気が失われていく。


「一いち夜や漬づけ以下の時間しかかけずに学んだ催眠術がそうそう効きくはずもない、ってことはよくわかった。というわけで、思いつく限りの方法をつかって催眠術の資し料りようをたっぷり仕入れてきたんだ。月村さんが寝ている間にしっかり勉強しておいたから、さっそく今から最新式の催眠術を試してみようかと思うんだけど──あれ？　月村さん？　おかしいな、ほんのさっきまでベッドで寝てたはずなのに……どこに行ったんだ？」





　──トラウマを刺し激げきされた真由がパジャマのままベッドから跳はね起き、そのまま一いち目もく散さんに遁とん走そうしたのは、まあ責められまい。







おしまい





峻護、あらためて決意を固めるのこと







　きっかけは、ふいに二にノの宮みや涼りよう子こが放はなったこんなひとことであった。


「やっぱり妙みようね」


「？　妙って……なにが？」


　姉の唐とう突とつな発言に首をかしげながらも峻しゆん護ごが先を促うながすと、涼子は「つまりこういうことよ」と人差し指を立て、解かい説せつの姿し勢せいに入った。ある日の晩ばん、二ノ宮家の食堂での一ひと幕まくである。


「前から分かってはいたけれど、やっぱりおかしいと思うのよ。あんたってどうしてそんなにピンピンしていられるのかしらね？」


「ピンピン……？　おれがどうして健けん康こうでいられるか、ってこと？」


「ああ。それは確たしかに僕も疑ぎ問もんに思っていたな」


　再さい度ど首をかしげる峻護にかまわず、隣となりの席でとろろ芋いもをすすっていた月つき村むら美み樹き彦ひこが割わって入ってきた。


「峻護くん自身の耐たい性せいゆえだろうと最初は解かい釈しやくしていたが……どうもそれだけでは説明がつかないような気もしていたのだ。この不ふ可か思し議ぎな現げん象しようについては、なにかしら未み知ちの要よう因いんが関係していると考えるべきではあるまいか」


「美樹彦もそう思う？　そうよねえ、やっぱり変よねえ」


「……姉さんと美樹彦さんの話って、いつもおれを置いてけぼりにするんだよな。頼たのむから鈍にぶいおれにも分かるように話してくれないか」


　以い心しん伝でん心しんに頷うなずきあうふたりに抗こう議ぎすると、涼子がにやりと笑って、


「いいわ、教えてあげましょう。──真ま由ゆちゃん」


「はい？　──って、ひゃうあっ」


　隣の席でサラダをつついていた真由を抱だき寄よせ、あろうことか服の中に手を入れて胸きよう部ぶを揉もみしだき始めたのである。


「涼子さ、やめ、はう……」


「ちょ、なにやってるんだ姉さん！」


「あらあら真由ちゃん、ちょっと触さわらないうちにまた大きくなってるみたいねえ。──つまりね峻護。これだけのボディをもつ美少女とひとつ屋根の下に暮くらしてるってのに、どうしてあんたはいまだにつまみ食いのひとつもしてないのか──」


「なっ──」とたんに峻護は顔を沸ふつ騰とうさせて、「なにを馬ば鹿かな、まるで人を欲よく望ぼうのカタマリみたいに！　おれは節せつ度どのある行こう動どうを常つねに心がけているんだ、けっして不ふ埒らちな真ま似ねは──いやもちろんおれも男だからそういうことに興きよう味みがないわけじゃないけど、なにぶん高度にプライベートな事案ゆえに、実じつ行こうに移うつすにしてもより適てき切せつかつ妥だ当とうな時と場合があるはずだという信しん念ねんにもとづいて──」


「……と、いう話ではなく」


「……違うのかよ」


「まあ違いはしないけど、いま話題にしてるのは別のことね」


　澄すました顔で真由を解かい放ほうし、涼子は今度こそ事じ情じようを解説しはじめた。


「つまりね、今みたいにわたしが真由ちゃんに触っても、女同士だから何ともないわ。けど峻護、こうして同どう居きよ生活を送っていれば、男のあんたもどうしたって真由ちゃんに触ふれる機き会かいはたくさんあるはずよね？　別にいやらしい意味に限らず。なのにどうしてあんたは平気でいられるのかしら？」


「どうしてってそりゃあ、おれには月村さんの力に対する耐性があるから──」


　と言いかけたところで、峻護にも姉の言わんとするところが見えてきた。


　精せい気き吸きゆう引いん能のう力りよくをまったくコントロールできず、肌はだの触れた異い性せいから際さい限げんなく精気を吸すい出してしまうという少々困こまった性せい質しつをもつサキュバス・月村真由。彼女と同居し、なおかつ彼女のサポート役としてほとんど常にそばにいる峻護としては必ひつ然ぜん、真由の精気吸引能力の脅きよう威いにもっとも多くさらされ、実じつ際さいに数かず限かぎりなく彼女に触れてきているわけだ。なにしろ軽く握あく手しゆしただけでも大の男を卒そつ倒とうさせてしまうほど強い力である。いかに鍛きたえている峻護とはいえ、本ほん来らいならとっくにミイラになっていても不思議ではないのだが。


「変だと思うだろう？　君には確たしかに真由の能力に対する耐たい性せいが備そなわっているが、そのことはサキュバスの力に対する完かん璧ぺきなブロックを意味しないのだからね。それどころか」


　と、今度は湯ゆ呑のみのお茶をすすっていた美樹彦が、


「どうも僕の見たところ、君は精気を吸われて干ひ上あがるどころかいよいよ肌はだの艶つやも増し、心しん身しんも活力に満ち溢あふれていくようにさえ見えるのだ。これではあべこべではないかね」


　たしかに真由に触れた直後には軽い脱だつ力りよく感かんを覚おぼえる峻護だが、その疲ひ労ろうもほどなく回かい復ふくしているように思える。表には出ない隠かくれた疲労が蓄ちく積せきされて健けん康こうに悪あく影えい響きようを及およぼしている、という感覚もない。


「なにかあるんでしょうね。真由ちゃんの精気吸引能力に関して、わたしたちが気づいてないことが。この際さいだわ、ちょっと本格的に調ちよう査さしてみない？」


「よかろう。僕も可か能のうな限りのコネクションを提てい供きようする。さっそく関かん連れん各かく所しよに連絡を取ってみるかな。真由と峻護くんにはいろいろ協力してもらうことになりそうだが、かまわないかね？」





　　　　＊





　後ご日じつ、万ばん事じに行動の早い涼子と美樹彦は必ひつ要ような段だん取どりをすみやかに整ととのえ、峻護と真由にさっそく呼び出しがかかった。予想してたよりはるかに煩はん雑ざつな検けん査さの数々は軽く半日におよんでげっそりしたものだが、喉のどもとを過すぎればなんとやら。その後は変わらぬ日にち常じよう生活がもどってきて、真由の精気吸引能力の不可思議さに関する話題が存そん在ざいしたことすら忘れかけていたのだが。


「だいたいの結けつ論ろんは出たわよ」


　例によって唐とう突とつに、涼子が風化しかけてた話題を掘ほり返してきたのであった。


「結論って……何の？」


「峻護。あんた忘れたの？　こちとら忙いそがしい合あい間まを縫ぬって研究の成り行きを見守ってきたってのに、薄はく情じようなやつね」


　それで思い出した。


「ああ月村さんの……すまない、うっかりしてた。で、どんな結論になったんだ？」


　真由と美樹彦も同席するのを待ってから、涼子は詳しよう細さいを話しはじめた。


「簡かん単たんに言うとね真由ちゃん」


「はい」


　ひどく真剣な様よう子すで聞き入るサキュバス少女へ、


「あなたの精気吸引能力には、峻護の健康状じよう態たいを良好に維い持じする特とく殊しゆな効こう果かがあるみたいなの」


「特殊な効果……？」


「ええ。知ってのとおり、真由ちゃんの能力はケタ外れに強力だわ。並なみの男があなたに触れれば、一瞬のうちに根こそぎ精気を吸い尽つくしちゃう。だけど、峻護みたいに耐たい性せいのある男に限っては別の効果も発はつ揮きするみたいなのね」


　原げん理り的てきには瀉しや血けつと似たような効果なのではないか、と涼子は言う。瀉血とは人体に溜たまった悪お血けつを静じよう脈みやくから排はい出しゆつすることで健康を維持する治ち療りよう法ほうのことであるが、


「この場合は淀よどんで汚よごれた精気を体外に出すことで体内の精気をリフレッシュする、という感じかしらね。想そう定てい外がいの効果だわ」


「いやはやまったくだ。真由の能力に対して特とく異いな耐性を持つ峻護くんがいたからこそ、初めて判はん明めいしえた事じ実じつといえるだろう」


　涼子の説明を継ついで、美樹彦がさらに補ほ足そくする。


「つまるところ、真由の能力は劇げき薬やくと同じようなものだといえそうだな。劇薬は大たい量りように摂せつ取しゆすれば毒どく薬やくでしかないが、少量を適てき度どに服ふく用ようすれば良りよう薬やくとなる。真由が大量に精気を抜き取れば毒にしかならないが、ほどほどに抜き取れば良薬となるわけだ。しかもこの現げん象しようは真由の能力と峻護くんの耐性、ふたつがそろって初めて成立する話なのだな。峻護くん以外の異性に真由の能力を発揮しても、良薬として効果を発揮する以前に劇薬としての効果に耐たえられないだろうからね」


「具ぐ体たい的てきにどういう効果があるか、細かいところまでは分からないけど」


　とさらに涼子。


「現時点での調査によれば、かなり広こう範はん囲いにわたる効果があると予測されるわ。疲労回かい復ふく、滋じ養よう強きよう壮そう、血けつ行こう促そく進しん、その他もろもろ。言ってみれば真由ちゃんは生ける万ばん能のう薬やく、あるいは人間サプリメントとでも呼ぶべき子なわけ。それも峻護、あんた専せん用ようのね」





　　　　＊





　この結果をことのほか喜んだのは、他ならぬ真由当人であった。


「二ノ宮くん、わたしうれしいです！」


「そ、そうかい？」


「はい！　とっても！」


　真由は、峻護が思わずたじろぐほど満面に笑みを咲さかせて、


「だって、何の役にも立たなかったわたしの力がこんな形で役に立つなんて、思ってなかったですから。それにいつも迷めい惑わくばかりかけてる二ノ宮くんに、これで少しは恩おん返がえしができそうです。こんなうれしいことはありません。わあ、うれしいなあ」


　とびきりおいしいケーキでも食べたみたいに顔をくしゃくしゃにし、身を震ふるわせ、あるいは小こ躍おどりして、全身で喜びを表現する真由。はしゃいでいる、あるいは浮うかれていると表現して差し支えないほどの喜びっぷりである。


「まあ確かに、真由はこれまで峻護くんに負ふ担たんをかけるところ大だったからね」


　美樹彦もにこにこしながら、


「思えば峻護くん、日々の激げき務むにもかかわらず君が平へい然ぜんとしていられるのは真由のおかげだったのだろうね。いや、これは順序が逆かな。真由が君に与えている負担を、真由自身が帳ちよう消けしにしているとも取れるのか。とすれば、これは収しゆう支しの関係においてぴったりバランスが取れているというわけだ」


「ですから二ノ宮くん、これからは少しでも疲れを感じたり体たい調ちようがよくないなと思ったら、すぐにわたしに言ってくださいね。わたしがすぐに治しますから！」


「ああ、うん。よろしくたのむよ……って言っていいのかな？」


「いいえ。百パーセント純じゆん粋すいに喜ぶにはまだ早いと思うわ」


　真由の喜びように釘くぎをさすように、涼子が異い論ろんをはさんだ。


「真由ちゃんは薬のようなものだとは言ったけど……薬というのはね、認にん可かが下りて実じつ用よう化かするまでには、長く厳きびしい実じつ地ち検けん査さが必要になるものなの。効こう果かが正確にわかっていないものを乱らん用ようするのは危き険けんが伴ともなうものだから。わかるわね？」


「はい……それは確かに。じゃあ、わたしがむやみに二ノ宮くんに触って『薬』の役に立とうとするのは、やめたほうがいいということでしょうか」


「いいえ、まったく逆ぎやくよ。あなたが峻護の『薬』として役に立ちたいのであれば、むしろ積せつ極きよく的てきにその効果を試ためしてみるべきだわ。ただし、わたしや美樹彦が監かん督とくしているもとで、きっちり安全を管かん理りした上で、ね。美樹彦の考えはどう？」


「僕も涼子くんの意見を是ぜとする。すぐにでも実地検査を始めるのが吉だろう」


　保ほ護ご者しやふたりの意見はまとまったようであり、真由も力強く頷いている。


　峻護にしてみても思わぬ恩おん恵けいを受けられるかどうかの分かれ目であり、むろん否いなやはなかったのだが──実地検査の意味を深く考えなかったことを、彼はすぐに後こう悔かいすることとなる。





　　　　＊





　翌よく日じつの晩ばん、二ノ宮家においてさっそく実地検査のための時間が割さかれた。


「さて、検査の方ほう針しんだけど。この場合に問題となるのは、精気を吸収する量りようが峻護の体調にどの程てい度どえ影いき響ようをおよぼすか、という点よね」


「うむ、そのとおり。だが真由は能力をコントロールできないわけだから、精気吸収量の調ちよう節せつに関してはいろいろ工夫しなければならないだろうな」


　わざわざ白はく衣いに着替えて準じゆん備び万ばん端たんな涼子と美樹彦が、検査過か程ていの最終的なチェックを取り交わしている。二ノ宮家にいくつもある空き部屋のひとつには、どこから持ち込んだのか様さま々ざまな機き材ざい類るいが山のように運び込まれ、大学の研究室さながらの光こう景けいを呈ていしていた。


「まったく、相あい変かわらずやることが派は手でというか大げさというか……」


　峻護は部屋を埋うめ尽つくす機材類を呆あきれ顔で眺ながめながら、


「こんな機械をわざわざ持ってこなくても、必要な機材がそろった施し設せつにおれたちが出で向むけばよかったんじゃないのか？」


「馬ば鹿かね。これは『高度にプライベートな事じ案あん』に関して慎しん重ちようなあんたのための配はい慮りよ、って側そく面めんもあるのに」


「おれのための？　どういうことだ？」


「そのうちわかるわ。さ、時間がもったいないし、始めましょうか」


　峻護と真由は脈みやく拍はくや体温の計けい測そくといった事じ前ぜん検査をざっとすませた後、なんだかよく分からないコードの数々を大量に取り付けられてから、お互たがい向き合う形に立たされ、


「それじゃ始めるわよ。心の準備はいいかしら？」


「はいっ、いつでもいけます！　よろしくお願いします！」


　威い勢せいよく返事をする真由。どちらかといえば話の流れでこの場にいる峻護とは違い、やる気満まん々まんといった様子だ。


「それじゃ、ふたりとも呼こ吸きゆうを整えてリラックスして。──そう、それでいいわ。それじゃ検査の第一段だん階かい、いくわよ」


　手元のファイルになにやらペンを走らせつつ、いかにも学がつ究きゆう然ぜんとした声と態たい度どで、涼子が最初の指し令れいを発した。


「まずはお互たがいの手を握にぎり合ってちょうだい」


「……だ、そうだ。ええとじゃあ……握ろうか？」


「あ、はい、お願いします。ええと……こういう場合、どちらから先に手を出したほうがいいんでしょうか……？」


「さ、さあ？　ええと……月村さんから？」


「わ、わたしからですかっ？　で、でもこういうことは男のひとから先に……」


「あーもうまどろっこしいわね。幼よう稚ち園えん児じじゃないんだから、手を握るくらいちゃっちゃとやりなさい」


　涼子に叱しつ咤たされて顔を見合わせ、結けつ局きよくはふたりいっしょにおずおずと手を差し出した。


　砂の細さい工くに触ふれるようにそっと真由の手を握ると、峻護のそれに温かい肌はだの感かん触しよくが伝わってくる。しばらくそのままでいると、身体からだの全体からゆっくりと体力が落ちていくような感覚に捕らわれた。真由と触れた際さいに感じる、いつもの感覚である。


　そのまま数分間、気き恥はずかしい思いで真由の手を握っていると、


「はい、離はなしていいわよ。今日の検査はこれで終わり。ふたりともおつかれさま」


「え？　検査って、これだけ？」


　きっと大おお掛がかりな検査になるだろうとそれなりに心こころ構がまえしていた峻護は、いささか拍ひよう子し抜ぬけの気分である。


「峻護。物もの事ごとには段階ってものがあるでしょう。これは新しん薬やくを人体に試ためすのと同じようなものなんだし、だとすれば真由ちゃんという『薬』をはなっから大量に投とう薬やくするなんてありえない話だわ」


「でも涼子さん、わたしまだまだいけます。できればもう少し検査をつづけたいんですが……」


「はやる気持ちは分かるけど、今日はここまでよ真由ちゃん。検査の結果を検けん証しようする時間も必要だし。それにどうせ近い将しよう来らい、もっとがんばってもらうことになるでしょうから」


　涼子の言葉はまったくの事じ実じつだった。


　手を握ったり、あるいは腕うでを絡からめたりする検査を幾いく日にちか経へた後、ふたたび仮か設せつの検査室である。


　例によって雑ざつ多たなコードをごちゃごちゃ取り付けられ、様さま々ざまなデータを取られた後、


「峻護、体調はどう？」


「いつもどおり……かな。特によくも悪くもないような気がする」


「真由ちゃんの『薬』としての効こう果かはあったと実感できる？」


「いや……正直なところ、よくわからないな」


「そ。じゃあ真由ちゃんはどう？　体調に変化とかはない？」


「いえ、特に変化はないと思います。わたしもいつもどおりです」


「オーケー。じゃ、今日は検査をもうちょっと高度な段だん階かいに進めるわ。とりあえず峻護、あんたはこれをつけなさい」


　言って、なにやら細長い布ぬの切きれ状じようのものを渡してきた。


「これは？」


「目め隠かくしよ。しっかり結びなさいね」


「目隠し……って、なんでそんなものが？」


「今日の検査は服を脱ぬいでやるからよ。あんたが真由ちゃんのあられもない姿すがたを観かん賞しようしたい気持ちは理り解かいするけど、今回は我が慢まんしなさい」


「誰がそんな不ふ埒らちなことを！　──って、ちょっとまった。服を脱ぐのか？　それは初はつ耳みみだぞ？」


「事じ前ぜんに教えといたらぐずるだろうと思って言わなかったのよ。いいからとっとと目隠しをして、さっさと脱ぎなさい。パンツとシャツは着てていいから。二ノ宮家の男ならその程てい度どのことで動どう揺ようするんじゃないわ。ぐずぐずしてるとわたしの手で脱がすわよ？　見知らぬ人間に半はん裸ら姿を見られたくないだろうと配はい慮りよして、検査機材をわざわざ家に持ち込んだんだから」


　姉の本気声にせっつかれ、ほとんど抵てい抗こうも反はん論ろんもできぬまま言うとおりにする峻護。真まっ暗くら闇やみになった視し界かいの中、涼子と真由の声だけが冴さえ冴ざえと耳に届とどく。


「ほら、真由ちゃんも脱ぎなさい。峻護は目隠ししてて見えてないから」


「えっ？　で、でもわたし、その」


「今日の段階の検査では、接せつ触しよくする肌はだ面めん積せきを広げることが不ふ可か欠けつなのよ。脱いでくれなければ検査を進めることはできないわ」


「あう……」


「もちろんこの検査は、検査を受ける当人たちの同意が前ぜん提てい。ここでギブアップするのも選せん択たく肢しのひとつだし、どういう選択をするかは真由ちゃん次し第だいだけど。どうする？」


「…………。わかりました。やります。やらせてください」


「いい覚かく悟ごね。じゃ、さっそく脱いでちょうだい。──あら、今日はキャミソールなのね。じゃあそれ以上は脱がなくていいわ。いまのところは」


「いまのところは？　って、どういう意味だ姉さん？」


「峻護、あんたはマネキンみたいにひたすらじっとしてればいいの。指一本動かさず、舌したひとつ動かさないようにしてなさい。わかった？」


　ぴしゃりと言いつけられて口を閉ざす峻護に、さらなる指し令れいが下される。


「じゃあ峻護、真由ちゃんを抱だきなさい」


「だ、抱く……っ？　って、どういう意味でっ？」


「あんたが想そう像ぞうしたほうじゃない意味での『抱く』よ。とりあえずは抱ほう擁ようだけしてくれればいいわ。いまのところは」


「いまのところは、って……」


「さっさとやりなさい。あんたはともかく、脱いだままの真由ちゃんが風か邪ぜでも引いたら大変でしょう？」


「ああもうわかったよ……ええと、それじゃあ月村さん、そういうことだから。失礼してもいいだろうか」


「は、はいっ。ふつつかものですが、よろしくです！」


　がちがちに硬くなっている様子が目に浮かぶような声で宣せん言げんすると、真由がこちらに近づこうと一歩前に出る気け配はいがあった。


「だいじょうぶ……だいじょうぶです……服、ちゃんと着てるし。……薄うすいけど」


「ええと月村さん？　おれはこの通り目隠ししてるから、月村さんが目の前に来ているって以上のことはわからなくて。できれば君のほうからその、抱擁してくれると、より安全で確かく実じつだと思うんだけど。どうだろう？」


「わ、わたしからですかっ？　ええとそれはですね、いかにもハードルが高いというか、できれば男の人からお願いしたいというか……あ、でも二ノ宮くんは目隠ししてるんですよね……あ、じゃあこうしませんか？　わたし、二ノ宮くんがやりやすいようにうまく近づいて、ベストポジションを確保します。そのまま腕を『がばっ』としてくれれば『ぎゅっ』てできる感じに。それならどうでしょう？」


「うん、そうか。うん。それがいいかもな。じゃあ……お願いしようか」


「了りよう解かいです。では──いきます」


　こほんこほんという咳せき払ばらいの音。次ついで、さらにぐぐっと近づいてくる気け配はい。


　そして至し近きんから聞こえる声。


「……おーけーです。最さい適てきの位置を確かく保ほできたと思います。いつでもいけます」


「そうか、よし。じゃあいくよ」


　いくら検査のためとはいってもこれはきわどすぎるな……そう思いつつもなんだかんだで指令に従したがっているのは、検査にのぞむ姉の態たい度どが存ぞん外がいに真ま面じ目めなものだからだろうか。


　ともあれ、峻護は広げた右腕と左腕の距きよ離りを、ぐっと狭せばめる。


　子こ犬いぬのように縮ちぢこまる真由の身体からだがすっぽりと胸の中におさまった。細いくせにやけにボリュームのある、女の子のやわらかい身体が。


（うおおお……）


　途と端たん。峻護の脳のう髄ずいを、煩ぼん悩のうが電でん撃げきのように走った。あらかじめ覚かく悟ごはしていたが──あらゆる男性の理性を蕩とろかすサキュバス少女の、この魔ま性しようの魅み惑わくはどうであろう。焼きたてのパンをふたつに割わった時の白い部分みたいな温かくてもちもちした肌。その肌からふわっと立ちのぼって鼻び腔こうをくすぐる花のような香かおり。ことのほか、みぞおちの部分にあたるふくよかな感かん触しよくが危き険けんであった。お互たがい薄うす着ぎだけに、文字で表現するのさえはばかられるあれやこれやの起き伏ふくもばっちりトレースできてしまうのである。目隠ししていればまだマシかと考えたのはまったくの浅はかだった。見えないことによってかえって想像力が刺し激げきされ、いっそう始し末まつに悪いのだ。


（いかん。いかんぞおれ。ここは意い地じでも耐たえなければ……）


　いっさいの視し覚かく的てき情報はシャットアウトされているというのに、月村真由という少女は触しよつ覚かくと嗅きゆう覚かくがもたらす情報だけでも十分に男を籠ろう絡らくできてしまう。それもまったく無む意い識しきのうちに。サキュバスのサキュバスたるゆえんであるが、むろん、この場合の峻護にとっては災さい難なん以外の何なに物ものでもない。


（にいちがに、ににんがし、にさんがろく、にしがはち……）


　理り性せいを保たもつための奥おう義ぎ・九九を唱となえなければ耐えられそうにない、それほどの刺激が津つ波なみのごとく彼を襲おそっていた。おまけに今日は接触している肌面積が広いだけに、精気も大いに吸い取られていくわけで、もはや色んな意味で朦もう朧ろう状じよう態たいである。


「オーケーもういいわ、おつかれさま」


　ようやく涼子から許しが出て、峻護は貞てい操そう的てきに危き険けん極きわまる苦く悶もんから解かい放ほうされた。


「だ、だいじょうぶですか二ノ宮くん？　気分とか悪くないですか？」


「ああ、なんとか。だいじょうぶだ」


　気き遣づかわしげに声をかけてくる真由に礼をいい、崩くずれそうになるひざに気合を入れてどうにか姿し勢せいを保つ。


「さすがにこの段だん階かいになるとかなりこたえるようね。気分はどう？」


「おれは……とにかく、疲れた。でもこの疲れが精気を吸われたことによるものなのか、精神的な負ふ担たんによるものなのかは区く別べつがつかないな。月村さんの『薬』効こう果かはすぐに現れるわけじゃないし」


「真由ちゃんはどう？」


「わたしはぜんぜんだいじょうぶです。問題ないです」


「わかったわ。それじゃふたりとも、今日はゆっくり休みなさい──と言いたいところだけど」


　ファイルに書き込みをするペンを指先でくるりと回しながら、


「家か事じやらなんやらのノルマはきちんとこなすように。できるだけいつもどおりに暮らした方が、『薬』のある時とない時との比ひ較かくがしやすいから」


「うげ……」


「明日以い降こうもしばらくはこんな感じで、少しずつ接せつ触しよくする時間を延のばしていきましょう。接触している肌面積もだんだん広くしながら、ね」





　　　　＊





　その後しばらくは、生まれたままの姿一歩手て前まえの真由ときわどい抱擁をくりかえす検査の日々が続き、峻護は絶たえずあっぷあっぷの状態であった。


　ただしそれは精神的な意い味み合あいに限ってのことである。肉体的にはむしろ、『投薬検査』を始める以前よりもはるかに快かい調ちようであった。検査の直ちよく後ごこそどっと疲れるのだが、しっかり栄えい養ようを取ってぐっすり眠った翌よく朝あさには前日以上に回かい復ふくし、みずみずしい精気があふれてくるのが、わずかながらも実じつ感かんできるのだ。真由の薬効果は確たしかに現れている。そのことを峻護は素す直なおによろこび、真由はそれ以上によろこんだ。


　そして検査は次の段階に至いたる。





　　　　＊





　その日、検査開始当とう初しよよりはるかに念ねん入いりな健康状態チェックを経へてから、目隠しと脱だつ衣いをすませ、こればかりは何度くりかえしても慣なれそうにない抱擁実験を始めたところへ、涼子が新たな指し令れいを下した。


「今日からはさらに一歩踏ふみ込んだ検査をするわ。真由ちゃん？」


「はい」


「峻護にキスしてちょうだい」


「へっ？」


　と奇き声せいをあげたのは峻護のほうである。


「ちょ、姉さん、それどういう意味？」


「言葉どおりの意味よ。精気というのは本ほん来らい、人間の粘ねん膜まく部分を経けい由ゆしてこそ多た量りように授じゆ受じゆができるもの。ここから先はくちびると舌したを通してより多量の精気を吸ってもらい、経けい過かをみることにするわ」


「いやしかし、いくらなんでもそれは──」


「くちびるとくちびるでやれとは言わないわよ。するのは真由ちゃんのほうだし、あんたはじっと突つっ立たってればいいわ。それともくちびる以外の粘膜を経由した方法がいい？」


「いやいい。やめておく」


　直ちよつ感かん的てきに即そく答とうした弟へ、涼子はごく平へい坦たんな口く調ちようで、


「まあ検査に関しては一定の成果を得ているし、リタイアするというのであればそれでもかまわないわ。どうするかは当とう事じ者しやたるあなたたちが決めなさい。わたしも美樹彦も無む理り強じいするつもりはないから」


　姉にしてはまっとうで穏おん当とうな意見である。そういうことであれば峻護としてはとるべき方ほう針しんも自おのずと決まるのだが、


「あの、二ノ宮くん」


　腕うでの中にいる相方のひたむきな声が流れを変えた。


「わたし、自分の力がどこまで二ノ宮くんのお役に立てるか、知りたいです。その、き、キス──なんて、くちびるとくちびるじゃなくたって気軽にやるべきことじゃないと思うし、二ノ宮くんにとってはご迷めい惑わくかもしれないですけど、でも」


　目隠ししていてもわかる。彼女は乞こい願う瞳ひとみで、強い意い志しに輝かがやく瞳で、まっすぐこちらを見上げているのだろう。


「わたし、できるところまで試してみたいです。お願いします。させてください」


　ここまで熱心に懇こん願がんされて首を横に振れる峻護ではない。


「結けつ論ろんは出たみたいね。じゃあ真由ちゃん、最初のうちは身体の中心──気き脈みやくに近い部分を避さけて。できるだけ手足の先のほうから、徐じよ々じよに身体の中心の方へキスしていってちょうだい」


　涼子の指し示じを受け、数十瞬ものためらいを経てから、真由がおずおずと動き出した。


　最初は右手の中なか指ゆびだった。爪つめの先に、まるで子こ猫ねこの甘あま嚙がみのような感かん触しよく。ぬめったくちびる、少しざらついた舌。


　ぞくっ──戦せん慄りつとも武む者しや震ぶるいともつかない何かが峻護の背せ筋すじをはいのぼる。とっさに頭の中を真っ白にして煩ぼん悩のうの侵しん略りやくを阻そ止しし、崩ほう壊かいしかけた理性をすんでのところで支えきる。過か去このきわどい検査の数々が五ご歳さい児じのお遊ゆう戯ぎに思えるような、それは恐ろしく淫いん靡びな感触だった。


　ここからは絶ぜつ体たい絶ぜつ命めいのピンチの連続だった。右手の指を一本一本ついばんだ後、それ自体が一個の生き物であるかのように艶なまめかしく動く真由のくちびるは、ぬめりを帯おびた線を引いて手首から肘ひじ先さき、そして肩の上までを丹たん念ねんに蹂じゆう躙りんしていく。ここまでの過か程ていで峻護が野や獣じゆうと化さなかったのは、彼の強きよう靭じんな意志によるものというよりはほとんど奇き跡せきの産さん物ぶつといえた。重じゆう々じゆう承しよう知ちしているつもりではあったが、月村真由のサキュバスとしての魅み惑わくはこれほど強きよう烈れつに男の劣れつ情じようを刺し激げきするものであったのか。むろん彼女は意い識しきしてそうしているのではあるまいが──


（ん……？）
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　そのときふと、峻護の頭の片かた隅すみで違い和わ感かんの黄信号が点ともった。それはおそらく、真由とひとつ屋根の下に暮らし、また目め隠かくしして肌と肌を接するという検査を繰くり返した彼のみに気づけたわずかな差さ異いだったろう。


　真由の様子が何か変だ。


　ほとんど虫の知らせとでも言うべき──いや、もう錯さつ覚かくとか思い過すごしと片付けても問題なさそうな違和感ではあった。だがその引っかかりが、煩悩に霞かすみかける峻護の意識をわずかに覚かく醒せいさせ、そして次の瞬しゆん間かん。


　腕の中の重みが不ふ意いに消しよう失しつした。


「……？　月村さん？　月村さん！」


　床ゆかに落ちる前に彼女の身体を支えられたのは、日ごろの訓くん練れんの賜たま物ものであろうか。


「月村さん、しっかりして月村さん！」


　が、ぐったりと四し肢しを投げ出した真由の肩を揺ゆらし、意識を失っている彼女の意識を回かい復ふくさせようと試みたのは失しつ態たいといわざるを得なかっただろう。


「やめなさい峻護、あんたが狼ろう狽ばいしても何の役にも立たないんだから。どいて」


　駆かけ寄ってきた姉に押しのけられ、呆ぼう然ぜんたる面持ちで腕の中の少女を手て放ばなす。


「まいったわ……事じ前ぜんの検査で得たデータの値はまったく正せい常じようだったのに、見えないところでかなり無む理りしてたのね。肌は真っ青で脈みやくもバラバラ。どう？　美樹彦」


「どれどれ……うん、ぱっと見はひどいが、幸いにも軽けい度どの症しよう状じようのようだ。すぐに処しよ置ちをほどこすが、万一の場合に備そなえて緊きん急きゆう医い療りよう班はんの召しよう集しゆうをよろしく頼たのむ」


「じゃ、ベッドのある部屋に運んで。わたしは連絡をつけるから」


　一いち連れんの様子を、峻護は無む為い無む策さくに見守るしかなかった。





　　　　＊





　……リビングのソファで額ひたいを押さえたまま、どれほどの時間が経たっただろうか。


「ああ、ここにいたのかい峻護くん」


　ドアを開けて現れた美樹彦が、峻護の向かいのソファに腰こしを下ろして、


「そう心配することはない。意識はもう戻ったし、べつに後こう遺い症しようとかも残らないよ」


「……すいません。あんなふうになるまで気づかなくて。おれの責せき任にんです」


　いたわりの言葉をむしろ振ふり切るように、峻護は自分を責せめた。


「倒れる直前、薄うす々うすだけどなんかおかしいな、とは思っていたんです。なのに何もできなかった。保護者役失しつ格かくですね」


「馬ば鹿かを言っちゃいけないよ。あの子が床に倒れる前に抱きとめてくれただろう？　事前に違和感を察さつ知ちしていなければあそこまでいい反応はできなかったにちがいない。何もできなかった、というほどのことはないと思うがね。それに責任云うん々ぬんを口にするのであれば、監督役たる僕と涼子くんこそ責めを負うべきだ」


「ですが……」


「ともあれ、今回は大だい事じに至いたらなかっただけでも良しとしよう。失敗は後の教きよう訓くんとして生かせばいい。それよりまずは、真由の症しよう状じようを説明しておきたいんだが、かまわないかな？」


　一いつ拍ぱくおいて峻護がうなずくのを待ってから、美樹彦は話し始めた。


「今回真由に起こった事じ態たいは表面上、ときどき彼女が精気不足で倒れるのと症状的には同じようなものだが──内実は少しばかりちがう」


『薬』としての真由の能力が、原理的には瀉血と似にたようなものなのではないかという仮説は間ま違ちがっていなかった、という。ただし、ひとつだけ肝かん心じんなところを見落としていた。瀉血であれば外部に廃はい棄きしてしまえば済む悪血──この場合は淀よどんだ精気──が、いったいどこに行き着くのかという点である。


「真由の能力は、精気と同時に相手の体内に溜たまった淀んだ精気をも吸い出す。が、悪いことに吸い出した後の淀んだ精気は、真由の中に留とどまってしまうようなのだ。清らかで有用な精気は吸収できないというのにね。困ったものだ」


「つまり、月村さんの中に溜まった負の精気が、彼女に悪影響をおよぼした、と？」


「そういうことになるな。だが峻護くん、君が必要以上に責任を感じることはない。さっきも言ったがもう済んでしまったことだし、それに検査の過か程ていをかなり性せい急きゆうに設せつ定ていしてしまった僕も悪い。もっと慎しん重ちように事ことを進めていればおそらくは気づけたはずだからね。いかに真由本人の希望があったとはいえ……」


「月村さんの希望……？」


「ああ、これも本人の希望により君には黙だまっていたがね。ほとんど朝昼晩とせっつかれていたものだよ──もっと早く検査を進めてくれ、一日でも早く二ノ宮くんの役に立ちたいから、と言ってね」


「…………」


「ちなみに、今回の一連の検査を始めるきっかけとなった最初の検査。あれなどは峻護くん、君は検査をしたことすらすっかり忘れていたようだが──真由はちゃんと覚えていてね。あのころも毎日のように催さい促そくを受けていたよ。検査の結果はまだか、まだか、とね。ついでに言えばその当時、彼女は君の知らないところで様々な検査に協力してくれていた。どうしてそこまで真由が積せつ極きよく的てきだったかについては……まあ、説明は要いるまい」


「…………」


　口をつぐんだ峻護に何かを促うながすような一いち瞥べつをやってから、「ふう」と大きく息をついて、


「さて、そこで今後の対たい応おうだが。僕と涼子くんの間ではすでに結けつ論ろんは出ている。真由の『薬』としての能力は当とう面めんのあいだ封ふう印いん。ただし研究自体は外部に委い託たくして継けい続ぞく、安全に利用できる方法が見つかるのを気長に待つ──といったところだ。異い論ろんはあるかな？」


「…………いえ、ありません」


「うむ。まああれだ、真由に触ふれることにそう過か敏びんになることはないよ。今回みたいに継続して長時間接触しなければ問題はないからね。まあ君にとってはいよいよ欲よつ求きゆう不ふ満まんの種たねがつきないというところだろうが、がまんしてくれたまえよ。──さて」


　いつもの冗じよう談だん口調で話を締しめてからソファを立ち、


「これから僕は真由のところへ行って、今したのと同じ話をしなきゃいけない。峻護くん、君は今日ぐらいはゆっくり休んで──」


「待ってください」峻護もまた立ち上がり、美樹彦を呼び止めた。「月村さんには、おれから伝えさせてもらえませんか？」


「君から？　しかし──いいのかい？」


　珍めずらしく戸と惑まどった様子で問い返す美樹彦に決けつ然ぜんとうなずき返し、


「はい。これはおれの役目だと思いますから」


「…………。わかった。よろしく頼たのむ」


　峻護は、このつかみ所のない青年が頭を下げるのを、初めて見た。





　　　　＊





　ドアを開けるとすでに真由はベッドから半身を起こしており、峻護に申もうし訳わけなさそうな顔を向けてきた。


「すいません二ノ宮くん、お騒がせしちゃって……」


「いや、気にしないでくれそんなことは。それより体たい調ちようはどうだい？」


「はい、だいじょうぶです。まだちょっと身体が重いけど……明日にはベッドからも出られるだろうって、兄さんと涼子さんが」


「そうか。それならよかった」


　ベッドのそばのチェアに腰こし掛かけながら、


「ところで月村さん、ひとつ訊ききたいんだけど」


「はい、なんでしょう？」


「おれも姉さんも美樹彦さんも、だれも気づかなかったけど……体調の変化に、君自身は気づいていたんじゃないか？」


「……はい、ごめんなさい。何日か前から、なんだか違和感があるような気がしてはいました。でもそこまでひどいものだとは思ってなくて、今日の検査もきっとだいじょうぶだろうって……ごめんなさい、今回のことはわたしの自じ業ごう自じ得とくです」


　美樹彦の話を聞いた今となっては、とうてい真由を責せめる気にはなれなかった。


　かわりに、美樹彦から聞いた今回の顚てん末まつを話して聞かせるという、自ら望んで引き受けた憂ゆう鬱うつな役目を黙もく々もくと果たすと、


「……そうですか。やっと二ノ宮くんのお役に立てると思ったんですが……」


　だが真由の表情に翳かげが差したのは一いつ瞬しゆん、すぐに明るい笑顔を咲さかせ、


「仕し方かたないです。『薬』の役に立てなかったのは残念だけど、なにか他のことでがんばります。二ノ宮くんにはいっぱいお世せ話わになってるから、ちゃんと恩おん返がえししなきゃですから」


　エヘヘと笑顔を繕つくろいながら──普ふ段だんの彼女ならとうてい見せそうにない、わざとらしいほど明るい笑みを顔の表面に貼はり付けて、真由はガッツポーズをしてみせる。峻護は、彼女の顔から目を逸そらさないようにするのが精せい一いつ杯ぱいだった。


「──月村さん」


　逡しゆん巡じゆんしたのは一瞬。己おのれの心の奥から湧わいてくる欲求に素す直なおに従したがい、峻護はおそらく生まれて初めてであろう行こう動どうに出た。
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　笑顔だけどその実、泣き出すのを我が慢まんしているようにしか見えない同居人の少女にまっすぐ手を伸のばして、


「──わっ、わわっ。ど、どうしたんですか二ノ宮くん……？」


　ちいさな頭の上に手のひらを乗せ、ぐりぐりとかき回したのである。


「なななななんですかっ？　どうしたんですかいきなり？」


「なんでもない。ただ、こうしたかっただけ」


「で、でもそんなことされたら、髪かみがくしゃくしゃになっちゃいますよう……」


「いいじゃないか。くしゃくしゃになったらまたブローしなおせばいい。それに髪ならたぶん精気を吸われることもないだろうし」


「あうう……」





　困ったような顔であたふたする真由の頭を、峻護は乱らん暴ぼうな手つきで撫でつづける。


　目いっぱいの労いたわりの気持ちと、これからも彼女を支えていこうという決けつ意いを込めて。







おしまい





涼りよう子こ、被ひ災さいするのこと







　神じん宮ぐう寺じ学がく園えん高校の教きよう職しよく員いん棟とう一階、グラウンド全体を見渡せる日ひ当あたり良りよう好こうな位置にその部屋はある。


「まったく、真ま由ゆちゃんの体たい調ちようには気を遣いなさいとあれほど言ってるのに……」


　その部屋──保ほ健けん室しつの主である二にノの宮みや涼りよう子こは来らい客きやくの介かい抱ほうを終えて一息つくや、呆あきれ声で言い放った。


「家か事じやら武ぶ道どうやらが満足にこなせないのはまだしも、かよわい女の子ひとりの健康維い持じにさえ不ふ都つ合ごうする……無む能のうな弟を持つと苦労が絶たえないわ。ねえ峻しゆん護ご？」


「……面めん目ぼくない」


「あの、涼子さん。悪いのはわたしであって二ノ宮くんじゃないですから──だから、あまり二ノ宮くんを怒らないで……」


「いいのよ真由ちゃん。弟を甘あまやかしたってろくなことはないんだから。そもそも峻護、あんたって男の度どし難がたいところは──」


　普ふ通つうとは少々異ことなった意味で虚きよ弱じやく体たい質しつの月つき村むら真由が体調不ふ良りようを訴うつたえて保健室に運ばれ、校医である涼子が処しよ置ちを施ほどこし、真由の保ほ護ご者しや役である峻護が監かん督とく責せき任にんを問われて説せつ教きようを受ける──言ってみればまあ、この学園における日にち常じよう茶さ飯はん事じの光こう景けいが、保健室内では展開されている。


「体術の技ぎ量りようや料理の腕うではもちろん、わんこソバの大食い競きよう争そうからクロスワードパズルの早はや解ときに至るまで──二ノ宮家の男子でありながらどの分ぶん野やをとっても姉に勝てず、しかもそれを恥はじとも思わず、いつまでたっても姉の下か風ふうに立つのをよしとする。こんな軟なん弱じやくな弟を持たなきゃいけないなんて情けないったらないわ。猛もう省せいしなさい」


「そんなこと言われても、そもそも姉さんの能力が高すぎるんだよ。おれだって努力してないわけじゃないんだ。姉さんの能力が不ふ条じよう理りなまでにはるか先を行き過すぎてる、ってことももうちょっと自じ覚かくしてくれていいんじゃないか？」


「そうですよ涼子さん。涼子さんはちょっと厳きびしすぎです。空中を飛び跳はねてるノミをつまようじの先で刺させるようなひとに、普通のひとの気持ちはわからないと思います。もうちょっと二ノ宮くんのことを評ひよう価かしてあげてください。普通の基き準じゆんからみれば二ノ宮くんは十分にすごいし、がんばってるんですから」


「峻護は泣きごと言うの禁きん止し。真由ちゃんは峻護をあまり甘やかさないこと。泣きごとも甘えも人間の向こう上じよう心しんを腐ふ食しよくさせる最悪の毒どくだわ」


　ぴしゃりと断だんじる姉は今日も理り不ふ尽じんに容よう赦しやなく、そんな彼女に峻護は今日も頭が上がらず、真由はふたりの間に入ってあわあわ取りなすのだが功こうを奏そうさない。


　そう。それはこの三人が顔を合わせるたびにほとんど毎度のごとく繰くり広げられる、何の変へん哲てつもないひとコマであり、いつもと変わらない日常風景が判はんを押したように展開していたのだ──この瞬しゆん間かんまでは。


「…………。嫌いやな予よ感かんがするわ」


　ふいに弟を糾きゆう弾だんする矛ほこ先をおさめ、涼子がやけに深しん刻こくげな声でつぶやいたのが、一いち連れんの騒さわぎの皮かわ切きりとなった。


「え？　なにが？」


　唐とう突とつな姉の豹ひよう変へんぶりに面めん食くらいつつ、峻護が問いただす。しかし涼子は弟の声など耳に入ってないかのように、


「なんなのこの悪お寒かん？　なんなのこのプレッシャーは？　まるでひとけのない真夏の夜道を歩いてる時に、マスクとサングラスをしたコート姿すがたのオッサンが前方からやってきたみたいな……いいえ、いいえ。このねっとりした鬱うつ陶とうしい感かん触しよくはそんなチンケなのとは比くらべ物ものにならないわ。いったいなんなのこれ？」


「？　涼子さん、いきなりどうしちゃったんでしょう？」


「さあ……？」


　突とつ如じよとして雰ふん囲い気きの変わった校医の様よう子すに、峻護と真由が顔を見み合あわせた、その時。


「たっ、だいま──────────っ！」


　がらがらがしゃん！　と派は手でな音を立てて保健室のドアが開き、けたたましい声が部屋中のガラス製せい品ひんを粉ふん砕さいせんばかりの勢いで鳴なり響ひびいた。


「やあ、お久しぶり我わが保健室くん！　元気してたかい？　風か邪ぜなんか引いたりしてなかったかい？　なーんて、保健室が風邪なんて引くはずおまへんがな！　なははははは！」


「…………」


　峻護は目を瞬またたかせつつ、保健室に躍おどり込んできた騒がしい人物を見やった。


　歳としは二十の半ばごろ、白衣に身を包んだ長身の美人である。ハロゲンライトのような突つき抜けて明るい笑顔よりも、白衣の胸のあたりにライフルの薬やつ莢きようのごとくズラリとならべたアンプルの小ビンよりも真っ先に目につくのは、ポニーテールにした長い髪かみ。踵かかとまでとどきそうなほど伸のばした長髪の束たばは赤、オレンジ、黄、緑、青、藍あい、紫むらさき、の七色に染そめ分けられ、クリスマスの電でん飾しよくのように彼女の容よう貌ぼうを彩いろどっている。


　えらくきらびやかなその女性に、峻護は心当たりがあった。


「虹にじ絵え先生……ですよね？」


「ん？　おおっ？　君は二ノ宮の峻ぽんではないか！　変わりないようで何よりだっ」


「……あの、二ノ宮くん。お知りあいですか？」


　くいくいと袖そでを引いてくる真由へ、


「ん？　ああそうか、月村さんは転校してきたから知らないのか。このひとは七なな沢さわ虹絵さんといって、ちょっと前までうちで校医をしてたひとだよ。おれは事あるごとにこのひとから雑ざつ用ようを押し付けられてたから、よーっっく知ってる」


「そうそう、その七沢でっす。よろしくねカワイコちゃん！」


　びしっ、と垂すい直ちよくに手を挙あげて無む駄だに勢いきおいよくあいさつし、ハロゲンスマイルで真由をたじろがせる七沢虹絵。


「先生。初しよ対たい面めんの人にぐいぐい迫せまられて月村さんがおびえてるので、もう少し控ひかえめに接してあげてください。ところで学園の校医の職をしりぞいたって聞いてますけど、辞やめたはずのあなたがまたどうしてここに？」


「そりゃ峻ぽん、決まってるっしょー」


　極ごく楽らく鳥ちようみたいな髪をばっとかきあげて芝しば居いがかったポーズを取りながら、


「わざわざ愛用の白衣まで装そう着ちやくしてここに登場した理由はひとぉつ！　神宮寺学園の校医に復ふく職しよくするためさ！　いやあ遊び歩くのにも飽あきちゃってさ、そろそろ仕事っぽいこともやっておこうかと……って、おや？　そちらにいるのは新しん任にんの校医さんかえ？」


　保健室にいた先客三人の最後のひとりにようやく気づき、ダチョウのように首を伸ばし、


「──って、おおおおおおうっ？」


　虹色の髪をもつ元校医は、目をまん丸にしてのけぞりつつ奇き声せいを上げた。


「涼きゅん！　涼きゅんじゃないのさ！　いやあこいつはおどろいた！」


「涼きゅん……？」


　えもいわれぬ形に顔をゆがめた峻護の横をすり抜け、元校医は二ノ宮涼子に見み事ごとなタックルをかまして床ゆかに押し倒たおし、相手の豊かな胸むな元もとにすりすりほお擦ずりしながら、


「ひっさしぶりだねえ！　元気してたかい？　ちゃんと歯は磨みがいてたかいっ？」


「…………」


　虹絵は旧きゆう友ゆうとの再会を懐なつかしんでいるかのような風ふ情ぜいだが、一方の涼子は青い顔で絶ぜつ句くしたまま視し線せんもうつろ。十秒以上かけてようやくしぼり出した言葉が、


「に、虹絵……なの？　他人の空そら似にとかじゃなく？」


「ああっ！　ひどいなひどいな！　心の友の顔を忘れちゃったって言うのかいっ？」


「なんてこと……あんたがこの学園の校医だったっていうの？　一生モノの不ふ覚かくだわ。知らぬこととはいえ、コレの後こう任にんをわたしが務つとめてただなんて……うう、魂たましいが穢けがれるのを感じる……」


「ええと、姉さん？　虹絵先生と知り合いだったのか？　いったいどういう関係──」


「峻護」


　瞬しゆん間かん。絶ぜつ対たい零れい度どの冷気によってなます切りにされたかのような錯さつ覚かくが、不ふ用よう意いな少年の全身をおそった。


「口数の多いヤツと詮せん索さく屋やは長生きできないのが世せ間けんってものよ。わかるわね？」


「は、はい、すいません姉さん」


　一切の追つい及きゆうを瞬時に封ふう殺さつされ、羊のように沈ちん黙もくする峻護。


「よろしい、聞き分けのいい子は長生きできるわ。さて──」


　と、一時の茫ぼう然ぜん自じ失しつ状じよう態たいから抜け出したらしい涼子が、手近にあったスチール椅い子すをおもむろに摑つかみ、


「とりあえず、どけ」


　なおもすりすりしてくる旧友の後頭部めがけ、躊ちゆう躇ちよなく振り下ろした。角っこの部分で。


『めぎょっ！』っという、人体が決して発してはならぬタイプの効こう果か音おんとともに沈黙する虹色女を尻しり目めに、涼子は白衣のすそを払はらいながら立ち上がり、


「ったく、暑苦しいったらありゃしない」


「ええと……姉さん？　いきなり殺人事件はまずいんじゃ……」


「この程てい度どで死んでくれるようなやつなら苦労しないわ。ほれ、いつまで寝ねたふりしてるのよ。起きなさい」
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「──にゃはは。いやあ、久しぶりに涼きゅんの一いち撃げきを食らって感かん激げきしてたのさあ。よっこらせ、っと」


　目をぱちくりさせる峻護と真由が見守る中、虹絵は傷ひとつなく平へい然ぜんと立ち上がり、


「さて、ひさびさに再会したことだし、積つもる思い出話もたーくさんあるんだけど……どうやらその前に解かい決けつしなきゃいけない問題が発生しちまったようだねェ？」


「そうらしいわね」


　正面きって向かい合う白衣の美女ふたり。上うわ背ぜいのある彼女たちが向き合うと、あたかもエベレストとマッターホルンが並び立っているかのような迫はく力りよくがある。


「今は涼きゅんが保健室のセンセーやってるみたいだけど、あたしも現場に復ふつ帰きしたいと思ってるんだぽ。でもってこの保健室はあたしのお気に入りなのさね。……というわけで涼きゅん、この場所をちょっくらゆずってくれないかにゃん？」


「お断ことわりよ。わたしにはここにいるべき理由があるし、あんたの頼たのみだってんならなおさらね。未み来らい永えい劫ごう、徹てつ頭とう徹てつ尾びお断りだわ」


「んんんんん！　涼きゅんが嫌がることは是ぜが非ひでも押し通してみたくなるんだなこれがまた。いいじゃんいいじゃん、今のあたしは勤きん労ろう意い欲よくに目覚めているのだ。お給料もいらないし、ここを使わせておくれよー」


「ごめんこうむるわ。百万歩ゆずってあんたがこの地上で呼こ吸きゆうするのだけは許してあげるから、とっととこの場から失うせなさい。五秒以内に」


　片方はあっけらかんとした笑顔を崩くずさず、一方はけわしく眉まゆ根ねをよせて火花を散ちらしあっている。その様よう子すを目まの当たりにしながら、峻護はある種しゆの戦せん慄りつ、あるいは感動に打ち震ふるえていた。二ノ宮涼子の──天てん上じよう天てん下げ唯ゆい我が独どく尊そん、強きよう大だい無む比ひなあの姉の、刃やいばのような視線を真っ向から受けながら平然としていられる人間が、よもやこの世に存そん在ざいするとは。


「んー、相あい変かわらず涼きゅんはガンコで意い地じっ張ぱりだねえ。じゃ、こういう方法はどうかしらん？」


　涼子にどれだけ睨にらまれようとどこ吹く風の元校医が、開けっぴろげな笑顔で提てい案あんする。


「あたしと涼きゅん、どっちがこの保健室の主としてふさわしいか、勝負するべさ」


「……勝負？」


「そそ。実際に保健室を利り用ようするのは生徒さんなんだからさ、生徒さんの投とう票ひようで決めてもらえばいいんだわさ。それなら文もん句くないっぽ？」


「…………」


　邪じや気きのない満面スマイルで「どうかにゃ？」と小首をかしげる昔なじみを、刃やいばのような眼がん光こうで睨にらみつけていた涼子だが、これ以上押し問もん答どうをつづけていても埒らちがあかないと踏ふんだのだろう。


「いいわ、その提案のみましょう。ただしひとつ条じよう件けんがあるわ」


「ふも？　条件とわ？」


　一呼吸おいてから、涼子は涼しい顔で、


「勝負を判はん定ていする裁さい量りよう権けんを、ここにいる二ノ宮峻護ひとりに与えること。つまり生徒や教きよう職しよく員いんを含めた外野が何を言おうとも、峻護ひとりの判はん断だんが他のあらゆる要よう素そに優ゆう先せんされる、ということね。その条件が容いれられるなら、この勝負受けてもいいわ」


「……いや、ちょっと待ってくれ姉さん。身内が審しん査さの全権を握にぎるなんて、それじゃあ勝負の公こう平へい性せいが……」


「あんたは黙だまってなさい峻護。──さあ、答えを聞かせてもらおうかしら？」


「ふみゅみゅ。どうしようかなん」


　あごに手を当てて悩なやめるポーズを取る虹絵だが、実際のところはとっくに結けつ論ろんが出ていたのだろう。すぐに赤せき道どう直ちよつ下かの太陽みたいな笑顔になると、


「おーけー、その勝負受けた！　検けん分ぶん役やくよろしく頼たのんだよ峻ぽん！」


　底抜けの、あるいは天てん井じようしらずの明るさで、峻護の肩をばしばし叩たたいたのだった。





　　　　＊





「なんだかヘンテコなことになっちゃいましたね、二ノ宮くん」


「いやはやまったく。まさかこういう展開になるとは思わなかった」


　教職員棟とうの廊ろう下かを並んで歩く真由が、いわく言いがたい顔で今回の騒そう動どうの感想を述のべた。明けて翌日の朝、保健室へと向かう道すがらである。


　二ノ宮涼子と七沢虹絵のふたりが保健室の主としての優ゆう劣れつを競うことが決まってすぐ、おおまかなルールは決定された。勝負の期間は三日間。期間中はひとつの保健室にふたりの校医候こう補ほが常じよう駐ちゆうし、どちらがより多くの生徒の支し持じを得ることができるかを峻護が判定。その結果をもって勝者を決する──という体てい裁さいになっている、のだが。


「これって、出来レースとか八や百お長ちようの類たぐいに属ぞくするよな。おれが姉さんを差し置いて虹絵先生に軍ぐん配ばいをあげられるはずないし……」


　事じ情じようを知らぬ者が聞けば『卑ひ劣れつ漢かん』『軟なん弱じやく者もの』と評価を下すこと確かく実じつな発言だが、峻護と涼子のヒエラルキーの上下を日ごろからよく知る真由のまなざしは、むしろ同情の色が濃こい。


「仕し方かたないですよ、相手は涼子さんですもん。ほかのどんなひとが二ノ宮くんと同じ立場に立ったって、同じ選せん択たくをすると思います」


「そう言ってくれるのはありがたいけど……やっぱり気が重いな、こういう役目は」


「それにしても、七沢虹絵先生ってどんな人なんでしょう？　あの涼子さんがあんなふうにペースを乱されるところ、わたし初めて見ました」


「おれもだ。虹絵先生がいろんな意味でスペックの高いひとだってことは前から知ってたけど……」


「でも、それにしたって変だとは思いませんか？　虹絵先生と話してる時の涼子さんって、まるでおびえているみたいに見えます」


　二ノ宮涼子がおびえる！　それは峻護の想そう像ぞう力りよくの埒らち外がいにある現げん象しようだった。一国の元げん首しゆでさえパシリに使えそうな、槍やりが降ふってきても傘かさも差さずに出歩きそうな、悪あく霊りようにとりつかれたらデコピンひとつで除じよ霊れいしてしまいそうな──そんな姉が、果たして何におびえることがあるというのだろう？


「……まあとにかくおれにできるのは、今回の勝負ができるだけ平へい穏おんに決着してくれるのを祈いのることだけだよ。どういう結末になれば平穏と呼べるのかは予想つかないけど」


「わたしも同感です」


　頷うなずきあいつつふたりは保健室の前に立ち、がらりと扉とびらを開けて、


「──お帰りなさいませ！　お待ちいたしておりましたご主人さまっ！」


　そこに信じがたいモノをみた。


「ね、姉さん……？」


　絶ぜつ句くした峻護がようやくしぼり出した声が示しめすとおり、そこにいたのは二ノ宮涼子である。ただし、彼の普ふ段だんからよく知る姉とは断だんじてちがう。


　腰こしを三十度にかがめ、ひざの上で丁てい寧ねいに両手をそろえ、やや上うわ目め遣づかいにこちらを見上げてきゃぴきゃぴの笑顔を向けてくるような人物は、峻護の知る二ノ宮涼子ではありえないのだ。


　まして、少女趣しゆ味みまるだしのフリルをたっぷりあしらったミニスカメイド服に身を包み、ニーソックスとヘッドドレスはもちろん、ネコミミまで完かん全ぜん装そう備びした人物が二ノ宮涼子であるなど、峻護の常じよう識しきからすれば天地がひっくり返ってもありえないはずだった。


　が、目の前にいるのは確かに血を分けた姉であるらしい。


「ん？　……ああ、峻護と真由ちゃんか」


　少々年とし増まなネコミミメイドさんは来客ふたりの正体を知るや、たちまち素すの顔に戻もどり、


「カモ第一号だと思って気き合あい入れたのに。なんだか損そんした気分だわ」


「ああいや、いろいろと突っ込みたいことはあるんだが……」峻護は眉み間けんをもみほぐしながら、「まず、その格かつ好こうはいったいなんなんだ？　ここでそのファッションを推すい進しんすることになんの意味がある？」


「なにって、客寄せに決まってるでしょう」


　涼子はデスクの端はしに腰をかけ、（ネコミミメイド姿で）悠ゆう然ぜんと足を組みながら、


「保健室の客は八割方が男の子だし、男の子だったら大たい抵ていこういう格好は好きなものよ。いつもどおりの白衣も悪くはないけど、たまにはこういうギャップを演えん出しゆつしないとね。それともこの服、似に合あってないかしら？」


「いや、そういうわけじゃないけど……」


　似合ってなくもないのだが、まるで引退しそこねてずるずると商売をつづけている魔法少女みたいだ、と峻護は思い、身の安全のためにその感想を呑のみこんだ。


「その件はひとまずおくとしても、正直いってこれは出来レースだろう？　おれが虹絵先生に票を入れられるわけないし、姉さんがそれを許すはずもない。そのためにおれひとりを審しん査さ員いんにしたんじゃなかったのか？」


「ええ、そのとおり」


「だったらわざわざそんな格好をするまでもないだろう。もう勝負は決まってるも同然じゃないか」


「甘い。それじゃあ甘すぎるのよ」


　涼子は激はげしくかぶりを振り、


「峻護、あんたはアレの得え体たいの知れなさがまるでわかってない。アレを通つう常じようの人間のものさしで測はかると痛い目をみるわよ」


「いやまあ、変わった人なのは知ってるけど……」


「変わった人、なんて生なま易やさしいものじゃないの。アレはね、鎖くさりでぐるぐる巻きにしてコンクリ詰づめにしたあげくマリアナ海かい溝こうに沈しずめたって、次の日には深海魚の背中に乗って東京湾に帰ってくるようなやつよ。アレとの勝負に必勝を期きすためには、念の念の念を押したってまだ足りないわ」


「だからといってメイド服は飛ひ躍やくしすぎのような気が……というか、そこまでいったらもう人間とは呼べないだろうに」


「そのとおりよ。わたし、アレの中身はたぶん地球外生命体の一種だと思ってるわ。わたしたちはね峻護、宇宙人とコミュニケーションを取ることに成功した歴史上初めての人類なのよ」


「……本気で言ってる？」


「もちろん」


　目がマジである。峻護は深ふか々ぶかと嘆たん息そくした。過か去こにどういう因いん縁ねんがあったかは知らないが、涼子と虹絵の立ち位置というものはなんとなくわかってきた気がする。


「やあっ、おはよう諸しよ君くん！　朝からおそろいだねっ！」


　がらがらがっしゃん！　と派手な音をまき散ちらしてドアを開け、七色の髪をもつ校医が入場してきた。


「おおっ？　どうしたのさ涼きゅんその格好！　気合入ってるねえ、あたしも見習わなきゃだね！　まあともあれ今日の勝負、スポーツマンシップにのっとってメロメロのバリバリのギュンギュンでいこうじゃないか！　やっほう！」


　びしっ、と姿し勢せいよく手を挙げ、少々躁そう気ぎ味みなのではないかと思える元気のよさで選手宣せん誓せいっぽいことを口にする虹絵。一方の涼子は対戦相手から可か能のうな限り距きよ離りをおき、嫌いな給食を出された小学生みたいな顔でむっつりしている。


　果たして勝負はどんな結末を迎むかえるのか。不安や胸むな騒さわぎもさることながら、怖いもの見たさの気分がもくもくと湧わき上がってくる峻護だった。





　　　　＊





　現校医と元校医の美女ふたりがなにやら雌し雄ゆうを決するらしいとのうわさは、枯かれ野のの火のごとき速さで学園中に広がった。


　むろん、物もの見み高だかい神宮寺学園の生徒たちがこんなイベントを見逃すはずはない。彼らの多くが休み時間になるたびに教室を飛び出て保健室を目指し、勝負のステージは食事時の購こう買ばいをしのぐ人だかりで埋うめ尽つくされることになった。


「こんな大おお騒さわぎになるなんて、すごいですねえ」


　と目を丸くしたのは月村真由であるが、勝負の当とう事じ者しやふたりをよく知る峻護としてはごく当然の成りゆきである。涼子が校医として絶ぜつ大だいな人にん気きを誇ほこっていることは真由も承しよう知ちしているだろうが、七沢虹絵のほうもその特とく異いなキャラクターにより、現げん役えき当時は生徒たちから圧あつ倒とう的てきな支し持じを受けていたのだ。いわばこれは最強校医を決める頂ちよう上じよう決戦であり、峻護とて部ぶ外がい者しやの立場であれば興きよう味み津しん々しんだったにちがいない。


　とはいえ部外者ならぬ彼としては、最終的に出来レースになるだろうとはいえ勝負の判定を任されている身である。可能な限り騒ぎからは身をおいて勝負の成りゆきを見守らなければならない。


　というわけで昼休みになった今、峻護は真由を同どう伴はんし、試合の状じよう況きようを確かく認にんするために保健室へ足を向けたのだが──


「押さないで押さないで！　受じゆ診しん希望者のみなさんは二列に並んで廊ろう下かの端にできるだけ寄ってください！　涼子先生の列が右側、虹絵先生の列が左側です！」


「列への横入りや不正な場所とり等が行われた際は、大会自体が中止になることもあります！　マナーは厳げん守しゆしてください！」


「本日の保健室は大変混こん雑ざつしております！　お一人様あたりの面会時間は一分までとなっておりますので、あらかじめご了りよう承しようください！」


「ジュースにコーラ、おつまみはいかがっすかー？　昼飯を抜いて並んでる方々のための心強い味方、売り子同好会の出しゆつ張ちよう営業でーす。ジュースにコーラ、おつまみは──」


　大騒ぎどころかお祭り騒ぎにまで発展していた。


「ったく、ウチの生徒はこれだから……あーすいません、ちょっと通してください。試合の関係者です。すいません、道をあけて」


　真由をかばいつつ人ごみを搔かき分け、やっとの思いで保健室にたどり着くと、すし詰づめ状じよう態たいの中で立ち働くふたりの美女の姿すがたがようやく目に入ってきたのだが。


「お帰りなさいませご主人さまっ！　本日はわたしにどんなご用件でしょう？　ケガの治ち療りようですか？　それとも悩なやみ事のご相談ですか？」


「あ、はい。ええと実は、涼子先生がメイドのコスしてるって聞いて、それで居ても立ってもいられなくなってここに来ました！　握あく手しゆとサインと写真、お願いします！」


「まあ、そんなことでしたらお安い御ご用ようですよっ☆　握手は両手で？　サインはシャツに書けばいい？　写真のポーズはこんな感じでいいかしら？　──はい、ありがとうございました！　また御用の際はぜひ保健室にいらしてくださいね！　では次のご主人さまどうぞ、おまたせしました！　ケガの治療ですか？　それとも悩み事のご相談ですか？」


「は、はい。じつは僕、まえから涼子先生のファンで……その涼子先生がメイドのコスしてるって聞いて、ぜひとも先生に『ご主人さま』って呼んでもらいたかったんです！」


「まあ、そんなことでしたらお安い御用ですよっ☆　じゃ、もう少し雰ふん囲い気きたっぷりにご主人さまって呼んであげますネ。ご・しゅ・じ・ん・さ・ま。──こんな感じでどうかしら？」


「は、はいっ、感かん激げきです！　うおおお、ありがとうございました！」


「…………」


　粘ねん土ど細ざい工くのケーキでも口にしたみたいな顔で沈ちん黙もくする峻護。あの二ノ宮涼子がよもやここまで下した手てに出て人気取りに走るとは。普段の傍ぼう若じやく無ぶ人じんさをかなぐり捨て、メイドの生いき霊りようでも降おろしたのかと思えるほど生き生きと立ち回る姿は、専門家スペシヤリストにして万能家ゼネラリストでもある彼女の本ほん領りよう発はつ揮きといえなくもないが……。


「ううむ、なんだかめまいがしてきた……いかんいかん、気を取り直して、っと」


　眉間をもみほぐして別の方向に目をやると、今度は虹絵が男子生徒たちと面談する光景が飛び込んできた。


「いよっ、シケた顔してるね青少年！　そうだねその顔は……うん、恋愛相談とみた！　どうだに？　あたってるっしょ？」


「あ、はい、ご名答です。じつは僕、親友の恋人を横よこ恋れん慕ぼで奪うばってしまったんですが……今度はその恋人の母親を好きになってしまったんです。ところがその恋人の母親と僕の父親が不ふ倫りん関係にあることが判はん明めいして……」


「おおぅ、なんかドロドロで複ふく雑ざつそうな話だなっ。いよおし、そんな君にはこいつをプレゼント！　じゃじゃーん！　七沢虹絵特とく製せい、一いち撃げき必ひつ殺さつ栄養ドリンクなり！　こいつを飲んで面めん倒どうな関係を清算しちゃいな！　オッケー次のかたどうぞ！」


「あ、はい。じつは僕、学がく費ひ免めん除じよのサッカー特とく待たい生せいとして入学したんですけど。この間の試合中にじん帯たいを痛めちゃったんです。医者からは完かん治ちは不可能だとか言われるし、実家は生活保ほ護ごを受けるかどうかの瀬せ戸と際ぎわだし、このままだと学校を退学しなくちゃいけないかも……」


「むむぅ、そいつぁ不幸なアクシデントだったねえ！　いよおし、そんな君にはこいつをプレゼント！　ばきゅーん！　七沢虹絵特製、窮きゆう鼠そ勁けい敵てき栄養ドリンクだべさ！　こいつで一生モノのケガと上う手まく付き合っていきなよ！　オッケー次のかたどうぞ！」


「…………」


　ふたたび眉間をもみほぐす峻護。過か去こから現在にいたるまで七沢虹絵がまともな校医らしい仕事をしたことは一度もないのだが、今日はまたずいぶんと突っ走っているようである。めちゃくちゃな対たい応おうをしている割には、面談を終えた生徒たちの表情が案外すっきりした様子であるのがまた、虹絵の不思議なところではあるが。


「なんだか……カオスな空間ですね……」


　ぽつんと真由のつぶやいた言葉が、この場の空気を的てき確かくに表していたように思われる。


「あら峻護。来てたのね」


　メイドサービスを一息つかせた涼子が峻護のところまでやってきて、


「どう？　勝負の行方ゆくえは」


「行方……ねえ」


　行方も何も、優勝トロフィーを贈おくられる人物は事実上決定しているのだが……今の涼子の頭からはそういうことも抜け落ちているようだ。


　ともあれ求めに応じ、中立の立場で状況を判断してみる。顧こ客きやくの満足度においては涼子も虹絵も大たい差さない。だが虹絵には、ひさびさに帰ってきたという懐なつかしさが有ゆう利りに働いている。指名の数は若じやつ干かんながら虹絵のほうが勝まさっているようだ。


「そうか……やっぱりそこがネックになるのね」難むずかしい顔であごに手を当て、「とはいえそれは埋うめようのない差。仕方ない、奥の手を使うしかないか」


「奥の手……？」


　おうむ返しな弟の問いを聞き流し、涼子はメイドスマイルをよみがえらせて順番待ちの男子生徒のところへ戻ると、


「お待たせしちゃってごめんなさいご主人さま！　本日はわたしにどのようなご用件でしょう？　ケガの治療ですか？　それとも悩み事のご相談ですか？」


「あ、はい。じつはさっき突き指しちゃって……湿しつ布ぷでも貼はってもらえれば、と」


「まあ突き指！　それはいけないわ、大変な重じゆう傷しようです。わかりました。今日は特別に、どんなケガでも必ず治るとっておきの手当てをしてあげますネ」


　きゃぴきゃぴの笑顔で請うけ合おうと、「それでは失礼して……」おもむろにケガをした生徒の指に手を添そえ、桜色のくちびるで『はむっ』とくわえたのである。


「りょ、涼子先生……っ？」


「動かないで。じっとしてて」


　愛らしいウインクでいましめてから作業を再開。それ自体が生き物のように動く舌したで、丹たん念ねんに、執しつ拗ようなほどに指のまわりを愛あい撫ぶしていく。
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『おお……っ』


　順番待ちの生徒たちからどよめきが起こったのも無む理りはない。弟の峻護から見てさえひどく色っぽいというか、はっきりと淫いん靡びな行こう為いが眼がん前ぜんで展開しているのだ。二十四歳女ざかりの、そんじょそこらの小娘には決して真ま似ねできぬ悩のう殺さつシーンである。


「はい、治ち療りようおしまい」


　やがて涼子は名残なごり惜おしげに指を解かい放ほうして、


「どうでしたか、わたしの手当ては？　気持ちよかった……もとい、ほんとうにケガなんて治っちゃったでしょう？」


「は、はい……もうすっかり治っちゃったというか、痛みなんてどうでもよくなっちゃったというか……僕、もう死んでもいいっス」


「それはよかったです☆　よければまたわたしのところにケガを治しにきてくださいネ。では次のご主人さま──」


「はい！　先生俺おれ！　次は俺に今の手当てをお願いします！　じつは指のさかむけをめくっていたら血が出てきちゃって……」


「馬ば鹿か野や郎ろう、次は俺だ！　涼子先生、じつは俺も深ふか爪づめしすぎちゃってて！　とっても指が痛むんです！」


「はいはいみなさん、順番を守ってくださいネ。ちゃあんとひとりひとりにサービスしてあげますから☆」


　その言葉を聞いた男たちはいっせいに雄おたけびを上げ、自分たちの幸運を肩を抱だき合いながらよろこんだ。


　だけでなく、虹絵の列に並んでいた生徒たちがひとりまたひとりと列を離れ、涼子の列に移い動どうし始めているではないか。


「ふふ……作戦成功ね。身体からだを張った甲か斐いがあったわ」


「いや、なんというか姉さん……作戦が成功したのはいいけどなんかこう、そういうのは弟として切なくなるからやめてほしいな……」


「なによ。色っぽくなかったとでも言うの？」


「いや、そういうわけじゃないけど……」


「あはははは！　いいねいいねえ！」


　控ひかえめに願い出る峻護をさえぎって、あっけらかんとした笑声が響ひびき渡る。


「盛もり上げてくれるじゃないの涼きゅん！　いいねいいねそういう捨すて身の作戦！　それでこそあたしの涼きゅんだ、こりゃあたしも見習わないとだね！　いよおおおっし……」


　ひとしきり手を叩たたいて大喜びした後、もうひとりの校医はこほんこほんと咳せき払ばらいし、コキコキと肩の骨を鳴らし、すうっとまぶたを閉じて開いたかと思うと、


「さあて、次のお客さんはキミかな……？」


　天てん衣い無む縫ほうなキャラから一転、世よ慣なれた芸げい妓このような妖あやしさが漂ただよい始めたではないか。


「は、はい、そうです。じつは虹絵先生に相そう談だんが……」


「ふふ、いいよん。いくらでも悩みを聞いてあげようじゃないかさ」言葉づかいこそ変わってないが、語ご調ちようはまるで別べつ物ものになっている。「ほーれ、話してごらん」


「え？　うわ、ちょっと先生──」


　あわてる男子生徒にかまわず、虹絵は椅子に座る彼のひざ上に腰を下ろし、


「さ、聞こうじゃないかえ？」


「あ、あの先生、話をするのにこの体たい勢せいは……」


「そうかにゃ？　じゃあこれでどお？」


　さらに両腕を首の後ろにからめ、そればかりか形のいい胸部を男子生徒の顔にぎゅうっと押し付けて、


「ほれほれ、これなら話す気になったっしょ？」


「あう、その、ええと……」


「んんんん困ったねえ。どおすれば話してくれるのかなあ？」


　さらにさらに生徒の頭部をぎゅぎゅっと抱だき寄せ、これでもかというほど双そう丘きゆうの感かん触しよくを堪たん能のうさせる。幸運な生徒は目を白黒させながらも、天にも上るような恍こう惚こつの表情だ。


「ほれほれ、遠えん慮りよせずにさ、どばーんと話しちゃいなよ。ね？」


「いえ、その……なんかこう、今となっては悩みなんてどうでもよくなってきました……ありがとうございました……」


「あららら、そうなのん？　ほいじゃ次のかた──」


　最後まで言い終える間もなかった。固かた唾ずを飲んで見守っていた生徒たちが、我われ先さきにと虹絵の列に殺さつ到とうしたからである。


「なはははは、こりゃあちょっとサービスしすぎたかしらん？　ほれほれキミタチ、押すな押すな。ちゃーんとみんな面めん倒どうみてあげるからさっ」


「……くうっ。虹絵のやつ、わたしの真ま似ねをして色いろ仕じ掛かけを！」


　むろん、ライバルの繁はん盛じようぶりを見て黙だまって指をくわえている涼子ではない。


「こうなってはやむをえないわ。チキンレースとわかってはいても過か激げきな方向に突つき進むしかないわね」


「……あの、姉さん？　さっきから言ってるけど、そんな無む茶ちやしなくても最後は姉さんが勝つわけだし。ていうか姉さんにしろ虹絵先生にしろ今やってるそれ、もう保健の先生の仕事じゃないから」


「あんたは黙だまってなさい峻護。この勝負にはわたしのメンツがかかってるのよ」


　言い捨すててふたたび戦場に戻もどっていく涼子を、峻護は呆ぼう然ぜんと見送った。天てん馬ま空くうを行くがごとき虹絵と、彼女を相手にしたとたん何もかもが狂くるってしまう涼子。ふたりの関係を端たん的てきに表す単語が喉のどまで出かかっているのだが……。


「あの、二ノ宮くん」


　それまでほとんど無む言ごんだった真由がくいくいと袖を引いてきた。


「なんだかこのままだと収しゆう拾しゆうがつかなくなりそうな気が……無む理りにでもこのへんで中止したほうがいいんじゃないでしょうか……？」


「…………。だな。そうしよう」


　我われを見失い、なにやら着衣を脱ぬぎ始めている姉をこれ以上放ほうっておくわけにはいくまい。


　意を決した峻護は、龍りゆうと虎とらのケンカに仲ちゆう裁さいに入るような気持ちで、いよいよ混こん迷めいの度どを深める人ごみの中に割わって入り──


　試合の終了と、勝利者の名前とを宣せん告こくしたのだった。





　　　　＊





「──つまらない話よ」


　翌よく朝ちよう。神宮寺学園へと向かう道すがら。


　峻護と真由を引き連れる形で先を歩きながら、涼子はいかにも嫌そうな口く調ちようで昔なじみとの関係を話し始めた。


「アレと関かかわると、わたしは決まってドツボにはまることになってるわけ。どうしてだかわからないけど、わたしはアレにだけはどうしても勝てないようにできてるのよ。それはもう、人じん知ちを超こえた超ちよう常じようの力が働いてるとしか思えない、神がかり的な何かによってね。これまであいつと関わったことで、わたしはどれほど貴き重ちような時間と可か能のう性せいを損そん失しつしてきたことか……」


「そのへんはまあ、見てればなんとなくわかるけど」


　と峻護は頷きつつも、


「けど虹絵先生って、破は天てん荒こうなところはあるけどいちおう普通の人間だと思うぞ？　ケガとかすれば血も流れるだろう、たぶん。見たことないけど」


「どうかしらね？　流れてる血が赤色じゃなくて緑色だっていうなら納なつ得とくだけど。ちなみにわたしもアレがケガしたところなんて見たことないわ」


　涼子は飛んできたカナブンを口に入れてしまったような顔で、


「とにかく、アレはわたしにとって疫やく病びよう神がみ以外の何者でもないの。おまけにアレとは小学校に上がる前からの腐くされ縁えんだってんだから、もう我ながら救いようがないわね。どうしてだかわからないけどわたし、アレに気に入られてるみたいだし。引越しとか転校とかしてもいつの間にかまた現れるし」


「そりゃまたなんとも……ご愁しゆう傷しようさまと言うしか」


「それも、アレが自分の意志でストーカーしてるとかそういうわけじゃないのよ？　ほんとにいつの間にか、アレもわたしも気づかないうちに、出会い頭の事故みたいにまた再会してるの。これはもう呪のろいよ呪い。ああもうウンザリだわ。せっかくしばらく忘れてたっていうのに、またあの忌いま々いましい、頭のネジがどっか外れてるとしか思えない狂い咲きの阿あ呆ほヅラが夢に出てくるようになって……」


　らしくなく頭を抱えて煩はん悶もんする姉。その姿を見ながら峻護はあらためて思い出そうとしていた。こういう涼子と虹絵の関係をひとことで表す言葉、なにかぴったりなものがあった気がするのだが……。


「とにかく！」


　と、涼子はすべての業ごうを断たち切らんとするかのように大声を発し、


「今回もまた忌いむべきアレの来襲を受けたわけだけど、形はどうであれアレの存そん在ざいを遠ざけることができたのは不幸中の幸いだわ。嫌な記き憶おくは早いとこ忘れて、今日からまた新しい人生を──」


　だが。せっかくの前向きな宣せん言げんは、半なかばで中ちゆう断だんを余よ儀ぎなくされた。


　近づいてきた神宮寺学園の校門前が、なにやらいつもより騒がしい。


「げ──」


　姉の顔色が一いつ気きに青ざめるのが、後姿からもはっきりわかった。


　騒ぎの中心になっている人物が、天まで突き抜けそうな声でなにやら快かい弁べんを振ふるっているのが聞こえてくる──


「さあさあ寄ってらっしゃい見てらっしゃい！　本日新しん築ちくオープン、第二保健室開業のお知らせだあっ！　ケガの治療から悩み事のご相談、裏口入学の手口から火炎ビンの作り方までなんでもござれ！　このあたしがみいんなまとめて面倒みちゃうよん！」


　プラカードを掲かかげもったバニーガール姿の美人が、登校してくる生徒に愛あい想そよくビラを配っていた。


「さあさあ寄ってらっしゃい見てらっしゃ──おお、そこにいるのは涼きゅんでわないか！　おはよお！」


「……ちょっとあんた」


　ずかずかと大またに近づいていった涼子がバニーさんの胸むな倉ぐらを摑みあげ、


「ここでなにやってるわけ？」


「にゃはは、朝から元気がいいねえ涼きゅんは」


「質問に答えなさい。第二保健室ってどういう意味？　あんた勝負に負けたんでしょう？　負けたら保健室を出て行くって言ってたわよね？」


　地面から三十センチほど浮うかせられながら、七沢虹絵はいかにも楽しげに、


「うん、だからあたし、約束どおり涼きゅんの保健室を出て行くよん。いやー、あの部屋って日当たり良くてお気に入りだったのになあ。どうせ現場復帰するならあの保健室でって決めてたのになっ。残念残念」


「わたしの保健室……？」


「うん、涼きゅんの保健室。昔はあたしの保健室だったけど、今は晴れて涼きゅんの保健室だ、おめでとさん！　でもってあたしは自分の保健室がなくなっちゃったから、もういっこ保健室を作ったわけだにゃー。あ、ちなみに第二保健室は涼きゅんの保健室のとなりに作ったからね。これで毎日いっしょにいられるねっ。そうそう、この服も涼きゅんに対たい抗こうしたのさね。涼きゅんがメイドさんで攻せめるならこっちはバニーさんで、ってね！　せっかくだからこれからは毎日なにかのコスしよっか？　コスプレ保健室ってのも悪くないコンセプトだと思わないかえ？」


「あんた……負けたらこの学園を出て行くんじゃなかったの……？」


「え？　そんなこと言ってたっけ？　むむ？　記憶にないぞっ。んーたぶん涼きゅんの勘かん違ちがいだべさそれは！　にゃはははは」


「…………」


　カラカラ笑う虹絵から手を放し、涼子はがっくりとひざをつく。


　そんな光景を遠巻きに眺ながめながら、峻護はとなりにいる真由に向かってつぶやいた──ようやく思い出した、涼子と虹絵の関係にふさわしい単語を織おり交まぜながら。


「なあ、月村さん」


「はい」


「世の中には、『天てん敵てき』ってのがいるものなんだなあ」


「……はい」





　世界中の陽ようの気を吸すって南国の太陽のようにカラリと笑う七沢虹絵と、世界中の陰いんの気を背せ負おって腐くさった沼ぬま地ちのようにじめじめとくずおれる二ノ宮涼子。


　対たい照しよう的てきな美女ふたりを見み比くらべながら、お互たがいの心のうちを確かく認にんしあう峻護と真由であった。







おしまい





麗れい華か、しくじるのこと







　すべては月つき村むら真ま由ゆの悪あく辣らつな罠わな。


　そう気づいた時にはもう、すべてが手遅れだった。
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　異い変へんを察さつ知ちしたのは、所しよ有ゆうする株式の株かぶ価か推すい移いをチェックするべく、愛用のパソコンにエントリーした時であった。


「……どういうことですの？　これは……」


　払ふつ暁ぎようまもない早そう朝ちよう。


　広大な敷しき地ち面めん積せきを誇ほこる北ほう条じよう家けの邸てい宅たくの、麗れい華かの私し室しつである。


　ベッドから起き出して品よくあくびをしつつパソコンを立ち上げた彼女は、モニターが映うつし出した情報を呆ぼう然ぜんと見つめ、次いで猛もう然ぜんとキーボードを操そう作さし始めた。


「そんな、こんなことあり得うるはずが……北条コンツェルンの持ち株すべての名めい義ぎが書き換かえられてるじゃないの！　いったいどういうこと!?」


　悲鳴に近い声を上げつつも、令れい嬢じようの白しら魚うおのごとく美しい指先はキーボードを華麗に操あやつり、この異い常じよう事じ態たいを次第に把は握あくしていく。しかし状じよう況きようがクリアになっていくにつれ、事じ態たいはいよいよ絶望的になっていった。


　これは悪夢ではない。現実なのだ。まるっきり悪夢としか思えないが、決して漫画でもお芝しば居いでもない──。


「くっ、いったい何がどうなって！」


　麗華は携帯を取り出して短たん縮しゆくボタンをプッシュした。彼女にとって腹ふく心しんの部下というべきふたり──現在は麗華の命めいを受うけて海かい外がいに出しゆつ張ちようしている保ほ坂さか光みつ流ると霧きり島しましのぶに連絡を取ろうとしたのである。


　が、何度コールしても電話はつながらず、令嬢の秀ひいでた額ひたいはいよいよ憂うれいの色に曇くもった。保坂にせよしのぶにせよ、単なる部下というだけの存在ではない。幼よう少しようのころからの付き合いであり、麗華を陰いんに陽ように、公こう私しにわたって支ささえる、いわば同どう志しとも呼よぶべき存在なのだ。全身麻ま酔すいで昏こん睡すいしていようと、ヒマラヤのてっぺんにいようと、いつでもどこでも主人の呼よび掛かけには応じるはずなのに。


「まさしく異常事態、ですわね」


　何だかわからないが、とんでもないことが起ころうとしている。


　いや、現げんに起こりつつある。


　焦しよう燥そうを覚おぼえつつも、クレバーな令嬢はより正せい確かくに状況を把握すべく、四し方ほう八はつ方ぽうに手をまわして情報を収集した。


　その結けつ果か得たものは、想像をはるかに超こえる現実だった。


　北条家の手から離はなれていったのは膨ぼう大だいな額がくにのぼる株かぶ券けんだけではない。ちょっとした国家予算規き模ぼにおよぶ銀行の預よ金きん残ざん高だか、何千ヘクタールもの私し有ゆう地ち、無数の権けん利り書しよ──これらの一いつ切さい合がつ切さいが名義を変更されている、ないしは凍とう結けつされたり差し押さえられているのだった。


　世界に名をとどろかせる北条コンツェルンは一夜にして崩ほう壊かいした、といっていい。


「くッ──」


　令嬢は艶つややかなくちびるを嚙かみしめて身を翻ひるがえすと、金庫室へ走った。もはや北条家に残された資産は、ここ北条本家にある巨大金庫の中にしかない。


　指し紋もん照しよう合ごう、網もう膜まく照合、声せい紋もん照合──その他数十におよぶセキュリティチェックを経へてようやく分ぶ厚あつい金庫の扉が開くと、麗華の表情にわずかな安あん堵どがよぎった。


　広々とした金庫の内部には、火力発電に使えそうなほどの札さつ束たばだけでなく、金きん塊かいや宝石、骨こつ董とうの類たぐいが山積みされている。本来の北条家の資産からすればスズメの涙ほどでしかないが、


「ですがこれだけの財産をわたくしの才さい腕わんで運うん用ようすれば、遠からずコンツェルンを立て直すことができるでしょう。まずは一安心というところ──」


「残念ですが、そうは問とん屋やが卸おろしませんよ？　麗華さん」


　静かに響ひびいた声にハッとなり、令嬢はまなじりを決して後ろを振り返った。


「この金庫のセキュリティを突とつ破ぱすることだけはできなかったんですが……こうして麗華さんが開けてくれて助かりました。これで北条家の財産は洗いざらい、びた一いち文もん残らず、このわたしのものですね」


　そう。


　いつのまにか失われていた北条家の財産はすべて──この、月村真由の名義に書き換えられていたのだ。


　取り巻きを引き連れてニコニコと無む邪じや気きそうに笑う、胸しか取り柄えのなかったはずの女を、麗華は信じられないものを見る目で見て、


「あなた……いったいどういうおつもり？」


　この現実を見せつけられてもまだ、心やさしい令嬢は月村真由を信じていた。


　胸の大きさしか取り柄のなかった小こ娘むすめを温おん情じようによって取り立て、コンツェルンの要よう職しよくに就つけて以降。星の数ほどのドジをしでかした小娘をそれでも見み捨すてず、根こん気きよく教育し、どうにか半人前にまで引き上げたのだ。にもかかわらずこんな手ひどい裏切り……とうてい赤い血の通った人間にできることではない。


「どういうおつもりって訊きかれても……もちろん、初めからこういうつもりだったんですよ？」真由は相変わらずニコニコしながら、「ドジのフリをして麗華さんの同どう情じようを買い、あなたのビジネスのテクニックをはじめとする様々な情報を盗ぬすみ出したのも、すべて計画のうち」


「そんな……まさか……」


「北条家の親しん族ぞく会かいおよび、傘さん下か企業の取とり締しまり役やく会もすべて、このわたしが掌しよう握あくしています。あとは麗華さん、あなたを始し末まつすれば、すべてはわたしの手のうちに転がり込んでくるという寸すん法ぽうです。北条家のすべてと……そして彼も、また」


「！」


　取り巻きたちの間から現れた少年の姿を見て、令嬢は驚きよう愕がくに目を見開く。


「二にノの宮みや峻しゆん護ご!?　あなた──」


　が、賢けん明めいな彼女はすぐに口を閉じた。ひと目見て彼の様子が尋じん常じようでないことを察さつしたのである。瞳ひとみはうつろ、頰ほおはこけて憔しよう悴すいし、弛し緩かんした風ふ情ぜいで力なく真由のそばに立っている。生命力に満ち満ち、颯さつ爽そうたる美び丈じよう夫ふだった峻護とは似ても似つかない──


　真由は「うふふ」と妖あやしく微笑ほほえみ、本ほん性しようを露あらわにした目をとろんとさせつつ、峻護のくちびるに指を這はわせて、
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「二ノ宮くん、麗華さんにちょっと気があったみたいなんですが……今はもうそんなこと、すっかり忘れちゃったみたいですよ？」


「なっ──あ、あなた、二ノ宮峻護に何をしたのです!?」


「うふふ、大たいしたことじゃありませんよぉ。なかなか言うことを聞いてくれないから、ちょっと教育してあげただけです。ちょっとね」


　麗華はくちびるを嚙んだ。峻護の様よう子すからして、彼が強力な洗せん脳のうを受けているのは明あきらかだった。


「さ、それじゃあそろそろ終わりにしましょうか？　麗華さん」


　真由の号ごう令れいと同時、取り巻きたちが一いつ斉せいに拳けん銃じゆうを構かまえる。


　だが麗華の行動のほうが一瞬早かった。


　手て近ぢかにあった時じ価か数億の古こ伊い万ま里りを摑つかみ、真由と取り巻きたちに向けてブン投げる。骨董品の価値を知る彼らは狼ろう狽ばいし、貴重な品が床に落ちて割れるのを我われ先さきに防ふせごうとした。麗華はそのスキをついて雌め豹ひようのように機き敏びんな動きで取り巻きたちの間を縫ぬい、金庫の外へと飛び出していく。


「追いなさい！　決して逃がしてはだめよ！」真由の絶ぜつ叫きようが響ひびきわたる。「生きていても死んでいても構かまわないわ、必ずあの女をわたしの元まで引っ張ってきなさい！」


　銃じゆう声せいがあちこちで響く中、着のみ着のままの麗華は、手ひどい裏切りに心を引き裂さかれながらも華麗に立ち回り、真由の手に落ちた北条家を命いのちからがら脱出するのだった……。
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　その後は急きゆう転てん直ちよつ下かとしか呼びようのない出来事の連続だった。


　北条家を脱出し、どうにか追っ手を振り切ったものの──真由は蛇へびのようにしつこく麗華の抹まつ殺さつを図はかったのだ。


　北条コンツェルンを乗っ取り、その強大な権力を握にぎった真由はまず、麗華の戸こ籍せきを闇やみに葬ほうむった。これによって彼女は『この世に存在しない人間』となり、あらゆる行動に制せい限げんが課かせられることとなった。そればかりか手て配はい書しよを全国津つ々つ浦うら々うらにばらまき、麗華の首に多額の賞しよう金きんを懸かけたのである。


　無む宿しゆく者ものに落ちぶれたばかりか、全国のならず者たちから命を狙ねらわれる身となった麗華──だが、彼女は決してあきらめなかった。


　いざという時のためにプールしておいたわずかな隠かくし資産をもとにアンダーグラウンドへともぐり、新たな戸籍を偽ぎ造ぞうし、そして手配書の回った母ぼ国こくを離れることを、強く美しい令嬢は決意したのだ。


　みぞれのちらつく冬の港だった。


　密みつ航こう船せんの係けい留りゆうされた桟さん橋ばしに足をかける前に、麗華は背後の故こ国こくを振りかえった。


　大きなトランクを片手に持ち、トレンチコートの襟えりを合わせつつ、心の中で強く誓ちかう。


（わたくしがこの程てい度どでへこたれると思ったら大間違いですわ……月村真由、近い将来かならず、あなたに目にものを見せてあげます）


　灰色に沈しずむ陸おかをいちど睨にらみつけると、もう麗華は振り向かなかった。


　分ぶ厚あつい雲が降らせるみぞれの中、波風荒い冬の海へと密航船は進んでゆく……。
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　莫ばく大だいな財産と権力を手中にし、この世の春を謳おう歌かしていた真由のもとに立てつづけに凶きよう報ほうが届くようになったのは、それからわずか半年後のことだった。


　真由が表に裏に活動するあちこちの拠きよ点てんが次々と襲しゆう撃げきを受け、片かたっ端ぱしから壊かい滅めつさせられていったのである。


　突とつ如じよとして現あらわれた反はん抗こう者しやに浮うき足あし立だち、真由の勢力は着ちやく実じつに削けずられていった。そんなことが続くうち、事態はひとつの重大な局きよく面めんを迎むかえた。彼女の腹心として悪の限りを尽つくしてきた二ノ宮涼りよう子こと月村美み樹き彦ひこまでもが、何者かの襲撃によって死亡したというのである。


「…………っ！」


　その知らせを聞いた真由は、ドンペリのグラスを床に叩たたきつけて怒りを示しめし、


「いったい何者なの!?　飛ぶ鳥を落とす勢いのわたしに──この月村真由に刃は向むかう愚おろか者は、どこのどいつなのっ!?」


「は、それが──」


　命からがら逃げ出してきたという、美樹彦と涼子の部下だった男は、恐怖に身をすくませつつ途と切ぎれ途切れの声で、


「下げ手しゆ人にんはたったひとりの女でした。そいつがいきなりカチコミを仕掛けてきて……野郎がまたとんでもない手て練だれでして、数十人からなる護ご衛えいたちがあっという間に壊滅……銃じゆう器きも刀物も手品みたいにくるくると自じ在ざいに扱あつかうやつで、なんだかおかしな格かく闘とう技ぎの遣つかい手で、武器を持ってなくてもとんでもなく強くて……」


「……その女の特とく徴ちようは？」


「はい。美しく長い髪の先をカールさせた、ツリ目がちの美少女──」


「！」


　真由の顔が驚きよう愕がくに歪ゆがむ。


「そう……そうなの……まさかあの女が、ね。どこに雲隠れしてブルブル震えてるかと思ったら……なかなかやってくれるじゃない」


　瞳を危険な色に輝かせながら、くちびるの端を吊り上げて、


「いいわ、今度こそ確かく実じつに息の根を止めてあげる。ネズミみたいにコソコソうっとおしく動き回ることが二度とできないよう、きっちり落とし前をつけさせてやるわ……」


　毛け並なみのいいペルシャ猫の背を撫なでつつ、不ふ敵てきにくぐもった笑声をあげながら。


　真由は不ふ敬けいな反はん逆ぎやく者しやに鉄てつ槌ついを下くだすべく、部下たちへ矢や継つぎ早ばやに指示を下していく……。
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　強大な組織力を誇る真由に、たったひとり立ち向かう麗華。


　あたかも巨きよ象ぞうとアリのごとき戦力差があるふたりの壮そう絶ぜつな死し闘とうは、かくして火ぶたを切られることとなった。


　圧あつ倒とう的てきな物ぶつ量りように任せて力押ししてくる真由に対し、麗華は賢かしこく美しく果か敢かんに立ち向かった。わずかな期間で数々の戦闘技術を会え得とくした麗華はその腕を存分に振るって、送られてくる刺客たちを次々と退しりぞけていった。


　また、麗華は守しゆ勢せいに回る一方ではなかった。小こ回まわりの利きく状況を生いかして時には彼女の方から打って出、そのたびに真由の陣じん営えいに出血を強しいたのである。武ぶと武の争あらそいだけでなく、知ちと知の争いでも麗華は常つねに先さきんじた。真由の手の内を先読みしては痛いた手でを与あたえ、あるいはビジネス面でもしばしば仕し手て戦せんを仕掛けては、真由の莫ばく大だいな財産を着実に削けずっていった。


　たかだか女ひとりが相手、と高たかを括くくっていた真由は、次し第だいに焦あせり始めた。


　劣れつ勢せいに立たされているとはいっても、まだまだ十分にアドバンテージはあるはずだった。しかしこれこそが人としての器うつわの差なのだろうか──焦りはさらなる焦りを呼び、真由は肝かん心じんなところでミスを犯おかすことが多くなった。


　それを見逃す麗華ではない。隙すきに乗じて一気に勝負を仕掛け、そして──
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　ふたたびやってきた灰色の冬。


　とある港みなとの廃倉庫で、真由と麗華は久ひさ方かたぶりに顔を合わせていた。


「……まさか、生きているあなたと再会するとは思ってなかったわ。麗華さん」


　真由の口からこぼれた苦々しい声が、広い倉庫内に寒々とひびく。


「そうかしら？」対する麗華の表情は、あくまで冷静で揺ゆらぐことがない。「わたくしは必ず生きてあなたと再会するつもりでしたわよ？　このわたくしの手であなたから負ふ債さいを取り立てるために、ね」


「ふん……大きな口を叩たたけるのも今のうちよ」


　トレンチコートにソフト帽ぼう姿の真由がサッと片手を上げると、倉庫内の貨物のあちこちから火器で武ぶ装そうした男たちが一斉に現れる。


「……たしか一対一で話し合う、という話じゃなかったかしら？　武器の類も一切持ち込まない、とも聞いてましたけど？」


「ばかね。ひょっとしてそんな言葉を信じていたの？」


　真由は酷こく薄はくな笑みをひらめかせ、


「この倉庫に集めた連中は、わたしの手て駒ごまの中でもとびきりの手て練だれたち……これまであなたが相手にしてきた雑ざ魚ことは格かくが違うわよ？」


「ふうん。そう」


　緋ひ色いろのチャイナドレスに身を包つつんだ麗華は、徒と手しゆ空くう拳けんながら眉まゆひとつ動かさない。


　その悠ゆう然ぜんたる態たい度どに、根っから心の狭せまくできている真由はいよいよ憤いきどおって、


「遺ゆい言ごんくらいは聞いてあげようと思ったけど、気が変ったわ。とびきりむごたらしくいたぶってから死なせてあげる……！」


　真由の号ごう令れい一いつ下か、男たちは一斉に獲え物ものに照しよう準じゆんを合わせてトリガーを引いた。


　それより一瞬先、麗華は目覚ましいスピードで動き始めている。


　闘いが始まった。血で血を洗う死闘が。


　真由の子こ飼がいの部下たちは確かに腕利きの連中で、手にした火器も圧倒的な性能を誇っていた。彼らの銃口はきわめて正確にターゲットを狙い定め、轟ごう音おんと白はく煙えんを次から次へと吐はき出してくる。


　が、麗華の実力は彼らのはるか上をいった。素す手ででありながら広い倉庫内を縦じゆう横おう無む尽じんに駆け回って敵を翻ほん弄ろうし、ひとりひとり確実に仕し留とめていく。その雄ゆう姿しはあたかも、火の粉こを纏まとって夜空を舞まう不ふ死し鳥ちようのごとくであった。


「くッ──小娘ひとりを相手に何をぐずぐずしているの!?」苛いら立だった真由がヒステリックな金切り声をあげて、「どんな手を使っても構わないわ、さっさとその女を仕留めなさい！」


　それを聞いた部下たちはガトリング砲やロケットランチャーまで持ち出して、ところ構わず乱射する。


　あちこちで巻き起こる爆発が倉庫全体を激はげしく揺ゆらし、複ふく数すうの個か所しよから火の手が上がった。


　今度こそ年ねん貢ぐの納おさめ時かと思われたが──だがしょせん、正義の遂すい行こうに燃える麗華の敵ではない。


　美しく果敢な彼女は、緋色に艶めくチャイナドレスをいよいよ激しくひるがえして、敵を排はい除じよするペースをさらに上げていく。


　──そして、ついに。


　真由の周しゆう囲いにいた部下たちはひとり残らず打ち倒された。


「ふふ……呆れたわ。まさか本当に、ひとりでここまでやるとはね……」


　真由は肩を震わせ、くぐもった笑い声をあげた。麗華はそんな宿しゆく敵てきを、強い意志のこもった視線でまっすぐに見つめる。聖せい人じんとして名高い彼女は、手ひどい裏切りに遭あいつつもまだ、月村真由を救きゆう済さいする術すべを考えていたのだ。


「観かん念ねんしなさい。今ならまだやりなおせますわ。大人しく自みずからの罪を認みとめ、降こう伏ふくの意志さえ示すのならば──」


「は！　ちゃんちゃらおかしい、誰が降伏なんてするもんですか！」


　しかし稀き代だいの悪女たる真由は、ありがたい温おん情じようを受けるどころか無ぶ作さ法ほうにも突っぱねたのである。


　麗華は優美に眉をひそめた。宿敵の無礼を咎とがめたのではない、真由の顔は冷や汗と脂汗にまみれつつも──しかしそれでもまだ、勝利の確信に歪ゆがんでいたのだ。


「見せてあげるわ。わたしの切り札──！」


　邪じや悪あくな笑みで宣せん言げんし、真由は『すっ』と身体を横にずらす。


「────！」


　声にならない声が麗華の艶やかなくちびるから漏もれた。


　やや顔をうつむき加減にして、ゆっくりこちらに近づいてくるのは。


「二ノ宮、峻護……っ」


「ふふ……顔色がずいぶん変わったじゃない？」


　真由は、生まれついての悪女にちがいないと確信させる笑みで峻護にすり寄り、たくましい胸元を淫いん靡びに愛あい撫ぶして、


「以前にも増してさらに強力な洗脳を何重にもかけて、わたしのかわいいドレイにしたの。今の彼は身も心もわたしのもの……わたしの命令ならなんでも聞く、愛いとしい肉人形……」


「くっ……二ノ宮峻護！　目を覚ましなさい二ノ宮峻護ッ！」


「無む駄だよ。彼は決して元には戻らない」


　勝ち誇る真由の言葉どおりだった。峻護の瞳からは自意識の光が失うせ果はて、まるで古こ木ぼくのうろのような暗い空くう虚きよさに沈しずんでいる。麗華の声などまるで届とどいてはいまい。


「ふふ……どうしたの？　顔色が悪いわよ？　さっきまでみたいに威い勢せいよく、彼も片付けちゃえばいいじゃない」


「…………っ」


「ふふ、弱い人。どうやら悪運の強いあなたの命運もここまでのようね。──さあ、あの目め障ざわりな女を始末なさい」


　真由の命令を受け、峻護がふたたびゆっくりと動き出す。


　一歩、二歩と近づいてくる。


　麗華は動けない。くちびるを嚙かみしめ、両腕で何度も構えを取ろうとしてできず、ただ木で偶くの坊ぼうのように立ち尽くすのみ。


　峻護が、目の前まで来た。


　頭ひとつぶん高いところにある少年の瞳を、麗華はまっすぐに見つめる。


　そしてかすかに微笑ほほえんだ。


「あなたの言う通りですわ、月村真由。わたくしは弱い。弱いから、彼を傷つけることができない。でも──」


　かすかで、しかし満足げな笑みだった。


「わたくしはそのことを誇りに、ここで朽くち果てる。悔くいはありませんわ」


「ふん、賢さかしげな口を──さあ、早く！　その女の望むとおりにしてあげなさい！」


　真由の命令に反応して、峻護は緩かん慢まんな動作で手をあげる。


　麗華はそっとまぶたを閉じた。


　恐れはなかった。むしろ不思議な安あん堵ど感さえあった。つらく、苦しい闘いの日々。志こころざし半なかばとはいえ、それも彼の手で終わるのであれば──


　が、いつまで待っても何も起こらない。痛みも衝撃も苦く悶もんも、何も。


「…………？」


　閉じた時と同じように、そっとまぶたを開けて。


　麗華は目をまんまるに見開いた。


　峻護は必殺の一撃をくりだす構えのまま、固まっていた。かすかに震えながら。


　うつろだったはずの黒こく瞳どうには今、ささやかながらも明めい確かくな意志の光が見え隠れしている。


「なにをしてるの!?」冷静だった真由の声に、初めて焦しよう燥そうがにじむ。「早くその女を始末して！　早くッ！」


　が、今や真由の声のほうこそが、峻護の耳には届いていないようだった。


「くッ──役立たずが！」


　真由は鬼き女じよの形ぎよう相そうでまなじりを吊り上げて、懐ふところから拳銃を取り出し、


「言うことを聞かない人形なんて必要ない！　ふたりともまとめてあの世へ送ってやるわ！」


「！」


　宿敵が拳銃を構えるのを見た麗華の反応は早かった。切り札として隠し持っていた投げナイフをチャイナドレスの胸元から取り出すや、間かん髪はつを容いれず投とう擲てきの体勢に入る。だがこのタイミングでは銃弾の軌き道どうから身を避さけるのは不可能、ならばせめて宿敵を道連れに──


　銃声が轟とどろき、投げナイフが空気を切り裂いた。


　一瞬の空白。


　そして。


　悪の限りをつくした女は声もなく前のめりに倒れた。


　しかし麗華は宿敵の死には一いち瞥べつもくれずに、


「二ノ宮峻護!?　二ノ宮峻護ッ！」


　がっくりと片かた膝ひざをついた峻護にあわてて駆け寄る。少年の肩口からはおびただしい流血──悪女が発砲する一瞬前、峻護は己の身体を麗華の前に投げ出し、彼女を凶きよう弾だんから救ったのだ。


「だいじょうぶ二ノ宮峻護!?　平気!?　痛くない!?」


「ああ、この程度はかすり傷だ。急きゆう所しよも外はずしてるしまったく問題ない。それよりも──」


　痛みにも動どうじず、凛り々りしく微笑んで、


「君に感謝しなければな、麗華」


「えっ？」


「君の一いち途ずな想いが、縛いましめられたおれの心を解き放はなってくれた。ありがとう麗華、やはりおれには君しかいない」


「そ、それってどういう……？」


「愛しているよ麗華。ぜひ、おれの求きゆう婚こんを受けてくれないか？」


「も、もういちどおっしゃって」


「麗華、愛している。おれと結婚してくれ」


「も、もういちど……」


「麗華、愛している。おれと結婚してくれ」


「も、もういちど……」


「麗華、愛している。おれと結婚してくれ」


「も、もういちど……」


　さんざん同じことを言わせた麗華はようやく満足し、胸に手を当てて幸せそうな顔をして。


　ふいに、そのくちびるを峻護が奪うばった。


　麗華はおどろきに目を見開き、しかしすぐにすべてを相手に──近い将来に配はい偶ぐう者しやとなるべき少年へと預あずける。


　固く強く抱きしめ合う一組の男女を、地平線の向こうから昇のぼったまばゆい朝日が照らし出す。永遠なる愛の出発駅となった廃倉庫は、ふたりを祝福するかのような透き通った光に、やわらかく包まれるのだった──





　　　　＊





「……む──っ！　むぅむむう、むむぅ──っ！」


　なにやらくぐもったような音が、激しくひっきりなしに漏れ聞こえる中。


　パチパチパチ、と手をたたく音がまばらに響き渡った。


「なるほどねえ。ふーん。なーるほどね、うんうん」


　拍はく手しゆを終えてしきりに頷うなずいているのは二ノ宮涼子である。


「これがつまり、麗華ちゃんの心の中の偽いつわらざる心しん象しよう風ふう景けい、ってことになるのかしらね。うーん、実に興きよう味み深ぶかいわあ」


「うむ。まことにもって良いものを見させてもらった」


　と同意するのは月村美樹彦であった。


「真由は言うに及およばず、ことのほか峻護くんのキャラクターに対して歪いびつなフォーカスが掛かっているようだが……まあこれもひとつの斬ざん新しんな解かい釈しやく、と捉とらえるべきなのかな」


「そうねえ、最後のシーンなんかはやたらとしつこくてくどいけどね。でもまあ、映像自体の出来はそう悪くもないわよ？　北条コンツェルンが湯水のように製作費をつぎ込んでるわけだし。わたしと美樹彦は、あっさり麗華ちゃんにやられる役でしか出てこないけど」


　──広々とした二ノ宮家の一角にある、ＡＶルームである。


　この部屋において今、とあるフィルムの観賞会が行われたところであった。


「それにしても自じ腹ばらでこんな映画を作っちゃうなんてねえ。麗華ちゃん、はた目から見たよりもずいぶんフラストレーションがたまってたのかしら」


「うむ。思うに任まかせぬ現状を嘆なげき悲しんだあげく、現実を改かい編へんし、空くう想そうすることで己おのれを慰なぐさめていたのだろう。巨費を投じて制作したにもかかわらず現存するマスターフィルムは一本きり、なおかつ麗華くんの私室に厳げん重じゆうな封ふうをほどこして保管していたことから考えても、これが麗華くんにとって極きわめてプライベートなフィルムだったことは明らかだ」


「きっと麗華ちゃん、この映像をこっそりひとりで観賞しては悦えつに入いってたんでしょうねえ。電気を落として閉め切った部屋の中、自前のフィルムを観賞して悦に入る麗華ちゃん……ちょっと萌もえるわね」


「む──っ!?　むむ、っむむぅ、むむむ──っ！」


　何やら再びくぐもった声が上がる。床のあたりから。


　見ればなんと、口に猿ぐつわを嚙まされて全身を縄なわでぐるぐる巻きにされた北条麗華が、顔を真っ赤にしつつひっきりなしにうめき声を上げているのだった。


　察さつするに、誰にも見せてはならない極ごく秘ひ映像を不覚にも発見された揚あげ句く、かような上映会を開かれる運びになって激しく抵抗し、閉へい口こうした涼子と美樹彦によって拘こう束そくされたものだろう。


　がんじがらめになりつつも、麗華は必死で身をよじり、何事かを訴うつたえかけようとしているが──涼子と美樹彦はまったくお構いなしに、たったいま鑑賞し終えた映画の感想を述のべ合っている。


「それにしてもあんまりなフィルムねえ、これは。スタッフのクレジット見て呆れたわよ……監かん督とく・北条麗華、脚きやく本ほん・北条麗華、演えん出しゆつ・北条麗華、プロデュース・北条麗華。おまけに主演女優まで麗華ちゃんが担当してるし。ほんと、究極のプライベートフィルムというかなんというか」
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「しかし演技については中々の迫はく真しんものだったよ。演技というよりは完全に自分の妄想の世界に入り込んでる感じではあったが」


「そもそも演技じゃなくて、単に本音そのままって感じだけど」


「まあ僕がもっとも驚いたのはだね、峻護くんだけは俳優を使わず、ＣＧで代用しているところだったね」


「そりゃあれでしょ、いくら上う手まく役に入り込んだ俳優が相手だったとしても、本物の峻護以外の男とのラブシーンなんて演えんじたくなかったんじゃない？　麗華ちゃん的には」


「ははは、なるほど。麗華くんは実に一いち途ずでいじらしいな。真由には適てき当とうな女優を配はい役やくしていることから比べれば雲うん泥でいの差だ。しかも峻護くんのＣＧの精せい巧こうなことといったら……僕は一瞬、本当に彼が出演しているのかと目を疑うたがったほどだ」


「そうよねえ、峻護のＣＧだけで製作費の八割ぐらいつぎ込んでそうな勢いね。ま、麗華ちゃんとしては本物の峻護が相手じゃあんな大だい胆たんな真ま似ねできないでしょうし、他に選せん択たく肢しはなかったんでしょうよ」


「麗華くんはひどくシャイだからね」


「あたしが保坂くんに聞いたところによればこの映画、気きご心ころの知れた身内を──何年も付き合いのある北条家のメイドやら使用人やらを総動員して作ったらしいわよ？　見知らぬスタッフが何人も現場にいたら、麗華ちゃんもここまで自分の世界に入り込めなかった、ってことかしら」


「なるほど。ところでシナリオについてはどう思う？」


「ひどいのひとことね。そもそも峻護と麗華ちゃんの関係って、この劇げき中ちゆうの設定ではどういうものになってたのかしら。シナリオからはちっとも読めないんだけど」


「演出面についても問題アリだろう。真由と麗華くんのトレンチコート姿が二度出てくるんだが、どうにも中ちゆう途と半はん端ぱだな。ピカレスクものとかギャングものにしたかったのだと解釈できなくはないんだが、それにしては序じよ盤ばんの方でまったくそういうテイストがない。そればかりか終しゆう盤ばんの麗華くんは、いきなりチャイナドレス姿で登場する始末だからな」


「サービスシーンを狙ってるにしたって、ベッタベタな選択よねえ。ていうかわざわざサービスシーンなんて入れようとしてるってことは、最初のうちはプライベートフィルムにするつもりもなくて、全国ロードショーに堪たえられるだけの作品を真剣に作っていたのかもね」


「というかこの映画版の麗華くんの胸、なんだか現実の麗華くんに比べてやたらと肥ひ大だい化かしているように見えないかね？　僕の目の錯さつ覚かくだろうか」


「シッ！　そこに触れちゃだめよ。映画ってのはね、視聴者に夢を与えるメディアなの。このフィルムが想そう定ていしている視聴者は実じつ質しつ的にただのひとりだったんだから、これはこれで正しいのよ。たとえ胸にどれほどの詰つめ物をしていたとしても……」


「むむむっ!?　む──っ、む──っ、むむむむむ──っ！」


　好き勝手に論ろん評ぴようしているふたりを麗華は悔くやしそうに睨にらみつけている。縄でぐるぐる巻きにされていなかったら、今ごろ床が抜けるほどに地じ団太だんだを踏ふんでいたことだろう。


　まったくもって一生の不覚だった。よりにもよって世界で最もつとも観られたくない部類に入るふたりに、あの秘密映像を観られてしまうとは。


　羞しゆう恥ち心しんと屈くつ辱じよくに目の前が真っ暗になりながらも、麗華はしかし内心でわずかな安堵を得てもいた。


　今この時、二ノ宮峻護と月村真由は野や暮ぼ用で外出しており、極秘映像の上映会には参加してなかったのである。あのふたりに見られなかったのは不幸中の幸い、かくなる上は彼らに極秘映像が露見することだけは、なんとしてでも阻止せねば──


　と、


「ただいまー、いま帰ったんだけど……あれ？　姉さんたちは？」


「ほんとですね。どこに行ったんでしょう？」


「!?」


　なんと間の悪い連中か。


　今しがた玄関を通り抜けてきたと思おぼしき細い声は、今この場にもっとも居て欲しくない人間ツートップのものであった。


「姉さん？　美樹彦さん？　北条先輩？　おっかしいなあ……」


「いませんねえ。じゃああっちかな？」


　ふたりは持ち前の間の悪さを発はつ揮きし、どうやらＡＶルームの方へ近づいてくるようだ。些さ細さいなことなど気にせず、庭掃除なり皿洗いなりに精を出していればいいものを！


（あ、あのふたりにだけは──特に二ノ宮峻護にだけは、ぜったいぜったいぜったい──！）


　麗華は、涙なみだ目めになった。あんな映像を峻護に観られたらたぶん、恥ずかしさのあまり死んでしまう。


　そのとき奇跡が起こった。


　麗華の危機感が頂点に達し、伝説の『あの力』が彼女の全身に宿ったのである。


　伝説の力──火事場の馬鹿力を発はつ揮きし、固い縛いましめを引きちぎると、麗華は一目散に駆けだした。危険きわまる映像を再生しているＤＶＤプレーヤーへと。


「……この部屋かな？　あ、みなさん居ましたよ二ノ宮くん……え？」


「ああ、みんなここにいたのか。って……」


　ＡＶルームのドアを開けたふたりが見たものは、高々と振り上げた踵かかとを真っ逆さまに振り下ろし、ＤＶＤプレーヤーを真っ二つに叩き折っている麗華の姿だった。


「ええと……北条先輩？　何してるんです？」


「な、なんでもありませんわ！　なんでもないったら、なんでもないのです！」


「ええとでもその麗華さん、なんだかみんなして集まって、ただ事ではない雰囲気──」


「なんでもないと言ってるでしょう！　いいですこと二ノ宮峻護に月村真由、今ここであなた達が見聞きしたことの一いつ切さい合がつ切さい、今すぐこの瞬間に、すべてデリートするのです！　命令ですわよッ！」


「は、はあ……」


「ええとはい、わかりましたっ」


　あまりの剣幕に腰を引かせつつ頷くふたりから視線を移し、涼子と美樹彦にも撫なで斬るような睨みを一いつ閃せんさせて、


「あなたたちもです！　よろしいですわね！」


「……んー、それはちょっと聞けない相談かもねえ」涼子が麗華の剣けん幕まくにも動ぜずに、「だって、あんなに貴重な映像なんだもの。峻護と真由ちゃんにだけ見せない、ってのもねえ」


「ふ、ふん。だからといって、あなたにどうすることができて？」


　涼子の態度に一瞬ひるんだ麗華だったが、すぐに気を取り直した。あの映像を記録したディスクは、たったいまプレーヤーごと叩き割ったＤＶＤ─ＲＯＭひとつきり……証しよう拠こがなければどうとでもごまかせる──


「んー、残念だけど」


　涼子はニヤニヤしながらモニターのリモコンを操作し、チャンネルを切り替えた。


　途端、麗華の瞳がまんまるに見開かれる。


　そこに映っていたのは──


「キー局の知り合いに連絡してね、番組枠を変更して麗華ちゃんが作ったフィルムを流してもらうことにしたの。もうデータも送ってあるわ」


「んな──」


「ほら、ちょうど始まる時間ね。峻護と真由ちゃんだけじゃなくて、せっかくだから全国の視聴者に観てもらおうと思って」


「…………！」


「あ、それと北条コンツェルン関連企業の協賛ってことにして、ついでに放映権料もふんだくった上にＤＶＤ発売の段取りも整ととのえておいたから。お蔵くら入いりにしてカビを生やさせていたソフトを、ちゃんとしたビジネスにまで育ててあげたんだし、感謝なさいね麗華ちゃん」


　二の句が継つげない麗華の前で、モニターが馴な染じみのある映像を映し始める。もう何十回となく鑑賞した、ぜったい誰にも見せてはいけないはずの、秘密の映像──


「ん？　なんだなんだ？」


「なんでしょうね、この番組……？」


　普段はあまりテレビになじみのない峻護と真由も、興味深げにモニターを覗のぞき込んで──





　そして、麗華の哀れな悲鳴が二ノ宮家の隅々にまでひびき渡った。





　　　　＊





　……その後、麗華は北条コンツェルンの総力をあげて、数限りなくばらまかれた汚点映像を地上から撲ぼく滅めつすべく東とう奔ほん西せい走そうすることになるのだが。


　それはまた、別の話である。







おしまい







　あとがき







作さく者しや「ハァ……フゥ……」


真ま由ゆ「ど、どうしたんですか作者さん？　のっけからいきなりそんな、深しん刻こくそうなため息ばかりついたりして」


麗れい華か「なんだか調子が狂くるいますわね……いつもは尊そん大だいで不ふ遜そんなこの男が意い気き消しよう沈ちんしていると、どうにもこう、身体のあちこちがむず痒がゆくなってくるような気がしますわ。本来ならわたくし、先日刊行された『ご愁しゆう傷しようさま二にノの宮みやくん８』の巻かん末まつで受けた屈くつ辱じよくについて、断だん固こ抗こう議ぎするつもりでいたのですが……」


真由「作者さん作者さん、いったい何があったんですか？　そんな敗はい戦せん後ごのボクサーみたいに肩かたを落として座すわり込こんで……わたしたちでよければご相そう談だんに乗りますよ？」


作者「ハァ……フゥ……」


麗華「ちょっとあなた、そのようにみすぼらしい姿すがたをさらすのはおやめなさい。この本の作者であるあなたがそんな様ざまでは、わたくしたちに対しても示しめしがつかないでしょうに。ほら、とっとと気を取り直しなさいったら」


作者「ハァ……フゥ……」


真由「ええと作者さん？　せめて何が原因でそんな落ち込んでるのか話していただければ、わたしも麗華さんもきっと何かお役に立てると思うんです。気落ちしてるところに酷こくかもしれませんが、がんばって話していただけませんか？　ね？」


作者「ハァ……フゥ……」


麗華「ああもう鬱うつ陶とうしい！　ほらちょっとあなた！　お立ちなさい！　もっとしゃんとなさいな、読者さまがたの前でみっともない！　あなたがそのような体ていたらくでは、せっかくこの本を手に取ってページをめくってくれた読者さまがたに申もうし訳わけが立たないでしょう!?　さあ早く！」


作者「ハァ……フゥ……」


真由「ああ……とうとう作者さん、座っているのも耐たえられないような感じで、ずるずると地べたに伏ふせってしまいました……」


麗華「なんとだらしない。手足を投げだした格かつ好こうで突つっ伏ぷして、まるで犬ころのようですわね。この男がわたくしの生みの親かと思うと、情なさけなさ過すぎて涙も出ませんわ」


作者「ハァ……フゥ……」


真由「何を言っても聞いてくれそうにありませんね……どうしましょう？」


麗華「まあ確たしかに、これだけ弱っている相手をどれほど叱しつ咤た激げき励れいしたところで、下へ手たをするとトドメを刺さしてしまう結果になりかねませんわね。まああまり気は進みませんが、わたくしにも惻そく隠いんの情じようというものはあります。気落ちしているこの男を救きゆう済さいすべく、こういう時ぐらいはやさしく接せつしてあげるのも、選せん択たく肢しの一つとしてなくはないでしょう」


真由「なるほど。弱よわり目の人には労わりの心をもって接せつする、ということですね。じゃ、具ぐ体たい的てきにはどうすればいいんでしょう？」


麗華「そうですわねえ……改あらためて考えてみると、これはちょっとした難なん題だいですわね。この男って何とも摑つかみどころのないタイプですし。何を喜んで何を嫌がるものやら……」


作者「ハァ……フゥ……」


真由「うーん……」


麗華「うーん……」


真由「あ、そうだ！　あれですよ麗華さん！」


麗華「あれ、とは何です？」


真由「ほら、あれ、作者さんがあとがきで毎回やってるやつです。作者さん、麗華さんに毎回色っぽい恰かつ好こうをさせては喜んでるじゃないですか。あれをやれば、作者さんも元気になってくれるんじゃないでしょうか？」


麗華「……ちょっと。どうしてわたくしがこんな男のために自みずからそのような真ま似ねをしなければならないのです。そもそもわたくし、この男がこんな状じよう態たいでさえなければ、前回のあとがきの件についても大いに苦く情じようを申し立てた上で、今度こそ破は廉れん恥ちな真似を阻そ止しすべく活かつ動どうしようとしていましたのよ？　それを……」


真由「でも、そのくらいしか作者さんを元気にする方法が思いつかなくて……あ、ほら麗華さん、あそこ。ちょうどいい感じに、なにか衣い裳しようが置いてありますよ？　……あ、これってあれですね、バ●ワイザーの女のひとが着る服ですね。バ●ガールっていうんでしたっけ？」


麗華「な、なんて破廉恥な服……肩かたは丸出しでスカートは異い様ように短い上に、フォルムがぴったりしていて身体のラインがくっきり出てしまうじゃないの！」


真由「わたし、何かで見たことあります。バ●ガールのひとたちはこれを着て飲み屋さんで働いて、代だい金きんとかチップとかでもらったお札さつを胸むねの間あいだに挟はさんだりするんですよね？　うん、作者さんが好きそうなシチュエーションです。麗華さん、その線でいきましょう！」


麗華「嫌です！」


真由「だ、だめでしょうか……？」


麗華「当とう然ぜんです。さっきも言ったでしょう、わたくしはこのような服を着たりしないで済すむよう、作者に対して交こう渉しようを持もちかけようとしていたのですわよ？　それを自ら進んでやるなど、本ほん末まつ転倒のあべこべもいいところではありませんか」


真由「そうですよねえ……」


麗華「むしろ月つき村むら真由、あなたの方こそこの服を着ればいいのではなくて？」


真由「え、えええっ!?　わたしがですかっ!?」


麗華「ええあなたがですわ。わたくし常つね々づね不ふ満まんに思っていたのです。あとがきの巻かん末まつでいつも辛しん酸さんをなめるのはわたくしばかり。たまにはあなただって汚よごれ役やくを引き受けてしかるべきなのですわ。それに第一、作者を元気づけようなどと言ってその破廉恥な服を持ち出してきたのはあなたではありませんか。言い出しっぺの人間こそ、自ら率そつ先せんして行動するべきなのではなくって？」


真由「うう……反はん論ろんできないです……」


麗華「さあ、わかったのならさっさとおやりなさい」


真由「うう、わかりましたぁ……ええと、まずは服を脱ぬいで……」


麗華「ふん、それにしても相あい変かわらず無む駄だなほどでかい胸ですわね。バ●ガールのユニフォームみたいな細ほそ身みの服を月村真由が着ると、胸の大きさがやたらと強きよう調ちようされ……はっ!?　ちょっとお待ちなさい月村真由！」


真由「はい？　なんですか？」


麗華「気が変わりました。やはりその服を着るのはわたくしの役やく目めとします」


真由「え？　ど、どうしてですか……？」


麗華「いいからさっさとその服をおよこしなさい！　……まったく、こんな服を月村真由に着せた日にはでかい胸が目立って仕し方かたがない上、わたくしの控ひかえめなバストサイズが対たい比ひされる形になってしまうじゃないの……ああもう月村真由、どこまでもわたくしの障しよう害がいになる小こ娘むすめですこと！」


真由「え？　麗華さん何か言いました？」


麗華「ただのひとりごとです！　まったく、けっきょくわたくしが貧びん乏ぼうくじを引くことになるのですわね……なんと腹はら立だたしい……」


作者「ハァ……フゥ……」


麗華「さあ着替えましたわよド外げ道どう作者！　これで満まん足ぞくいたしましたかしら!?」


作者「ハァ……フゥ……お……？　麗華くんがいつの間にやらバ●ガールの扮ふん装そうを？　んんっ？　というか一体ここはどこなんだ？」


麗華「何をすっとぼけたこと言ってるのです。ここは『おあいにくさま二ノ宮くん４』のあとがきの７ページ目ですわよ」


作者「何ッ!?　７ページ目とな!?　うおおおおお、きたこれええええええええええッ！」


麗華「な、なんですそんな、いきなり驚おどろき喜んで……まったく、ずいぶんと感情の波が上下しやすい男ですわね」


真由「まあまあ麗華さん、ともあれ作者さんも元気を出してくれたみたいだし、よかったじゃないですか。結けつ果か良ければすべて良し、ということで」


麗華「まあ確かに、目的を果たせたわけですからいいですけれど……そもそもあなた、どうして今回はのっけからあんなにふさぎこんでいたのです？」


作者「いやあ実はだね、今回は指し定ていされたあとがきの枚数が多かったものだから。どうやってページを埋うめたものか悩なやみ果はてていたのだが、いつの間にかこんなにページが進んでいて……いやあ実に愉ゆ快かい痛つう快かい、まるで寝て起きたら小こ人びとさんが原げん稿こうを完成させてくれていた、くらいにドリーミングな展てん開かいだ！　いや実にすばらしい！」


麗華「な、なんですって……？」


作者「しかも今回用意していたバ●ガールの衣い装しようを、どうやって麗華くんを言いくるめて着せたらいいか大いに悩んでいたのだが、いやあ助かった！　私の知らないうちに麗華くん自ら率先して着てくれているではないか！　いやあどういう心しん境きようの変へん化かかね麗華くん、これまではさんざん嫌いやがっていたのに。ひょっとしてあれかい、毎回いろんな恰好をしているうちに、そちらの道に目覚めてしまったのかい？　はっはっは」


麗華「…………」


作者「いやいや、それならそれで私は大だい歓かん迎げいだよ！　君に着せるべき破廉恥な衣装を私は何ダースも用意している。今後はいよいよきわどい衣装を君に着てもらうことに──って、なんだね麗華くん、そんな怖こわい顔をして？　あ痛いた！　何をするんだ麗華くん、暴ぼう力りよくはいけないよ！　私はそういう行こう為いには断だん固ことして反対する！　ラブアンドピース、ラブアンドピースだ……って、うわあああああ!?」


真由「ああ……堪かん忍にん袋ぶくろの緒おを切らした麗華さんが、作者さんを無む言ごんで小こ突づきまわしながらどこかへ消えていきます……はっ!?　ということは、今ここに残っているのはわたしひとりで、ということはわたしがこのあとがきを締しめなければいけないということですか!?　……ええとええと、コホンコホン。この本をお手に取っていただいたみなさま、今回のエピソードはいかがだったでしょうか？　『二ノ宮くん』シリーズは小説本ほん編ぺんもアニメもマンガもいよいよ佳か境きように差さし掛かかり、今後もどんどん盛もり上がっていきます。ぜひともシリーズ通してのご視し聴ちよう、ご愛あい読どくのほど、よろしくお願いいたします！　それでは次回は来月発売予定の『おあいにくさま二ノ宮くん５』にてお会い致いたしましょう。再見ツアイツエン～」
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峻しゆん護ご、未知の力を知るのこと




　月刊ドラゴンマガジン２００６年10月号




峻護、男を示しめすのこと




　月刊ドラゴンマガジン２００６年11月号




真ま由ゆ、空を舞まうのこと




　月刊ドラゴンマガジン２００６年12月号




真由、策さくにおぼれるのこと




　月刊ドラゴンマガジン２００７年１月号




峻護、あらためて決意を固めるのこと
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涼りよう子こ、被ひ災さいするのこと
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麗れい華か、しくじるのこと




　書き下ろし





おあいにくさま二にノの宮みやくん４





鈴すず木き大だい輔すけ
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